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将軍の息子に転生したので、悪役令嬢もらいます。
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第１章　悪役令嬢もらいます。









　　１




「ふむ、なるほどね」

　俺は目の前の景色を眺めて、ふと気がついた。

　転生……だなこれ。

　しかも攻略キャラだな俺。

「さあ、これで私はあの婚約者から解放される。見ているがいい」

　ほんの数秒前、目の前に立つ王子の放ったこの言葉を聞いた瞬間、続けざまに白昼夢を見た。

　そして視界が戻った瞬間、世界を見て理解した。

　あ、ここ……前世の妹がプレイしてた乙女ゲームの世界だわ、と。

　異世界転生してたわ俺。と。

　今は王子の誕生日パーティーで、婚約破棄劇場が始まる直前だった。

　いやー、こんなタイミングで前世の記憶が戻るなんてね。驚くわ。

　俺の現在の名前はナイブズ・ナイトリー。この国の将軍公爵の一人息子で、王子の友人の一人だ。

　そしてさっき思い出した記憶によると、この世界は前世で妹がリビングの大画面でプレイしていた乙女ゲームの世界だった。

　しかし思い出したのはそれだけで、前世の自分のことはほとんど思い出せない。名前も覚えてないし、いつまで生きて、いつ死んだのかも覚えていない。

　ただ本能的に、自分が日本に生まれて、普通の男だったことくらいはわかった。

　でもまあ、正直今はそんなことはどうでもいい。この世界で生きていくのに必要な情報じゃないし。

　現実に集中したほうがいいな、と思い至ったタイミングで声をかけられた。

「ナイトリー、そこを退け」

　目の前にはさっき大宣言をした王子がまだいた。

　間抜けなことに俺は王子の前に立ちはだかって物思いに耽っていたらしい。立ち位置が違うともう一人の友人である宰相の息子に腕を引っ張られた。

「何をしているんだ、ナイトリー、これだから脳筋は……」

「すまない。突然……まあ、いろいろあって」

　王子の後ろ姿を目で追うと、今は意気揚々と婚約者に向かっているところだった。

　これからこの誕生パーティーの会場で、婚約者に婚約破棄を突きつけるつもりなのだ。

　そして俺と宰相ジュニアはそれをサポートする愉快な仲間、というわけだ。

「ナイトリー、じっとしていろ。これからあの悪女を断罪するんだからな。役目はわかっているだろうな」

「あー……っと、あの王子の横にいるルリ嬢？　が婚約者に狙われたら捕まえるんだっけ？」

　王子の隣にはすでにルリ嬢という新しい女がいた。アレだ……ゲームのプレイヤーキャラだった子だ。そして婚約者はエリーゼ嬢。ライバルキャラだ。

　これまで当たり前に見てた人物がゲームキャラに見えるの、頭がバグったみたいで気持ち悪いな。

　もちろん王子も宰相ジュニアも攻略キャラだった。

「エリーゼ嬢はおそらく刃物を持ち出すはずだ。お前の筋肉で止めろ。わかったな」

　……筋肉で止めろってなんなんだ。

「はいはい」

　俺が適当に答えたことに驚いたらしい宰相ジュニアは、訝しげな目で軽くこっちを睨んだ。

「……わかったら静かにしていろ」

　はー、こいつ鬱陶しいなー。

　なんだろ、前世の記憶を思い出したせいか、宰相ジュニアがめちゃくちゃ付き合いにくい。まあ仕方ないけど。

　ということで、気を取り直して婚約破棄劇場を観察することにした。

　今は王子が現在の婚約者であるエリーゼ嬢に声をかけているところだった。

　改めて見て、エリーゼ嬢はめちゃくちゃ美人だ。

　赤毛の腰まであるストレートヘアが綺麗だし、紫の瞳はちょっと吊り目で可愛い。輪郭は美しい卵型で、顔のパーツのバランスは完璧だ。

　そして唇はプルンとして柔らかそうなピンク色。

　キスしたい唇ナンバーワンだな。

　体の方もすごい。綺麗なドレスに包まれたバストは形もいいし、でかくて柔らかそうだ。

　それから腰がしっかりくびれ、素晴らしく丸いお尻が続く。

　尻があの位置にあるってことはスカートの中の脚も長そうだ。

　異世界すごいな。前世では見たことないくらいの美人だ。

　俺的には、こういうちょっと気の強そうな子をトロトロにさせるのがいいんだよな。

　想像するとかなり興奮するのだが、そんな美しすぎる婚約者に王子は今から婚約破棄を言い渡すつもりらしい。訳がわからない。

　王子の隣ではすでにルリ嬢が我が物顔で肩を並べている。

　茶髪のボブで、無難に可愛い系の顔だ。そりゃ普通よりは可愛いが、並外れてはいない。

　王子はあれがタイプなんだなー。ぶりっ子気質がいいんだろうか。

　俺的には断然エリーゼ嬢の方がタイプだ。

「おい、ちゃんと聞いていろ」

　隣の宰相ジュニアに肘で突かれて初めて王子に目をやると、すでに王子の口上は始まっていた。

「……そなたは自分の地位を笠にきて偉そうに振る舞い……」

　なるほど。こんなとこで婚約破棄を突きつけてるやつの言葉と思うと面白い。

　地位を笠にきて偉そうにしてるのはお前だろ。

「ルリの振る舞いにケチをつけてまわり……」

　ケチね。そりゃつけもするだろーよ。婚約者にベタベタしてる女がいんだから。

　だいたいあの女、誰彼かまわず色目使って口説かれるのを楽しんでたんだから、誰だってケチはつけたいだろ。

「その上刃物を持って我々の前に現れ……」

　刃物もなー。

　これはエリーゼ嬢の前で王子とルリ嬢があんまりにもイチャイチャするので、手の中にあったペーパーナイフを握ったまま怒りに震えていた時の話だ。

　ほとんど濡れ衣だったが、もし本当に刺されていても文句言えないだろう。結婚間際の婚約者の目の前で浮気してんだから。バカだなー。

「そなたは私の妻としてふさわしくない。婚約破棄する！」

「お前こそ王子としてふさわしい振る舞いかよこれが……」

　ついつい小声で呟くと、隣りにいた宰相ジュニアが目を剥いた。

「……何を言ってるお前」

「あ、心の声が漏れたわ。ごめんごめん」

　適当に謝って、俺はまだ何か言いたそうな宰相ジュニアを無視してエリーゼ嬢を眺めた。

　悔しそうに唇を噛んでいる姿も絵になる。王子が醜いとかなんとか言ってるけど、可愛い女の子がしていると、結局は可愛くしかならない。

　つか俺、あのゲーム、この子の方がタイプだったんだよなー。めちゃくちゃ性癖に刺さるし。

　それにエリーゼ嬢、マジで可哀想なんだよな。

　彼女が王子と婚約したのは完全に政略で、学園に入学と同時に親同士で勝手にきめられたのだ。

　しかも相手は王子だ。不満があっても本人には文句も言えない。じっと耐えてきたあげく、最後には罪を着せられ、こうして見せ物にされて捨てられるとは。

　俺は王子側の人間だったのでこれくらいのことは知っているが、実は観客のほとんどはこれを知らない。宰相ジュニアによって操作された情報しか与えられていないのだ。

　だから皆、本気でエリーゼ嬢が悪女だと信じているのだ。

　冷静に考えて酷すぎんか？

　ニヤニヤする王子の視線を悔しそうに受けるその姿も、どう考えたって可愛すぎるのに。

　もったいない。何がしたいんだこいつら。

　俺だったらめちゃめちゃ大事にして可愛がるのに。

　……あー……そうだよな。

　俺が可愛がってもいいよな。

「よし」

「ナイトリー？」

　一声発して突然歩き出した俺を、宰相ジュニアは慌てて止めようとしたが無視した。

　スタスタと歩き、エリーゼ嬢の目の前に立った。

　王子の前を遮る形だがどうでもいい。

　俺の動きに驚いてこちらを凝視するエリーゼ嬢はめちゃくちゃ可愛い顔に怯えを宿している。

「エリーゼ様」

　語りかけると、エリーゼ嬢――もうエリーゼちゃんでいいや。

　エリーゼちゃんは震えた。美しい瞳が揺れ、眉間にシワが入る。

「なんなの、あなた……」

「えーっと、今、婚約破棄されましたよね」

　その言葉にエリーゼちゃんは悔しそうに唇を噛む。

「そう……だけど、でもまだ私は……」

「あんな浮気男やめて俺にしませんか？」

　食い気味に言うと、エリーゼちゃんは一瞬意味がわからなかったらしく、ポカンとして固まった。

「俺、エリーゼ様のことタイプなんです。俺と恋愛しません？」

「何を言って……？」

　エリーゼちゃんは戸惑って体を庇うように自分の肘を撫でた。今日初めて見せた気弱さは予想以上に可愛いかった。

　うわー……やっぱ可愛い。タイプだ。絶対付き合いたい。とか思っていたら後ろから肩を思いっきり掴まれた。まあ当たり前だが。

　怒った顔の王子がこちらを睨んでいた。

　それに王子の隣にいるルリ嬢。遠巻きにしているパーティーの客たち。それら全員が俺に対し「突然何やってんだ空気読め」と無言の圧力を伝えてくる。

　こっちも無言で見返すと、険しい顔の王子は俺の肩をギリギリと掴もうと頑張った。しかしその非力な手では俺の鍛えた肩には歯が立たないようだ。

　いい歳の男が、かわいそう。

　というか邪魔しないでほしいんだが。

「ナイトリー、貴様……！」

「なんですか？」

「エリーゼに何をしている」

「何をしているって、見てわかりませんか？　王子は婚約破棄しましたよね？」

「ああ、そうだが」

「それに王子はもう新しい女いますよね」

　ルリの顔をちろりと見ながら尋ねる。

「だが……」

「こっちのことはほっといて、そっちはそっちでよろしくやってくださいよ」

　言い終わると、肩から優しく王子の手を外して微笑んであげた。

「いや、そうじゃなくて、計画と違……」

「ああ、それ。俺、もう抜けるんで」

　ポカンとした王子に軽く会釈して、俺はエリーゼちゃんの肘に手を当て、連れ出そうとしたが、エリーゼちゃんは戸惑って動かなかった。

　仕方なく腰を掴んで肥料袋のように肩に担ぎ上げた。

「きゃぁっ」

「それじゃ、失礼します」

　そして会場からさっさと立ち去った。

「降ろして！　降ろしなさいっ！」

　外に出て周りに人がいなくなると、急に正気をとりもどしたエリーゼちゃんが肩の上で身をよじり、暴れ出した。

「まあ待ってよ」

「ちょっと！」

　背中をバンバン叩いて足をばたつかせる。落とさないよう支えていた手に力を入れると太ももの付け根に指が食い込んで、エリーゼちゃんが飛び上がった。

「ハレンチ！　いい加減にしてこの木偶の坊！」

「わーひどいなぁ、木偶の坊って」

　その一言でこれまで俺がどう見られていたかがわかる。

　ちら。

　辺りを見ると、ちょうどライトアップされた噴水の近くだった。

　ムードもいいので、ここでエリーゼちゃんを降ろすことにした。できる限り告白の成功率を上げたい。

　エリーゼちゃんは地面に降りると、スカートの生地を撫で撫でして伸ばしてから、姿勢を正してこちらを睨みつけた。

　怒ってるなー、どうしよ。

「あなた、どういうつもりなのよ！」

「や、あそこじゃ話できないので」

「じゃなくて！」

「好きです。付き合ってください」

　真剣さを全面に言葉にすると、エリーゼちゃんはポカンとしてから、ハッとなって俺を睨みつけた。

「……嘘をつかないで！」

「嘘じゃなくて……」

「じゃあ……どこが好きなのよ……」

　不本意そうな顔つきで胸の前で腕を組む。胸が強調されてますます魅力的だ。

　いや、真面目に答えなきゃ。

「好きなところは、強がりっぽいところかな……あと顔と体つきも」

「何よそれ……」

　エリーゼちゃんは落ち込んだ様子で呟いた。がっかりさせてしまったみたいだ。

「だいたい……こんなの、父が許さないわ」

「あー……あの親父さんね」

　エリーゼちゃんの父親といえば、この国の公爵様で、上から数えて片手の指に入る富豪でもある。王子と婚約した理由もその高い地位にあった。

　でも俺んちも同じ公爵家なんだけどなぁ。しかも将軍と称号のついた親父は王国軍のトップに君臨してる。まあ、地位で言えば王よりは落ちるけど。

「王子と婚約破棄なんて、もう私の人生終わりだわ……きっと領地の離れに追いやられて一人老いていくのね」

　あ、そっちの話か。

「まあまあ、落ち着いて」

「何がまあまあよ！　男にはわからないのよ！　父親にとって有利な結婚をできない娘なんて無価値なのよ……」

　エリーゼちゃんは感情を爆発させて俺の服にしがみついてきた。いつの間にやら涙目で目がうるうるだ。しかも顔がキスできそうなほど近い。胸も押しつけられている。

　こんな時なのにドキドキして股間がヤバくなってきた。ごめんなさい。

「……俺と結婚しようよ」

「何言ってるのよ、あなたさっきまでは、あの女にはべってたくせに」

「あーうん、まぁ……ごめんなさい」

　確かに俺は前世の記憶が戻るまで、王子や宰相ジュニアと同じくあの女の金魚の糞をしていた。一応王子の友人だから、という名目なのだが、あの女にときめいたことがないとは言えない。

「いつもあの女と一緒の時、赤くなっていたじゃない」

「その……腕に胸押しつけられたり、……うなじくすぐられたり、……耳に息吹きかけられたりしたら仕方ないというか……俺、童貞だから」

「……童貞？　なにそれ」

　童貞ってなんだっけ……。

　エリーゼちゃんが引っついたままなので思考するのがかなり難しくなってきた。

　簡単なことさえわからない。

　触らないでいるのは限界だった。もう我慢できない。と手を伸ばした途端、エリーゼちゃんの体がパッと離れていった。あー惜しい。勿体ない……。

　しかし思考力は戻った。

「童貞よ。何？」

　童貞ね……うん。

　エリーゼちゃんはそう言う単語は知らないんだね。びっくり。

　しかしエリーゼちゃんの父親が奥さんを亡くした後も独り身なことを思い出して納得した。そりゃ性的なこと教える人誰もいないよね。

「えーっと、それは、女性経験がないってことで、純潔？　みたいな」

「……あ、あー、そうなのね」

　純潔の意味はわかったようだ。よかった。エリーゼちゃんは赤くなって目を背け、落ち着こうと顔を扇いでいる。

　可愛い。

　やっぱり好きだな。

　付き合いたい。

　少しの沈黙の後、エリーゼちゃんは意を決したように言った。

「いいわ。あなた、私にさっき求婚したわね？　本気なの？」

「うん。俺の家も公爵家だし結構いいと思うんだけど。親父将軍だし。どう？」

「後悔しないのね？」

　エリーゼちゃんは俺の顔を用心深くうかがった。

　本気で考えているようだ。

　ドキドキしてきた。

「後悔しないように、お互い努力しようよ」

「浮気は？」

「しないよ。俺一途に恋したいから」

　本気かどうかじっと見られてる。信じてほしい。

「だから、俺と恋愛して結婚しようよ。お願い」

　エリーゼちゃんは意を決したように頷き、口を開いた。

「……お受けするわ」

　やった！

「じゃあエリーゼちゃんが勘当されないうちに公爵に報告に行こ」

「勘当？」

「宰相ジュニアが裏で噂撒き散らしてるからさ。危ない危ない」

　エリーゼちゃんに近付くと、肩を抱いて歩き出す。すると眉を思いっきり歪められた。

「ところであなた、そんな人だった？」

「覚醒したのかも。なんか変？」

　エリーゼちゃんは首を振ってため息をついた。

「慣れるのに苦労しそうだわ」
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「神様、感謝します」

　俺は神像の前で膝をついて手を祈りの形に組んだ。

　今いるのは、この世界の教会で、俺たちは婚約式の最中だった。後ろでは両親たちと見届け人が数人見守っている。

　司祭が何かを読み上げている最中、隣で同じく膝をつき、祈りを捧げていたエリーゼちゃんがこそっと話しかけてくる。

「あなたそんなに熱心な信徒だったの？」

「いや、違うけど。エリーゼちゃんと婚約できたの嬉しくて、誰彼構わず感謝したい気分なの」

「ああ、そう」

「よかったね、家族が認めてくれて」

「そうね」

　エリーゼちゃんのパパ上であるダービル公爵は、俺たちが思っていたような人ではなかった。

　あの後すぐ挨拶に行くと、王子一派だった俺をかなり怪しんだが長時間に及ぶ事情聴取をした上で「娘が望むのなら」と渋々婚約を認めてくれた。

　俺があの場で即座にプロポーズして、そこから連れ出したことを、かなり評価してくれたようだった。

　そして俺の両親は「馬鹿だと思っておった息子が、王子から婚約者を掠め取っただと！　見直したぞ！」と大喜びだった。

「幸せになろうねー」

　司祭からキスを許されると、彼女の唇に控えめに唇を当てた。

　あー……柔らかー。前世はこんな綺麗な女の子にキスする機会なんてなかったし。異世界最高すぎる。

　薄目を開けて確認するとエリーゼちゃんはじっと目を閉じて、羞恥に頬を染めている。

　あー可愛い。たまらん。

　……舌入れてもいいかな？

「長いわ」

　欲が出てきたところでエリーゼちゃんに顔を押しやられた。残念。というか察知されたのだろうか。でもいい。顔をぐいぐい押してくる手のひらも柔らかくて小さくて食べちゃいたいくらいですので。

　そこにもちゅっちゅしてなめなめしたかったけど両親の前なので我慢した。

　儀式を終えて席に戻ると、両親が俺の顔を見てやれやれと呆れていた。隠したつもりで欲望が隠しきれていなかったらしい。

　だって可愛いエリーゼちゃんが正式に婚約者になったんだもん、しょうがないって！

　式が終わると、エリーゼちゃんの家に行って部屋に通された。何やら相談があるらしい。

　こんなの期待しないわけがない。

　ソファーに座った俺はエリーゼちゃんを捕まえて膝の上に横向きに座らせ、お腹に手を回した。

　

「エリーゼちゃん、何か相談したいことがあるって？」

「そうよ。でもなんでここに座らせるの？」

「いや俺たち婚約者でしょ？　てことは恋人同士でしょ。だから普通のスキンシップだよ」

「そうなの？　でも王子とはこんなこと……」

　呟いて、エリーゼちゃんの顔が恥ずかしそうに染まる。そうか、王子とはしなかったのか。

　大体わかっていたが、それでも嬉しい。

「これからは俺といっぱい恋人っぽいことしようね？」

　耳元でそう言うと、エリーゼちゃんは頬をピンク色にしながら、なんとか嬉しそうな口元を隠そうとした。

　あー可愛い。意味わからん。こんな可愛い子が俺の恋人とか。

　このまま黙って見つめているとエッチな気分になってしまいそうなので、とりあえず話を戻したほうがよさそうだ。と思ったらエリーゼちゃんの方が口火を切った。

「相談なんですけど、……王子とルリさんに復讐したいの」

　エリーゼちゃんが思い詰めたような顔で呟く。

　一気にイチャイチャした雰囲気が消えてしまった。

「えー……マジで？」

「だってあんなの許せないもの。私のことをずっとないがしろにしてきた挙句、大勢の前で婚約破棄するなんて、常識外れだし、残酷だわ」

　膝の上で握りしめた両の掌が震えて、エリーゼちゃんの怒りを伝えてくる。

「だから、絶対に復讐したいの」

「うーん、そっか」

　俺は正直面倒なんだが、エリーゼちゃんがやりたいなら仕方ない。

　でもモヤモヤするなー。執着心が残ってるとかやだなぁ。

「ちなみに、まだ王子のこと好きとか思ってる？」

「あんな浮気男全然好きじゃないわ！　でも復讐しないと気が済まないのよ」

「そっかー……でも一応俺の意見言っていい？」

「なんです？」

「俺たちは俺たちで幸せになった方が復讐になるよ」

　優しく囁いたつもりだったが、エリーゼちゃんは嫌そうに目を細めてこちらを見た。

「それは復讐じゃないわ。放置よ。復讐するのと、私が幸せになるのは別の話だわ」

「……そうですよね」

　エリーゼちゃんってば俺ごときの浅知恵では誤魔化されてくれないらしい。

　あー嫌だ。そんなくだらないことに時間費やさずに付き合いたてのカップルの楽しいことして過ごしたい。

「手伝うの？　手伝わないの？」

「うーん……」

　復讐より二人でラブラブしてようよー。絶対そんなことしてるの時間の無駄だよ。

　と言いたいが、絶対怒っちゃうもんなー。

　はー……でも少しでも長い時間一緒にいるためには手伝わないとだよなー。なんか俺にもいいことがあればモチベーションも上がるんだが。

　ああ、そうか。

「エサくれるなら、なんでも手伝うよ」

「エサ？　ああ、食べ物ね」

「違う違う。こういうの」

　そう言って、エリーゼちゃんの顎を掴んで、薄く開いた口にキスをした。

　びっくり慌てて目をつぶるエリーゼちゃんの反応を見てから、目を閉じてキスに集中する。

　唇をゆっくりと味わい、チュッと吸って、舐める。

　適当なところでやめようと思っていた最初の目論見は吹っ飛んでしまった。

　エリーゼちゃんとの恋人のキスは気持ちよすぎた。我慢できなくなってきて、唇の間に舌を差し込むと、すぐにエリーゼちゃんの口が開いて受け入れてくれる。

　エリーゼちゃんの舌と唾液は甘かった。

　なにこれヤバすぎる。

　舌を絡めるとエリーゼちゃんの体から力が抜けていき、ぐったりと体重を預けてくる。

　体にふわふわのおっぱいが押しつけられ、頭が沸騰する。

　勝手に手が移動していき、その膨らみをおずおずと包み込む。

　エリーゼちゃんのおっぱい、やっぱデカい。柔らかくて、すごかった。

　なんとかキスを続けながらも、全神経が手に向かっていて、胸を揉みながら頭が溶けそうになる。

　思考が鈍り、理性が終了し、性欲に取って代わられる寸前だ。

　いつまでもそうしていたかったが、だんだんエリーゼちゃんの動きに元気がなくなってきたのも分かっていたので、残った理性を総動員してキスを終わらせようと努力した。

　あーヤバすぎる。

　この恋人最高に甘い。

　ちゅぱっという音を残してエリーゼちゃんと唇が離れると、表情を確かめる。

　エリーゼちゃんの唇はキスで腫れ、透明な唾液で濡れていた。表情はとろんとして、目を潤ませている。

　あ、ヤバい……。

　さっきから勃っていた股間が、もっと硬くなって、エリーゼちゃんの太ももをぐいぐい押し上げてしまう。

　背中側から抱きしめ直し、体をピッタリと重ならせると、手を下へ滑らせ、スカートに触れる。

「ん……なに？」

　ぼんやりしたエリーゼちゃんはそれを眺めながらも阻止してはこない。

　スカートの生地をたくし上げ、太ももが現れる。その付け根までくると、ピンク色のパンティがお目見えした。

　まだその割れ目が布の下でどうなっているかはわからない。

　ごくりと唾を飲み込んでパンティのゴムに触れると、捲ってその中に指を進めていく。

　恥骨の上に生える毛が指に触れ、興奮でむずむずとした刺激が走る。そこを越えて下へ向かうと、しっとりした柔らかい肌を見つけた。

　うわ、触った。

　割れ目を指で見つけ出し、撫でるとぬちゅっと濡れた感覚がした。

　エリーゼちゃんの割れ目が濡れてる。

　見たい見たい見たい。

　一気に頭が沸騰し、慌てて手を抜き出し、パンティをずらして股を露出させた。

「やっ恥ずかしい……」

「恋人同士だから、大丈夫だよ」

　一旦頭をよしよしして、なだめてから割れ目を触る。上から覗き込みながら、指で探索すると、ぬるぬるとした感覚が指に粘りつき、糸を引いた。

「あんっ……」

　うわ、喘ぎ声やばい。

　指が敏感なところを触り、エリーゼちゃんの体が跳ねた。

　ゆっくり丁寧に、何度も往復するたび溢れてくる愛液が、指に垂れてぬちゃぬちゃだ。

　エリーゼちゃん濡れやすすぎる。

「あぅっ……はぁ……何？　なんだか体が変……」

　口で息をし、未知の刺激にもだえるエリーゼちゃんが見つめてくる。瞳が潤んで、快感に狼狽える表情がヤバいほど可愛い。

　つーか、可愛すぎる。

　エリーゼちゃんの下敷きになってる股間がパンパンで、痛くて仕方ない。

「気持ちよくない？」

「気持ちいい……？」

　だんだん早くなる甘い吐息が肌にかかってたまらない。幸せ。

　わかりやすいようにぷっくり膨らんだクリトリスを優しく撫で続けると、エリーゼちゃんは体をブルッとふるえさせてギュッと体を反らせた。

「あっあっ……っんんっダメっ」

　うわ、イキかけてる。

　中に指入れたい……まずいかなぁ……。

　ていうか舐めたいな。

「ねー、エリーゼちゃん。舐めていい？」

「舐める……なに？　わからない……」

　わからないなら実演してあげなきゃね。

「ちょっと膝から降ろすね」

　俺はエリーゼちゃんを一人で座らせると、体を前にずらさせて、パンティを足から抜き取った。股を大きく開かせるとそこにしゃがみ込み、目の前にある割れ目を眺めた。

　指をかけて開き、内側のピンクの肉を堪能する。ぷっくり腫れて柔らかそうで、ぬちゃぬちゃに濡れてる。

　小さなクリトリスは皮をかぶっていて、小陰唇の内側にはまだ処女膜に守られた小さな膣口が見える。

　すごい。

　見てるだけで唾液が湧いてくる。

「舐めるね」

　舌を伸ばしてそこをぺろっと舐めると、愛液の少し酸っぱくて甘い味が舌の上に広がった。

「あん……」

　味と、反応に興奮して、一気に吸いつき、夢中になって舌を動かす。

　小陰唇の内側をぺろベロベロと舐めまくり、クリトリスを吸い、転がす。

　その間エリーゼちゃんは「あんあん」と声をもらし、腰を悶えさせた。

　そして限界に近づくと、そこに吸いついて離れない俺の頭を剥がそうと、手でぐいぐい押し始めた。

「あんっああっ、ああ、ダメっ」

　それに負けじと唇を押しつけ、舌でぺろぺろ舐め続けると、エリーゼちゃんの手からも力が抜け、太ももがビクビクと揺れるばかりになった。

「ふんんっ……ああん！　はぁ、はぁ」

　あーエリーゼちゃんの感じてる声が気持ちいい。

　クリトリスを舌で擦りながら、狭くて小さな膣口を指で撫でる。

　あー指入れたい。

　押し込みたい。

　でも指で処女膜破ったらもったいなさすぎるし。

　うっかり指を押し込んでしまいそうで、指と舌の位置を交代し、今度は膣口を見ながら舌で舐め始めた。

　はー……入れたい……こんなに小さいのに入るのかな？　どこまでが膜だろう。

　そんなことを考えながら舐めたり吸ったりを繰り返していたら、エリーゼちゃんの腰がビクビクと震えだした。

「あんっあああっだめっだめ……！　んーっあんん……っ」

　指ではクリトリスを撫でたまま、舌を離すと、目の前でピンクの穴がひくひくと収縮を繰り返していた。

　すごっ……イッてる。

　そこにペニスを突き立てたくて脳がパンパンだった。股間がズキズキする。

　この状態のエリーゼちゃんにのしかからないでいるのは、とんでもない試練だ。

　拳を握りしめて深呼吸し、なんとか理性を絞り出すと、エリーゼちゃんのスカートを元に戻してトイレに逃げ込んだ。

「あー、エリーゼちゃん、切ないよ〜」

　さすがに婚約式直後に彼女を妊娠させるわけにはいかないので、便器の上で自分のモノを掴んで扱き上げるしかない。

「あー、好き。エリーゼちゃん、エリーゼちゃんっ……っうっ」

　トイレに流れる精子を眺めながら思う。

　これからどうしよう……。

　どうやらこの世界には避妊具は存在しないらしい。俺の知っている限りの話だが。まあブラジャーもないもんな。

　だから子供ができる可能性のあるセックスは結婚までは待たないといけないのは理屈ではわかっている。

　そして二人とも学生のため、結婚は卒業後の予定だ。

　……我慢できるかな……。

　今日はなんとか耐えたけど……この忍耐がいつまでも続くとは思えない。

　手を出したくなっちゃう俺も悪いが、それ以上にエリーゼちゃんのガードがあまりにもゆるゆるだ。

　こんなに快感に弱い子だとは思わなかった……。

　最高すぎるけど。

「さっきのことは忘れなさい。作戦を考えましょう」

　部屋に戻ると、平常心を取り戻そうと一生懸命平気なふりをするエリーゼちゃんがいた。

　やっぱ我慢無理だな。

　エリーゼちゃん、可愛すぎる。
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「エリーゼちゃん、おはよ〜」

　俺は馬車のドアを開けてエリーゼちゃんを中に招き入れた。

　可愛い婚約者に会える朝、幸せすぎる。

　婚約して数日。俺は毎日エリーゼちゃんを迎えに行き、一緒に登下校している。そうすれば一緒に過ごせる時間が増えるからだ。

　俺たちの通う学園は一応共学だが、男子クラスと女子クラスに分かれていて、場所もかなり遠い。

　そうなると男女が一緒に過ごせる時間は登下校中と昼休憩くらいしかないのだ。

「エリーゼちゃん、おはようのチューしよ」

　馬車のドアを閉めて馬車が走り出すと、エリーゼちゃんを膝の上に乗せてお願いする。これも毎日のことである。

　これまで王子に大事にされてこなかったエリーゼちゃんは、一緒の馬車での登下校も、親密な触れ合いも慣れない様子だったが、毎日当たり前のように繰り返すうちにだんだんと馴染んできて、今では当たり前のようにキスを受け入れてくれる。

　素直で可愛い。

　と言うことで今日も柔らかくて美味しい唇にキスできて幸せ。

　柔らかくて温かい唇を楽しむ。

　ちゅっちゅっと吸って、角度を変えて、撫でて、軽く噛んだりして。

　エリーゼちゃんもおずおずと俺の動きを真似てくれる。

　ちろちろと上唇を舐め、口内に舌を差し込む。

　俺の肩にしがみついていた手が肩を滑ってうなじに回された。

　熱中し出したようで嬉しい。

　エリーゼちゃんの腰を支えていた手をゆっくり上げていき、おっぱいを触る。

　朝からベロチューしておっぱい触れるの最高すぎる。

　柔らかい触感を撫で、乳首の位置をすりすりすりとこする。

　しだいに硬くなった乳首が手のひらを押して、エリーゼちゃんは「ふうっ」と震えた。

　毎日思うけど、服脱がせて口で吸いたい。ちゅうちゅう吸いついて生でモミモミしたい。

　朝の短い登校時間の中ではそんなことできないけど。

　馬車の中ではこんなに濃厚にイチャイチャしてるけど、外ではみんな爽やかに朝の挨拶をしているわけだし。

　行きすぎた欲望を抑えて、引き続きエリーゼちゃんの口の中を舌でぬるぬるぺろぺろして、おっぱいを刺激して反応を楽しんだ。朝の時間はこのくらいが限界だ。

　そして学園に着いたら俺は即トイレなわけだ。

「……ん、もうっ……」

　馬車の石畳の音が変わり、学園が近いことに気づいたエリーゼちゃんが体を離そうとするが、俺が追いかけてキスするので、胸を叩かれた。

　あー、もう学園？

　回数を重ねるごとにキスが気持ちよくなってきてて、最初の頃よりよっぽど中断するのがキツい。

　エリーゼちゃんはいつも通りちょっと睨みつけてくるが、頬が赤くて唇はぷっくり腫れてて可愛い。ごちそうさまです。

　でももうちょっと軽めのにしとかないと、キスしてたってバレバレになっちゃうな。男女別クラスでよかった。今度から気をつけよう。

「……ナイブズ様、そろそろ、学園に着きますから」

「うん、ごめんごめん」

　エリーゼちゃんの乱れたところを直し、髪の毛を耳にかけて整えてあげながら今日も昼食に誘う。今日も、と言っても今日は特別だ。

「エリーゼちゃん、実は今日お弁当作ってきたんだ。二人で空き教室で食べよう？」

「本当ですか？　自分で？」

「一生懸命練習したんだ」

「すごい。楽しみです」

　実はエリーゼちゃんと婚約してから俺は料理の勉強を始めていた。

　まあ前世で一人暮らしが長かったから、簡単なものくらいならささっと作れるのだが、一応厨房の連中に教えてもらったりもした。

　完全なるボンボンである屋敷の跡継ぎが、突然厨房で完璧な料理を作り始めたら変だし。

　そもそも厨房に入ること自体止められたが、昼に恋人と二人っきりになりたいという男を止めることは誰にもできなかった。

　下心があるからお弁当作ってんだもん。

　あー昼休み楽しみだなー。




「ナイトリー、久しぶりだな」

「げっ」

　教室に入ると、久しぶりに王子と宰相ジュニアがいた。

　謹慎……解けたのかー。

　二人は誕生日パーティーで親の決めた正式な婚約者であったエリーゼちゃんに対して、とんでもなく失礼なことをやらかしたということで、各々親から大目玉を食らって謹慎処分を受けていたのだ。

　でも一週間か、結構軽いな。

「お勤めご苦労様です」

「この裏切り者め」

「脳筋のくせに」

　丁寧に頭を下げた俺に対してこの態度である。うーん……まあいいんだけどね。どうせエリーゼちゃんのよさがわからない、目の見えないバカ男たちなわけだし。

　いつまでもそのままでいてください。

　俺は面と向かって吐かれた悪口を無視して日常会話を続けた。

「いかがお過ごしでしたか」

「最悪だ。農場で労働させられた。全身が痛い。しかも今日来てみれば靴箱には不幸の手紙が入っているし、最悪だ」

　不幸の手紙って、普通に嫌われてんじゃん。

「二人とも手にできた豆が割れてドクターストップがかかったんだ」

「……それは大変でしたね」

　なんとか笑顔を貼りつけ続けることに成功した。手の豆でドクターストップってなんなんだよ。俺を笑い殺す気か。

　俺の手なんか毎日の鍛錬で常に剣ダコができてるんですけどね。こいつらは剣術とかしないもんな。授業でさえほぼ見学だ。そんなんじゃセックスする時体力がもたないぞ。

「でもよかったじゃないですか。たった一週間で済んで」

　王子は俺のことを冷たい目で睨みつけた。

「たった、ね……貴様はそのたった一週間のうちにエリーゼと婚約し、ずいぶん仲良くなったそうだな」

「そうですね。ありがとうございます」

「何がありがとうだ」

「ところで、ちょっといいですか王子」

「なんだ裏切り者」

「俺の婚約者のこと、馴れ馴れしく名前で呼ぶのやめてもらっていいですかね」

　俺は貼りつけていた作り笑顔を消して王子を見つめた。

　王子は突然の反応に驚いたのか、焦ったように早口で返事した。

「あ、ああ……すまなかった。これからはダービル嬢と呼ぶ」

「それでお願いします」

　俺は表情を作り笑顔に戻して微笑んだ。

　マジでうざいわ。捨てた女をまだ自分のもんだと思ってんじゃねえよ。

「……あの女のどこがいいんだ」

「……意味がわかりません」

　二人はコソコソとまだ話してる。

　こいつら鍛錬されたいのかな？　いくらでも付き合うが？

　いや、縁切りたいからいいか。




　昼休憩が来てエリーゼちゃんを女子クラスに迎えに行ってから第三音楽室に向かった。わざわざ先生に媚を売って力仕事を手伝ってるから鍵を貸してくれるのだ。ありがたい。

　第一と第二はしばらくしたら食事の終わった吹奏楽部が来るけど、ここはほとんど予備扱いの部屋なので、普段から施錠されている。

　だからここにいても誰も気づかないのだ。

　防音が利いてて音が漏れないので、エリーゼちゃんがちょっと声出しても大丈夫だし。

　やっぱり筋肉こそ力だよ。先生ありがとう！

　ということで、俺は持参した弁当を開いて、エリーゼちゃんの前に広げた。料理と言っても簡単にサンドイッチだ。

「すごい。自分で作ったんですか？」

「そうだよ、簡単だけどね」

　エリーゼちゃんの口のサイズに合わせて小さめにしてあるものを、当たり前のようにあーんすると、照れながらもパクリと小さな口に頬張ってくれた。

「美味しい？」

「はい、とても」

「そっかー」

　エリーゼちゃんが俺の作ったもの食べて嬉しそうにしてくれるの最高である。
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　ご飯が食べ終わってお茶を飲み終わると、イチャイチャしたくなってきた。

「エリーゼちゃん、触っていい？」

　そう言って向かい合わせに膝の上に引っ張り上げる、すぐに唇にキスしてお尻を撫でる。

「んん……」

　エリーゼちゃんは肩に手をかけ、吐息を漏らしてキスを受け入れてくれる。

　お尻を撫でて体を引き寄せると、おっぱいが押しつけられてむにっとした刺激を送ってくる。

　あーおっぱいすごい柔らかい。

　触りたい。

　体を撫でながら手を上げていき、おっぱいにたどり着くと服の上からすりすりと撫でさする。

　鍵の閉まった第三音楽室なので、安心してボタンを開けて服の中に手を滑り込ませる。

　マシュマロのように柔らかなおっぱいに手が触れ、ため息が漏れる。

「はー、おっぱい柔らかくて気持ちいい」

　しみじみと呟き、ムニムニと指を動かして揉みしだく。なんでこんなに柔らかいんだろ。幸せ。

「エリーゼちゃん力強すぎない？　痛くない？」

「んっ……はい」

　囁くような声が返ってくる。

　エリーゼちゃんも気持ちよくなって、揉まれるたびに小さく悶えている。

　勃ち上がった乳首を指ですりすりと撫でると、目を瞑って「んんんっ」と呻いてビクビク体を震わせる。

「おっぱい敏感になってきたよね」

　これって俺がエリーゼちゃんのこと開発してるんだよなーたまらん。

　モミモミしてぎゅうと乳首を押し込むと、また体が震えた。

「あぁっ……んんっ」

「可愛い」

　なんとか声を抑えようと唇を噛んでいるのに、結局声が漏れちゃって恥ずかしそうな表情をするエリーゼちゃん。

　はー……好き。

　本当可愛い。久しぶりに王子の顔見て思ったけど、本当エリーゼちゃんと婚約できてよかった。王子がバカでよかった。俺天才だったなあの時。

　首筋にチュッチュとキスを落としているとエリーゼちゃんが気を散らそうとしてか、話し出した。

「あの……今日、王子が復帰されたっ……んですよね？」

　エリーゼちゃんは俺が与える刺激のせいで飛び飛びに言葉を続ける。

「うん、そう。うるさいよ」

「うちのクラスにもルリさんが帰ってこられてっ、ました」

「そうなんだねー」

　正直ルリ嬢には一ミリも興味がないので相槌が適当になった。

「……あの、王子は私のこと、何か言っていましたか？」

　……は？

　思考停止した。

「……は？　いや、なんで？」

　びっくりして声が大きくなってしまった。

　パッとエリーゼちゃんの表情を確認する。俺の反応にエリーゼちゃんも驚いていた。

　え、何、どういうこと？

　なんで王子の反応とか気にしてんの？

　混乱する俺にエリーゼちゃんは少し慌てたようだったが、気を取り直してもう一度訊ねてくる。

「だから、私のことを何か……」

「え、ごめん……なに言ってんの？　王子のことまだ好きなの？」

　そう訊ねながらエリーゼちゃんの体から手を離す。

　エリーゼちゃんはびっくりしたようで、怒りの表情になった。

「ちが……っ今日！　父からあの人たちが帰ってこられるって聞いたので……」

「聞いたから何？　会いたくなったの？　なんで俺の前でそういうこと言うのかな……思ってても言わないでほしいんだけど。しかもこんなタイミングで」

　つい声が低くなってしまう。

　この一週間で結構上手くいってたと思うんですけど俺たち。

　そう思ってたのこっちだけなの？　と思ったらエリーゼちゃんが真っ赤になって大きな声で否定した。

「違います！　私、王子の靴箱に不幸の手紙を入れたんです！　だから反応が知りたくて聞いただけです！　私からだとバレてないか心配で……」

　不幸の手紙……？

「嫌がらせです！　ダメなことはわかっていますけど……復讐で……」

　王子への嫌がらせに。

　復讐。

　不幸の手紙。

「……え、そういうこと？　不幸の手紙？　あー、言ってたな」

「王子が悔しがってたかも……知りたかっただけなんです。タイミングが悪かったのは謝ります……っ」

　エリーゼちゃんは突然の混乱でよほど慌てたのか泣きそうだった。

　慌てて抱きしめて頭を撫でる。

「ごめんごめんごめん。嫉妬しちゃった。ごめん」

「私の方こそ、子供みたいなことしたせいで、誤解させてしまい……すみません」

　そーかー。復讐するって言ってたもんなぁ……もうちょっと親身になってあげてれば止められたのに。俺のせいもあるなぁ。

　それにしても復讐方法が不幸の手紙とか、平和的だなぁ。

　……というか、かなり嫌な感じに怒ってしまった気がする……ヤバい……大丈夫かな。

「……うん、大丈夫。ね、仲直りのキス……してくれる？」

　様子をうかがいながら言うと、エリーゼちゃんはこくんと頷いて、俺の首に腕を回して唇を押し当ててきた。

　よかったー……嫌われなくて。

　エリーゼちゃんを抱きしめ、ちゅっちゅと吸いついてくる動きに身を任せる。今度は角度をつけて舌が差し込まれ、小さい舌で俺の舌を舐め、しばらくぬるぬると絡みついてから離れた。

「どうですか？」

「うん、今度は俺から」

　一度額を合わせて見つめ合うと、こちらから唇を合わせる。

　むちゅっぬちゅっと舌をゆっくり絡め合い、唾液を味わった。

　本当によかった、勘違いで。

　俺エリーゼちゃん好きすぎて、今さら諦めるとか無理だもん。

「……ね、ナイブズ様」

「ん？」

　なんだろうと思って見ると、エリーゼちゃんの手が俺の股間に触れた。ズボンの上から勃起したペニスをゆっくりと撫で上げる。

　うわ、やばっ。

「ここ……いつも二人の時に硬くなってますよね」

「うん、ごめん……はぁ、やばっ」

　エリーゼちゃんが俺の反応を見てなんとなく理解したみたいで、繰り返し手を動かして撫で続ける。

　あーダメだ。俺も触りたい。

　鼻息荒くエリーゼちゃんのスカートを捲り上げ、中に手を潜り込ませる。

　すべすべの太ももを撫で上げ、パンツにたどり着くと、中央の布を横にずらして割れ目を探る。そこは俺の指を待っていたかのように潤っていた。

「すごい濡れてる」

「あんっ」

　ぬるぬると触った途端にエリーゼちゃんの色っぽい声があがる。

　ぬるぬると繰り返す。

「あっ……あん、あんっ」

　繰り返すたび声があがり、くてっと腕の中に倒れ込んでくる。

　それでもエリーゼちゃんの手だけはなんとか俺の勃起を撫でるため往復している。

　服の上からでもすごい気持ちいいんだが、やっぱり欲が出てきてしまう。

「エリーゼちゃんも俺の、生で触ってくれたら……」

「生？」

　無理だと言われても怒る気はなかったが、エリーゼちゃんは俺のズボンのベルトに手をかけた。

　マジかと動揺しているうちにエリーゼちゃんが金具を外し、ズボンのボタンを開けたが、そのまま手は止まってしまった。どうやら歪に変形しているパンツを目にして戸惑っているようだ。

「大丈夫？」

「えっ……あ……大丈夫です」

　エリーゼちゃんは意を決してパンツの中に手を入れ、俺の陰毛に触れた。それだけで痺れたが、手はそのまま奥へ進み、バッキバキにそり返った棒の根元に触れた。

　手探りで形をなぞり、軽く握ると、竿を這い登ってきた。

　うわ、やばい。

　亀頭の傘の部分に触れると、その形を不思議そうに指で探っていく。

「あの、どうしたら？」

「こうして……」

　鼻息を抑えてエリーゼちゃんの手を上から包んで扱き方を教えると、すぐにコツを掴んでなめらかに手を動かし始める。とんでもなく気持ちよくてこのままだとすぐにイッてしまいそうだ。

「ゆっくりでいいから」

　なんとか刺激に慣れるのを待ってから、自分もエリーゼちゃんの膣口をくるくる撫でてそこを意識させる。

　しだいに震え出したエリーゼちゃんが俺の亀頭をぎゅっと掴んだ。

　うわやばっ気持ちいっ……。

「その先っちょの柔らかいとこ掴んでクチュクチュしてくれる？」

　頼むと亀頭を手のひらが包み込み、軽くピストンしだす。手のひらに先走りがなじみ、ぐちゅぐちゅされると、とんでもない快感が走った。自分でするのと違いすぎる。

「気持ちいっ……やばいっ」

　つい意識が混濁して、エリーゼちゃんの中にちゅぽっと指を入れてしまった。指一本の先っちょくらいなら膜を破らず入る余地があった。中はもっちりとして肉圧があり、ぐちょぐちょに濡れていた。

　第一関節までだが、中に差し込み、ちゅぷちゅぷと指でピストンしてみる。

　あー……ここに入れたいなー。

　それしか考えられなくなってしまう。

　愛液はますます溢れ、手のひらをぬるぬるにさせている。

　このくらいの刺激でも気持ちいいみたいで、エリーゼちゃんの腰も本能的にゆらゆらと揺れていた。

　顔はとろんとして目を伏せ、感覚に集中している。

　あーエロいよー可愛いよー食べちゃいたいよー。

　あ、限界。

「エリーゼちゃん、手汚しちゃうから……もういいよっ、手離そっか」

「あ……でも……」

「えーっと、何か、ハンカチとかないと」

「でも……そんな……勿体ないのでは？」

　勿体ないって何？

　普段もトイレに流してるからーっ。

　俺はペニスをパンツの外に引っ張り出すと上着のポケットを探った。

　エリーゼちゃんが手のひらでのピストンをやめた代わりに、ハンカチを探すまでの間、蓋をしようとしたのか、穴の上をぐりぐり押さえてきた。

　それ気持ちいいやつだから！

「あ、無理……イッ！」

　ドプッ、ビュクビュクッ。

「きゃっ」

　……うわっやった……。

　もーだから言ったのに。

　エリーゼちゃんの制服に射精しちゃったじゃん。
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　俺たちは早退することにした。

　エリーゼちゃんの制服が俺の精子塗れになっているんだから仕方ない。

　俺の上着で汚れを隠してお姫様抱っこすると、そっと学園を脱出した。

　これで一安心だ。

　あとは辻馬車を掴まえて俺の家に向かった。

　婚約者を家に連れ込むなんてよくないが、エリーゼちゃんをこのまま帰して、婚約者の家のメイドに俺の精子を洗わせるのはもっとよくない。

　そんなことしたら俺の悪事がパパ上にバレバレになってしまう。

「どうしたのナイブズ、学園は？　それにエリーゼちゃん、病気なの？」

　屋敷にたどり着いてお姫様抱っこで玄関に入った瞬間、目の前に立っていたのは母上だった。

　これは完全に万事休すだ。

「いや、あの……」

　なんと答えるべきかしどろもどろになる俺と、抱っこされた状態で顔を真っ赤にして俺の胸元へ顔を伏せてしまうエリーゼちゃん。

　これは……皆まで言うな状態では？

　どっか行ってくれ母上。

　必死になってテレパシーを送るが、それが届く前にうちの傲慢な執事が横槍を入れた。

「ナイブズ様のジャケットをお預かりいたします」

　許可も取らずにエリーゼちゃんの上にかけていたジャケットが取り外される。

　勘弁してくれ。エリーゼちゃんに嫁に来たくないと思われたらどう責任取るつもりなんだこの執事。

　二人はエリーゼちゃんの制服についた白い染みと匂いで、すべてを理解したらしい。

　胸のボタンだけはちゃんと閉めといてよかった。

「まあまあ、なんだか匂うと思ったら……」

「……これは失礼いたしました」

　驚いた母と、無表情を保とうと努力する執事の前で一体どういう顔をすればいいのか。

「えーっと、まあその。……すみません」

「二人とも服を脱いで出しときなさい。ちゃんとうちの洗濯係が夕方には綺麗にしてくれるから。お風呂に入ってゆっくりしなさいな」

　俺たちはニヤニヤ顔の母に指示されながら屋敷に入り、二人別々に風呂に入った後はエリーゼちゃんは俺の部屋に案内されてきた。

　まだ俺もエリーゼちゃんもバスローブ姿だったのだが、当たり前のように二人きりにされてしまった。

　おいナイトリー公爵家。

　貴族の婚姻前のルールを知らんのか。

　というわけではなく、母上は俺がダービル公爵家のエリーゼちゃんと婚約できたことをとても喜んでいて、逃げられないうちにさっさと結婚させてしまいたい派なので、どうやらこの状況を喜んでいるらしい。

　これはむしろ「やれ」という無言のメッセージのようだが、さすがにそれは……。

「えーっと、ごめんね、エリーゼちゃん。気まずいよね、俺、あっちで……」

「……大丈夫です」

　ぴっとり。

　部屋に入ってきたエリーゼちゃんは、俺がソファーから立ち上がったのを逃すまいと胸に抱きついてきた。

　えっなにこれ。

「私、ナイブズ様と一緒にいたいです」

　豊満なおっぱいが押しつけられて、頭が真っ白になる。

　なにこれ、なにこれ、なにこれ、すごいやばい。どうしたの、どうしたの、どうしたのエリーゼちゃん。

「ナイブズ様」

「ど、どうしたの？」

「ダメですか？」

　縋るように上を向いて真っ赤になっているエリーゼちゃんの眼差しに、一体誰が抵抗できるというんだろう。

「いいの？　俺、何かするかもしれないよ」

　というか絶対します。だから別の部屋にいた方がいいんだけど。

　エリーゼちゃんは恥ずかしそうに、耳元に囁いた。

「ナイブズ様なら……何してもいいです」

　……あ、これもう我慢無理だわ。

　一気に男性ホルモンに支配され、エリーゼちゃんを抱き上げるとベッドに連れていった。エリーゼちゃんから着ているものを剥ぎ取りながら、自分も裸になる。

　仰向けにベッドに寝かせて上からのし掛かると、エリーゼちゃんは俺の首に腕を絡め、顔を寄せてきた。

「本当に大丈夫？」

「好きですナイブズ様……」

　うん。

　ならいいか。

　まだ煽ってくるエリーゼちゃんの割れ目に竿部分をこすりつけ、全体の柔らかさを味わいながら唇を合わせる。

　求めるように開いた唇に舌を押し込み、絡ませる。

　唾液が相変わらず甘い。そのとろりとした粘液には男の頭をバカにする成分が入っているに違いない。

　ねっとりぬるりと舌を絡めながら、エリーゼちゃんのバスローブを脱がし、柔らかな胸に手を這わす。

　柔らかいマシュマロのようなおっぱいを撫でると、エリーゼちゃんの口からため息が漏れた。

「んーっ」

　可愛い。

　撫でて焦らして、肌が敏感になったところで、硬くなった乳首を指で押す。エリーゼちゃんがゾクゾクっと体を震わせると、今度はつまんでくりくりと転がした。

「あん……っはぁ」

　背中が反りかえり、おっぱいがますます手に押しつけられる。

　今度は顔を持っていき、

　舌で乳首の周りをゆっくりと舐め、ちゅうっと吸いつき、舌でぺろぺろと転がす。またエリーゼちゃんの体が跳ねて顔に乳房が押しつけられた。

「あああっんん……はぁっはぁっ！」

　かなり激しめの喘ぎ声が上がり、腰がくねるのを眺める。

　すごいエロいんだけどエリーゼちゃん。

　乳首から口を離し、唾液でうるんだ乳首を撫でながら考える。多少頭が落ち着いてくると、やっぱり何かがおかしい気がしてきた。

　エリーゼちゃん風呂上がってからなんかおかしいよね。

「大丈夫？　母上とかに強要されてないよね？」

　エリーゼちゃんは、はぁはぁと息を繰り返し、布団に埋もれている。

　表情を確かめると、とろんとした目でぼーっと見つめてくる。

「エリーゼちゃん？」

「あの……さっきお義母様に出していただいた紅茶を飲んでから、なんだか……体がふわふわして、むずむずするというか……おかしいんです。ナイブズ様とこうしていたくて仕方ないの……ダメですか？」

　うわ、母上なんか盛ってる。

　俺の婚約者に何してくれてんだ。

　これまずいよな。大丈夫？

「大丈夫？　具合悪くなってない？　水かなんか……」

　慌てて離れようとすると、エリーゼちゃんが手を握り、指を絡ませてきた。

「ナイブズ様が触ったところがじんじんしてるの……」

　そう言って太ももをもじもじと擦り合わせている。

「うわっ」

　びっくりしちゃった。

　さっき学校で射精したのにめっちゃ金玉が重くなった気がする。

　股間がズキズキして痛い。

「ナイブズ様……？」

　あー……いっか。

　いっかこれ。エリーゼちゃんが困ってんだもん。助けなきゃね。

「……そこ、どうしてほしい？」

　尋ねるとエリーゼちゃんは恥ずかしそうに呟く。

「……触ってほしいです」

「それから？」

「入れてほしい……」

「どこに？」

「中……」

　中に入れてって？

　あー……そうだよね。

「……ワガママですか？」

「いや、そんなことなくて……」

　全然俺も入れたいんだよねー……。

　うん。入れたい。すっごい入れたい。

　ヤバいな。それしか考えられなくなってきた。

「……お願いって言ってみて」

　聞いてから考えよう。

「お願い、中に入れて」

　……………………入れよう。

　あー……もういい。

　入れる。

　入れる入れる入れる。

　いろんなことは後から考えよ。

　指も舌もアレも全部入れる。

　俺は体をずらしてエリーゼちゃんの股に顔を持っていって、グイッと股を開けさせ、そこに顔を押しつけた。

「えっ……あぁっ！」

　割れ目にむしゃぶりつき、湧き出る愛液を舐め、クリトリスに吸いつく。

　ツンと立ち上がってきた粒をチュパチュパれろれろしながら、小陰唇に指を擦りつけ、愛液をたっぷり絡ませた指を膣口に当てると、小さな隙間にゆっくりと押し込んでいく。

　中は凄い肉圧で何も入ったことのない穴は当然とても狭かった。肉の襞をかき分けながらゆっくり進んでいき、指をヌプヌプと動かすとだんだんと弛んで動かしやすくなっていく。

　最初は異物感に耐えていたエリーゼちゃんもだんだんと感覚に慣れてきて、クリトリスを舐める舌の動きに合わせて腰を揺らし始めた。

「あんっ……あん」

　声とともにだんだんと感度が上がっていき、中の指でクリトリスの裏を刺激しながら舐め続けると、一気に絶頂に押し上げられる感覚に、エリーゼちゃんの体が激しくふるえた。

「あぁぁっだめっ……んんんっ、イクッはぁっ……んっぅぅ」

　一層大きな声が上がると同時に、エリーゼちゃんの太ももに力が入り、腰が跳ね上がってイッた。穴がキュッキュッという収縮を繰り返し、指に刺激を与えてくる。

　はーすご。

　……もう入れよ。

　起き上がり、エリーゼちゃんの太ももから力の抜けるのを待って、グイッと引き寄せると、足を広げさせた。

　エリーゼちゃんのピンクに熟した割れ目を開き、入り口を改めて確認する。処女膜はまだそこにある。できるだけ慎重に進めたい。

　それと避妊のことも考えないと。まあ、外に出すしか方法がないけど。

　危なすぎるけど、エリーゼちゃんに焚きつけられた性欲はもうどうしたって止めることはできそうにないし、たとえ今日我慢したところで、絶対、結局、結婚前にこうなるに決まっている。

　……とにかく中で出さないことだけは気をつけて後は神に祈るか。

　もう入れたいし。

　先走りを垂らすペニスをつかむと、エリーゼちゃんの濡れた割れ目に擦りつけ、小さな膣口に押しつける。

　わー生で先端引っつけちゃった。

　すごい悪いことしてる気分。

　つーか、興奮。

「じゃあ、エリーゼちゃん、入れるね」

「えっ？」

　エリーゼちゃんの太ももを掴み、ぐぐっと腰を前に進めていく。

「うわ、せまっ……」

　少しずつ先端が埋まっていき、ぐぷっという感覚とともに亀頭を中に押し込めた。同時にエリーゼちゃんが呻く。処女膜が破れたのだ。

「いっー……」

「あーごめんね。最初だけだから」

　腰が逃げようとするのを掴んで押し止める。

　エリーゼちゃんの表情は苦しげで、ちょっとまつ毛が濡れて、涙が出ちゃったことがわかる。拳を握りしめてポカポカと攻撃してくるが、可愛すぎるほど非力だ。

「うん、ごめんごめん」

　体を倒してエリーゼちゃんを抱きしめ、瞼や頬にキスして唇を合わせる。

　舌を絡ませてそっちに集中した隙に腰を奥にすすめていく鬼畜ですまん。

　エリーゼちゃんが可愛すぎて我慢できません。

　諦めて肩にしがみついてくるエリーゼちゃんの中を少しずつ、腰を揺らして馴染ませながら根元まで押し込むと、亀頭が子宮口にグチュっと押しつけられたのがわかった。

　あーすごっ完全に合体してる。

　俺のがエリーゼちゃんの中に奥までみっちり詰まってる。

「奥まで行ったよ、エリーゼちゃんわかる？」

「いたい……」

「そっかー……ごめんね」

　エリーゼちゃんがほとんど泣き顔で真っ赤になってるのに、ニヤニヤしてしまう。最低だな俺は。

　できるだけ優しくしようと、髪を撫でておでこにキスを落とす。

「じゃー、クリトリス可愛がってあげるね」

「抜かないの？」

「抜かないの」

　完全に俺のものを呑み込んでいる割れ目をじっくり眺めて、満足感を得ながらクリトリスを親指ですりすりと撫でる。すぐに「あんっ」と色っぽい声が返ってきて、中がうねってペニスの根元が締めつけられる。

　すごいなぁ……たまらん。

「気持ちいい？」

「気持ちいいです……」

「俺も……最高。でも慣れるまで待つね」

　空いてる手でおっぱいを揉み、もう片方の乳首を口に含むと、エリーゼちゃんの腰がうねる。チューチュー吸って、歯で固定して舌の先端でぺろぺろする。

「あ、んっそこも好きぃ……あぁん」

「可愛い……」

　エリーゼちゃんの中がほぐれてきて、ゆっくりと腰を動かし始める。ギッチギチだったのが少しは動くようになったが、まだ完全にスムーズにはいかなかった。

　仕方がないので奥にぎゅっぎゅっと押しつける動きを繰り返す。

　奥に奥に、何度も何度も続けると、だんだん快感を理解しだしたエリーゼちゃんの肌が汗ばんで、シーツを掴んで胸を反らせ始めた。

　足がモジモジと動き、快感から逃れようとしている。

　腰の動きを止めずに刺激を送り続けると、しだいに結合部からちゅぽちゅぽと音が立ち始めた。愛液が溢れ、匂いが立つ。

　あー……気持ちいい。

　セックスしてるなー俺たち。

「あっあっ、ナ、ナイブズ様っ……まって、待って……」

「どうしたの？」

「あ、あ、あっ……だめっ……だめっ」

　エリーゼちゃんの方もだんだんと痛みがひいて、気持ちよくなってきてくれたようだ。必死に喘ぎ、しがみついてくる。

　あー可愛い。

　くちゅくちゅくちゅ。

　愛液も馴染んで、最高に気持ちいい。

「……いいよイッて。ほらっぎゅーって奥にキスするよ」

　奥にぐぐっと押しつけ、腰をぐりぐりと擦りつけながらクリトリスを擦ると、中がぎゅーっと締まった。

「あー……っ！　あっああっあああっ……！」

　エリーゼちゃんの体が反り返り、ビクンビクンと跳ねる。

「うわっすごっ……」

　搾られるっ。

　肉襞がうねって射精を促してくる。

　まずいまずいまずい。

　出ちゃうっ。中で出したらやばい。

　人間らしい思考力を奪おうと本能に訴えかけてくる動きに抵抗して、なんとか射精せずに外に引き出すことができた。

　……ヤバかった。

　いや、ちょっと中で白いの出ちゃったかもしれない……多分大丈夫だと思うけど。

　ぐったりベッドに沈み込んでるエッチなエリーゼちゃんをオカズに、お腹の上で手コキを始めると、エリーゼちゃんが上半身を起こして口を開いてぺろっと舌を出した。

　え、なにそれ。

「エリーゼちゃん舐めてくれるの？」

「私も舐めてもらったので……」

　エリーゼちゃんはペニスに手を伸ばすと、亀頭をぺろりと舐め、唇でむちゅっと吸いついた。

　手を離してその様子を眺めると、パクリと開いた口の中に亀頭が吸い込まれ、添えた手で陰茎を扱かれる。口の中では舌が先端を舐めて、唇でゆるくピストンする。

　ちゅぱちゅぱっ。

　亀頭を重点的に舐められるとほんと弱い。

　……あ、もう。出るわ。

「あっ……イク……エリーゼちゃんっ」

　口に出すわけには、と思いスポッと抜いた瞬間、その刺激で思わずエリーゼちゃんの顔に思いっきり射精してしまった。

　粘っこい白い飛沫がビュビュッビュクッ、ビュクッとエリーゼちゃんの可愛い顔に飛び散る。

　うわっこれはエロすぎ。……じゃなくてやらかした。

「ああっごめんね」

「……いえ」

　指で目に入りそうな精液を拭うエリーゼちゃんの顔をきれいに拭いてあげると、部屋についてるバスルームで一緒にお風呂に入った。

　キスして全身洗ってシャンプーしてあげて、下も丁寧に洗ってあげました。











第２章　保健室で









　　１




「エリーゼちゃん、あーん」

　俺は指で摘んだブドウをエリーゼちゃんの口元に運んだ。

「ねえナイブズ様」

「んーなに？」

「あの女を私の目の前から消していただけません？」

　うーん、めっちゃ怒ってるなー……エリーゼちゃん。

　さっきワインかけられたばっかだもんな。

　俺とエリーゼちゃんは今、夜会に参加していた。

　王子の開いたくだらない会だが、直々に声をかけられたら出席するしかなく。エリーゼちゃんと夜デートできるならまあいいか、くらいのノリで参加したのだが。

　正直間違いだった。

　とは言っても、エリーゼちゃんは今日もめちゃめちゃ可愛いし、エッチな体のラインを引き立たせるドレスで襟ぐりが広くて肌が見えてて、めちゃくちゃ目の保養で、最高なのだが、さっきからかなり嫌なことが起こり続けているのだ。

　発生源は王子の女、ルリ嬢である。

　あいつはいつも通り王子の腕にぶら下がっていて、いつも通りエリーゼちゃんを挑発して、

「王子に捨てられたからってルリのナイブズ様を取るなんてひどいですぅ」とか「でも、ナイブズ様って筋肉すごいからぁ、ルリもたくさん触らせてもらったんですぅ」とか「こんな言い方したら、ナイブズ様がルリのお古みたいですね」

　などと言った挙句「エリーゼ様のお顔が怖いですぅ」とか「ルリ何にもしてないのに、睨むなんて酷いですぅ」などと王子に泣きまねしながら巻きついていた。

　はっきり言って俺的にも不快なんですが？

　俺がお前のお古ってなんだよ。いい加減にしろ。と言いたいのをぐっと堪えて、エリーゼちゃんが怒りで言葉をなくしている間にそこから連れて離れた。

　そして、これで挨拶も済んだわけだし、ゆっくりできるなーなんて思っていたのだが、そんなに甘くはなかったのだ。

　しばらくして、いつの間にか俺たちの後ろに忍び寄っていたルリ嬢が、けつまずいてエリーゼちゃんに赤ワインをバシャッとやったのだ。

　その挙句「エリーゼ様、足を引っ掛けるなんて、私が何をしたんですかぁ……」と泣いて王子のところに走っていった。

　エリーゼちゃんを暇潰しのオモチャにしているとしか思えない。

　いい加減にしてくれ。

　そして周りはいつも通り、先に騒いだあっちの味方だ。

「エリーゼ様、またあの子のことをいじめていらっしゃるのね」

「いいかげん王子のことは諦めればいいのに」

「王子はもう、ねえ？」

　くすくすくす。

　あーもう、どうしてみんなあっちが好きかな。

　女性陣は本当に恋愛話が好きだよね。

　そもそもエリーゼちゃんの家が家名もデカくて金持ちで父親も公爵で、嫉妬の対象なのが根幹にあるのかな。

　エリーゼちゃんがどんなに誇り高く、立派に振る舞っていても、ああいう悪賢い女が一人いると、いくらでも陥れられちゃうんだと隣にいるとよくわかる。

　ほんとあの女うざいなー。

「エリーゼちゃん、大丈夫？」

「……大丈夫なわけ……」

　エリーゼちゃんの視線が俺の肩を通って後ろに吸われる。後ろから王子がこっちに来たようだ。

　まだ一悶着あるのかよ。

　本当、ため息つきたい。

「エリーゼ貴様、またやったのか！」

　またエリーゼちゃんのこと名前で呼んでるし。

　頭悪いよなーこいつ。

　振り返り、エリーゼちゃんを背中に庇う。

「王子、馴れ馴れしいんですが？　俺の婚約者ですよ」

「うっナイトリー……ダービル嬢、なぜルリに足を引っ掛けた」

　王子は俺の目線に怯んで、エリーゼちゃんだけに視線を据えて話し続けた。うざい。

　エリーゼちゃんはキッと王子を見据えると、抑えた低い声で答えた。

「なぜ私が、自分にワインの掛かるような不手際を犯さないといけないんでしょうか？」

　怒りで声が震えている。守ってあげたいけど、夜会で抱きしめるのは破廉恥なので隣でじっと我慢するしかない。王子とルリ嬢のように公共の場でベタベタして、エリーゼちゃんをいかがわしい女には見せたくない。

「お前が間抜けだからだろう。怒りで理性を失ったんだ」

「私が、一体なぜ、怒りを感じていると？」

「ルリが私に愛されているからだ！」

　何を当たり前のことを、と言うような怒り方で王子は怒鳴った。周りに集まっているヤツらも同年代のしょんべんくさい奴らなので、同意の空気に支配される。

　本当に嫌なんですけどこいつ。

　いや、こいつら。目がついてないのか？

　この自意識過剰の権力しか取り柄のない男に、エリーゼちゃんみたいな完全無欠のエリートお嬢様がなんで惚れ込んでると思ってんだ？

　だいたい、新しい婚約者の俺が隣にいるのに何言ってんの？

　エリーゼちゃんが冷たい目で王子を睨みつけた。

「……私もナイブズ様に愛されていますけれど？」

「だが王子に愛されている方が羨ましいだろう？」

　堂々と宣った王子は曇りなき目だった。

　周りの奴らも同意の空気でうざい。マジで。ウザいなー。

　……うーん。こいつ……。

　どうにもぶっ飛ばしたくて手がムズムズしてしまう。そろそろやめてくれないと、本当にやってしまいそうです。

　そして俺もイライラしたが、隣でエリーゼちゃんもめちゃめちゃイライラしていた。俺の肘を掴む手にぎゅうぎゅう力が入って爪が食い込んでくる。よしよしとその手を包んで撫でてやると、少しだけ力が緩んだが結構痛い。

「私、全然そんなこと思いませんけれど。もしかして王子、自分のことを私の憧れの人だと思い込んでらっしゃいます？」

「それはそうだろう。君は今でも、俺が呼びさえすれば、ナイトリーを捨てて私の足元に身を投げ出すだろう」

「……そんなことはあり得ません」

「ふっ……それはどうかな？」

　………………すごいなこいつ。

　エリーゼちゃんの肌に鳥肌立ったぞ今。なんで気付かんかな。

　それに俺のこと完全に舐めてるしな。

　殴っていいかな。

　いいよね殴っても。うん。いやほんと……こいつ王子じゃなかったらマジで顔グッチャグチャになるまで……。

　正直俺は理性の限界にきていた。手がずっと握り拳を作って臨戦態勢を取ろうとしてしまうのを耐えていたのだが、うん。いいやもう。

　どうせ俺元々、脳筋キャラだったし。

　はい、殴りまーす。

　拳を握り込んで持ち上げようとしたらエリーゼちゃんに袖を掴まれた。

「ナイブズ様、行きましょう。私ドレスが濡れて不快ですの。早く帰りたいわ」

　さすがのタイミングだった。

　………………うー。……はいっ。

「そうだね。それでは王子、さようなら」
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　帰りの馬車の中は、エリーゼちゃんがドレスにかけられた赤ワインの匂いが立ち込めていた。そして王子へのイライラで、なんとも言えない爆発寸前の緊張感も立ち込めていた。

　少しの間、二人ともが黙り込んで馬車の車輪の音だけを聞いていたが、先に爆発したのはエリーゼちゃんだった。

「……腹が立ちすぎて言葉が出てこないわ！　なんなのあの人たち！　おかしいわよ」

　本当そう。なんなのかなーマジで。どうしてあんなふうに思えんのかな。

　なんでまだエリーゼちゃんに好かれてるとか思うのかなー……すごいウザいんだよなぁ……。

　なんで理解しないんだろ。

　もうエリーゼちゃんは俺のだって。

　絶対王子のことなんて好きじゃないって。

　本当わからせたい。エリーゼちゃんは俺のことが好きで俺に処女くれたんだって。

　絶対言えないけど……あーもう。

「殴ってやりたいわ！」

　俺も殴りたかったなー……いや、もうやめよう。

「エリーゼちゃん」

「何よっ！」

　俺はエリーゼちゃんの腕をとって引き寄せると顎を掴んで唇を奪った。

「んっ！」

　驚いたまま体を硬くするエリーゼちゃんの口に、角度をつけて一気に舌を押し込むと、舌をからめ、むさぼった。

「ん、むむ……っ」

　王子に引き起こされた怒りのせいでなのか、何かキスした途端、性欲が一気に跳ね上がって股間が痛いほど硬くなった。

　エリーゼちゃんは多少抵抗したが、舌を追い出そうとはせず、噛みつきもしない。

　俺の服の襟を掴んで、引っ張り上げられた膝の上から落ちないようにしがみついている。

　俺はキスしたまま服の上から激しく胸を揉んだ。揉みまくって、乳首を親指でグリグリと押し込む。興奮で、焦ったようにドレスの襟ぐりに指をかけて下ろし、裸のおっぱいを露出させると、硬くなっている乳首をつまんで引っ張った。

「んんんっんーっ」

　キスで口を塞がれたままエリーゼちゃんが喉で喘ぎ、その声でハッとした。

　イライラした性欲で、頭がヤバくなってしまっていたと気付く。

　痛くしてしまっただろうかと慌てて唇を離して顔を覗き込むと、エリーゼちゃんの目は潤んで口の端から唾液が垂れていた。

　はあはあと息をし、唇はキスで腫れてぽってりしている。

　そのまま自分の気分を落ち着かせようと、じっと見つめたままでいたら睨まれた。

「なに？」

　うわずった声は拗ね、怒って見せているが、全然怖くなくてむしろ可愛かった。

「ごめん、ちょっとイライラしてて、頭がバカになってた」

「なんでナイブズ様がイライラするんですか？　意味がわかりませんけど」

「俺のエリーゼちゃんを、王子が自分のみたいに言うから……」

　口に出してから、なんて情けないセリフだろうと思う。子供か俺は……恥ずかしい。

　ガラガラガラと馬車の車輪の音がやけに耳に響く。

　うーわ、引かれたかな。どうしよ……無言怖い。

「……私はナイブズ様のものですから」

　エリーゼちゃんは恥ずかしそうに言って、俺の頬を両手で包むと、ちゅっとキスしてきた。

　あーよかった。引かれてなくて。

　エリーゼちゃんの体をぎゅっと抱きしめて安心を表すと、エリーゼちゃんの口からもホッとしたようなため息が出た。

　調子に乗ってお願いしてみようかな、という気が起こる。

「ね、エリーゼちゃん証明してよ」

　少し間を置いてから返事がきた。

「もう……仕方ないですね」

　エリーゼちゃんは膝から降りた。

　あれ。もう一回キスしてくれるかと思ったのに、どういうこと？

　と思っていると、エリーゼちゃんは馬車の床に座り込み、俺のズボンの股間に手を伸ばした。

「えっ……」

　本当に？

　馬車の中だよここ。

　会話している間に柔らかくなっていた股間が一気に硬さを取り戻す。エリーゼちゃんの手がボタンを外して中に入り、硬くなったペニスを外に引っぱり出した。

　うわ、そんなことしてくれちゃうの？

　俺は背もたれから体を離し、いそいそと腰を前に出してエリーゼちゃんが足の間に入りやすいようにした。足で挟んでおけば、多少揺れても庇えるし。

　エリーゼちゃんは垂れてきた髪の毛を耳にかけ、俺の顔をチラッと見上げる。それから赤くなって目を伏せると、俺のペニスに手を当てて顔を寄せていった。

　口の中から溜めた唾液を垂らし、塗りつけるように陰茎を撫でる。上までたどり着くと、また唾液で亀頭を濡らし、手の平でくちゅっと塗り広げていく。

　くちゅっくちゅっという音を聞きながら、今が夜でなければいいのにと思う。

　もっと明るいところでしてほしかった。一応馬車の中には灯りがあるが、もっと鮮明に観察したい。悔しい。

　俺の先走りも出てきて混ざり、滑りがよく、にっちゃにっちゃ音がする。

　気持ちいいなーと思っていると、チュパっと亀頭が口に含まれた。

「うわっ……」

　つい声が漏れる。

　口の中で唾液と舌が絡みついて、めちゃくちゃいい。

「ぬるぬるで、気持ちいい……」

　伝えるとエリーゼちゃんはまた唾液を集めてぬるぬるにしてくれ、軽く頭を上下し始める。

　唇と舌にペニスが擦り上げられる。

　あー幸せ。

　頭撫でたい。いい子いい子したい。

　今髪の毛触ったらイラマチオしようと頭押さえつけられたって思われないだろうか？　そんな男だとは思われたくない。

　色々考えて、顔にかかった髪の毛を耳にかけるために手を伸ばした。

　伏せた目がこちらに向けられる。こんな綺麗な子が俺のを舐めてくれてんの素直にすごいんだよな。

　異世界凄いわ。

　一体どんないいことをしてこんな幸運な人生に生まれ変われたんだろう。不思議だ。

　エリーゼちゃんはペニスを舐めながらちゃんと俺の反応を見て、触り方や舐め方を修正してくれている。どんどん舐め方が上手くなっていってて本当ヤバい。いい子すぎる。

　勉強や生活態度だけじゃなくセックスまで有能なんですけど。

　俺のことを全力で気持ちよくしようと、ちゅーちゅー吸いついて、唾液で顎ダラダラに濡らして一生懸命奉仕してる。

　こんな姿、誰も想像しないだろうな。

　絶対教えないけど。

　ドレスからおっぱい剥き出しなので、そこも垂れた涎と先走りでテラテラ光ってる。

　あーもう好き。可愛い。エロい。本当やばい。

　一瞬ムラっと来て、管を精液が登りかけたがなんとか我慢だ。まだまだこの官能を味わいたい。

　少し気を散らすため、おっぱいに手を伸ばした。手ですくうと、手のひらにずっしりきた。柔らかくて、重くて、大きくて、いいおっぱいだ。手のひらですりすり撫でて楽しむ。

　乳首をつまむとエリーゼちゃんの動きがぎこちなくなる。それでも構わず乳首を引っ張ったり軽く潰したりして楽しんでいると、邪魔されて怒ったエリーゼちゃんがペニスを口に含んだまま「んーっ」と不満の声を上げた。

　そんな反応、ますますいじりたくなっちゃうんですが。

　というか、そんなに舐めるの邪魔されたくないのか。そんなに俺のペニス好き？

　まったく可愛いなもう。

　とはいえ、そろそろ気持ちよさがマックスで、気を抜いたら出ちゃいそうだった。

「エリーゼちゃん、一旦休憩、こっち来て」

　脇の下に手を差し込み、引き上げて膝の上に座らせると、落とさないように腰を抱いた。

　そしてやっと舐められる位置に来たおっぱいにキスする。唾液が垂れている谷間を舐めて掃除してあげてから、乳首を口に含む。

　吸いつき、舌の先でレロレロして、転がして、ちゅうちゅう、ぺろぺろ……。

　それからスカートの中に手を突っ込む。

　柔らかい太ももをたどってパンティに触れると、予想した通り股の部分は外までぬるぬるに濡れていた。布を横によけ、割れ目の中に指を埋める。温かくぬるついている。パンツの内側はびちょびちょだ。

　舐めてる間に、こんなにも濡れちゃうエリーゼちゃん、最高にエッチです。

「すごいね、ここ」

「あん、だめっ……」

　可愛い喘ぎ声を聞きながら、割れ目の奥に指を進める。

　ぬちゅっぬちゅっ、ちゅぽちゅぽ。

「あんっああっ……気持ちいいっ……あっ、あんっ……声がっ」

　膝の上で腰をくいくいと揺らす。エリーゼちゃん、最高、エロい、優勝。

「お互いの、触りながらイこ」

　エリーゼちゃんが頷き、俺のを掴むと、すぐにコツをおさえたピストンで追い込んでくる。

　上手すぎ。

　俺は意識を持っていかれないよう、自分の指に意識を集中させ、エリーゼちゃんの内側をグチュグチュ刺激する。

「ああんっ、あんっ……あっあっあん」

　中ぬるんぬるん。あっつあつで指にむちゅむちゅ吸いついてくる。あー入れたいけど、馬車の中はさすがに危ないだろうな。結構揺れるから。

　だんだんとエリーゼちゃんの声が切羽詰まってくる。酸素が足りなくなって呼吸が速い。

　太ももが震え出して手元がお留守になる。

　そろそろイキそうだなと思って同じスピードで中をこすり続けると、ビクンと腰が跳ね、指が締めつけられた。

「あっ……ああ……っあっ、まって、ああん……っ」

　息を止め、ビクンビクンと体を震えさせてイク。掴まれたペニスはちょっと痛いが、エリーゼちゃんが絶頂を味わっている姿を眺めるのは楽しかったので我慢した。

「気持ちよかった？」

　指を抜いて聞くと、疲れた顔でこくりと頷く。

「んっ……はぁ、先にイッてしまってすみません……」

　ぜーんぜん謝らなくていいのにエリーゼちゃんは真面目だ。

　まだとろんとした顔のまま膝の上から隣の座席へ降りる。あれ、俺は……と思っていたら横からペニスを掴み、上半身を倒してそこに顔を寄せてきた。

　口でしてくれるらしい。

「まだ休んでていいのに」

「ダメです。私も気持ちよくしたいです」

　髪を耳にかけ直すと、ペニスを口に含む。

　唇の前に両手で輪っかを作って、唇と舌で受け止めるスピーディーなピストンに見舞われた。

　ぐちゅぶちゅぐちゅ。

　ぬるぬるにされ、大胆な音と同時に快感が駆け上がる。先端は口の中でジュポジュポ吸引され、竿が扱き上げられる。

　やばすぎ、強制的に追い詰められる感じがっ……。

　ずちゅっずちゅっずちゅっ。

「あー……っうわっ……やばいっすごっ、あーいくいく、いっ……っ！」

　ビュククッビュクッ。

　一気に快感が駆け上り、簡単に口の中でイカされてしまった。

　ぜえぜえと酸素を求め、呆然とする。

　なんつー強烈な。

「……頭くらくらする……上手すぎ、エリーゼちゃん。どこで習ってきたの？」

　エリーゼちゃんは口の中に精液を溜めたまま怒った顔をして首を振った。

「ごめんごめん」

　笑って、ぼや〜っと見ていると、エリーゼちゃんはハンカチに俺の精子をとろっと吐き出している。

「……ごめんね口に出して」

「いいえ。私で気持ちよくなっていただけて嬉しいです」

　素敵な笑顔を返される。めっちゃ可愛いのだが。

　素敵なドレスからおっぱい出てますよ。

　エッチだなーもう。
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「ナイブズ様ってぇ、ルリのこと、もう好きじゃないんですかぁ？」

　ルリ嬢が現れたのは、登校後、エリーゼちゃんとわかれた後の剣術クラブの朝練で、たっぷり汗をかいて水場で上半身裸になっているときだった。

　逃げたいのを我慢して、タオルを水に浸し、平常心を装いながら汗をぬぐう。

　なんでこんなタイミングで来るんだよ。

「わぁ、すごい筋肉ぅ」

　ルリ嬢は無邪気に近づいてきて、遠慮なしに指でツンツンと俺の胸筋を突く。

　ぞわっとして鳥肌が立った。

「やめてください」

「なんでですかぁ」

　なんでじゃないんだよ。

　マジでやめてほしい。王子の女と二人きりなだけでも嫌なのに、筋肉触られてるところとか誰にも見られたくない。

「なんの用ですか」

「最近ナイブズ様、王子様のところに来ないからぁ、ルリが理由を聞いてあげようと思って。喧嘩ですかぁ？」

　……いやお前、夜会の時二人してめちゃくちゃエリーゼちゃんに嫌がらせしといて、なんで俺が王子のそばに行くと思うんだ。

　呆れて見ると、ルリ嬢はクリクリの目でじっと見返してきた。

　すぐに目を逸らしてため息をつく。見るんじゃなかった。

　ほんっと俺、こういうのタイプじゃないんだよなぁ……。なのになんでイケると思われているんだろう。

　そりゃ少し前の俺は童貞で扱いやすかったかもしれないが、今はもう違うんだよ。

　エリーゼちゃんが卒業させてくれたから。あと前世はたぶん童貞じゃないし。

　とは言ってもまだ中に入れられたのは初めての時だけなんだよな。なかなか機会がなくて。

　さすがに学園の硬い床や壁とか馬車のなかで二回目をするのは悪いと思うし、ちゃんとする時はじっくり楽しめるベッドがいい。

　でもそろそろもう一回したいなー……。

「ナイブズ様ぁ？」

　……現実逃避してる場合じゃないな。

　ルリが目の前に移動してきて覗き込んでいた。とにかくこいつと一緒のところを誰かに目撃される前に追い払いたい。これが噂になるのだけは嫌だった。エリーゼちゃんに誤解されたくないし。

　あと名前呼ぶのやめさせたい。

「……あのですね、俺のことは家名のナイトリーって呼んでくれませんか？　名前は家族とエリーゼちゃんの特権なので」

　はっきりした口調で言うと、ルリ嬢はますますぶりっ子を発揮した。

「えー、ひどいですぅ。ルリも呼びたぃなぁ」

　ぷうっとほっぺを膨らまし、いじいじと体を左右に揺らす。

　うーん……マジで無理。キレていいかな。

　ありがたいことに、乱暴な口を聞く前にチャイムが鳴り、先輩たちの移動する声が聞こえだすと、ルリ嬢の方からいなくなった。

　王子の彼女として有名になってきているから、他の男と二人きりのところを見られたくないのかもしれない。意外だ。

　俺はホッとして、次の授業のため着替えに向かった。




「ナイブズ様、鳥肌が出ていますけど……？」

　エリーゼちゃんが不思議そうに俺の襟元を覗いてきた。

　俺たちはいつもの通り第三音楽室で二人きりの昼休憩を過ごしていたのだが、俺のルリ嬢に触られて出た鳥肌はまだ治っていなかったらしく、注意深いエリーゼちゃんに見つかってしまった。それどころか首筋にまで這い上っていたようだ。

　エリーゼちゃんは俺のお手製パンを食べる手を止めて、不思議そうにその部分の肌を触っている。

　朝あったことはわざわざ知ってほしいことではないが、嘘をつくほどでもない。疑われるのも嫌だし、正直に話すことにした。

「ルリ嬢が剣術の朝練の時に来てて、触られたら鳥肌立っちゃって」

「触られた？」

　エリーゼちゃんの持っていたパンがポロリと膝に落ちたので、俺はすぐに拾って片付けた。エリーゼちゃんはきちんと膝にナプキンを広げていたが、俺の作った料理で制服が汚れたら大変だ。

　それが終わって顔を上げると、難しい顔でじっと見られていた。

　ん？

「どんな感じで触られたんですか？」

「あ、えーっと。汗拭いてるところに来て、『わぁ、すごい筋肉ぅ』とか言いながら胸をツンツンしてきて、いじいじ……みたいな。本当鳥肌立っちゃって。逃げたかったけど、つきまとわれてるの皆に見られたくないから、ほんと困って……」

「ナイブズ様……」

　がしっと腕を掴まれ、力一杯体を揺すられる。

「触られたところを消毒しましょう！　今すぐ保健室に！」

「いや待って待って待って、どうしたのっ」

「早くっ！　行きましょう」

　あんまりにもぐいぐい手を引っ張るので、ご飯を片付けて移動した。

　保健室は無人だった。おそらく保健医も休憩中だろう。

　エリーゼちゃんは目の前に座って俺の服のボタンを外している。あまり保健室に来ることのない健康優良児の俺は、なんとなくドキドキしてしまう。

　こんな真昼間の鍵のかかってない部屋でいいんですかね。

　俺の地肌が露出すると、エリーゼちゃんの手が肌を撫で、じっくり確認する。その指の動きが優しくてゾクゾクしてしまう。やっぱり好きな子に触られるのは気持ちいい。

　鳥肌を確認され、消毒液を含ませた脱脂綿で丁寧に拭き取られる。こんな場面を誰かに見られたら、一体どう思われることか。

「ここまでするの？」

「大事なことです」

　エリーゼちゃんは何度か脱脂綿を取り替えながら、真剣な表情で俺の胸を拭き続ける。

　あまりに真剣な様に、ついつい自分から訊ねてしまう。

「そんなに大事？」

「ナイブズ様の婚約者は私ですから。ちゃんとあの女の痕跡は消します」

「そっかそっか」

　うわー、すっごい嫉妬してる。むくれてる顔が可愛すぎてやばい。めっちゃ嬉しいんだが。

「ねー、じゃあ消毒終わったらその場所にキスしてくれない？」

「えっ……」

　めっちゃ嫌そうな顔された……。

「ダメなの？」

「だってあの方が触ったわけですし」

「でも今消毒したでしょ」

　エリーゼちゃんは少し悩んで、周囲を見回すと、脱脂綿を捨てて立ち上がった。　

「わかりました……ベッドの方に来てください。ここじゃ窓から見えますから」

　エリーゼちゃんに手を引かれ、白いベッドに連れていかれる。

　うわ、マジか。ここってエロくない？

　ベッドに座らされて、エリーゼちゃんがテキパキと動くのを見守った。ベッドを囲むカーテンが引かれ、二人の空間が出来上がる。

　ついニヤニヤしながら待っていると、エリーゼちゃんは俺の前に立ち、一呼吸置いた。

「じゃあ、しますね」

　俺の胸にそっと両手をつき、かがみ込んで胸筋にチュッとキスする。

　あ、これ青春って感じじゃない？

「はい、おしまいです」

　顔をちょっと赤くして離れようとするエリーゼちゃんを、手を伸ばして捕まえる。腰に手を回して引き寄せると、俺の胸の中に倒れ込んできた。

「きゃっ……何」

　こんないいシチュエーションは逃したくない。

　第三音楽室に戻るのも遠いし。

　念願のベッドだし。

「ここ、ベッドあるよ」

「……そうですね」

「密室だし」

　いや、密室とは言い難いけど。入り口のドアには鍵はかかってないし、カーテン引いてても上下は空いてるし、防音性は皆無だし。

　でも、ベッドあるし。保健医いないし。

「ね？」

「あの……」

　俺の意図を察してドギマギしだすエリーゼちゃん。逃げたそうにしてるけど逃がすつもりはないからね。

　あー可愛い。

「エリーゼちゃん今、エッチなこと考えてる？」

「まっまさか」

「嘘だー、俺がなんかエッチなことすると思ってるでしょ？」

　もちろんするんですけどね。

「そんなこと……」

「もしかして、もうパンティ濡れてる？」

　スカートの上から視姦してお尻を撫でると、足がもじもじと動く。

　絶対今濡れたでしょ。

　エリーゼちゃん濡れやすいの、最高にいいんだよね。

「……ぬ、濡れてなんか」

「ふーん、本当？　じゃあ見せてみて」

　引き寄せて耳に顔を近づける。囁くと、ますます真っ赤になったエリーゼちゃんの瞳がうるうるになって、もうたまらんわけです。

　エリーゼちゃんをベッドに引き上げ、上から覆いかぶさって覗き込む。必死に睨んでくる顔が可愛い。そういう顔も好き、トロトロにしたい。

「なんで見せなきゃ……」

「見なきゃ濡れてないかどうかわからないでしょ？」

「……ううっ」

「ほら、自分でスカートまくって見せて、お願い」

　優しく囁くと、エリーゼちゃんはスカートを掴んだ。

　羞恥に震えながら布地を引き上げていく。本当にしてくれちゃうんだよな、素直すぎる俺の彼女。……好き。

　ゆっくりスカートの布が持ち上げられ、柔らかそうな白い足がライトに晒されていく。

　顔はすごく恥ずかしそうだ。これって羞恥プレイかな。

　まあ確かに？　今は休憩時間で、ここは保健室で、遠くからは同級生たちの無邪気な話し声が聞こえてて、すっごい日常なのに、カーテン一枚で仕切られた空間でこんなことしてるんだから、そら恥ずかしがりもしますよね。

　俺も興奮しまくりです。

　真っ白なベッドに横たわる可愛い彼女が、羞恥に頬を染めながらスカートを自分で捲り上げてんだもん。

　最高の背徳感で興奮がやばい。

　俺だけ最高の瞬間を味わっててすみません。

　黙り込んでその様子を見つめていると、気弱になったエリーゼちゃんがパンティが見える直前で手を止めてしまった。

　あーもうちょっとで見えるって位置なのに。焦らし上手だね。でもとっても乙です。

「なんでやめちゃうの？」

「……恥ずかしいから」

「でも見せてくれるんでしょ？」

　俺もパンツの中は先走りでベットベトだから一緒だよ、とは言わずに露出した膝小僧を指でこしょこしょする。

　足に力が入って股をぎゅっと閉めるエリーゼちゃん。警戒してるねー、いいよいいよ。

　余裕のよっちゃんでじーっと眺めていると、やっぱりうるうるしながら睨んでくる。何回見てもいい表情だ。

　どんなに焦らしても見せてくれるまで待つよ。絶対見るし。なんなら舐めるし。

　あー……たまらん。

　冷静に考えて、こんな俺と婚約してるなんてかわいそーだね、エリーゼちゃん。

　絶対逃さないけどね。にっこり。

「ほら。早くしないと、保健医が帰ってきちゃうかも」

「……そんなっ」

「ほら、早く」

「ううっ……」

　唇を噛みながらスカートを引き上げ、エリーゼちゃんは薄ピンクのパンティを見せてくれた。

　太ももはピッタリ閉じていて割れ目のところは見えないように庇ってる。

　いや、滲んできてるのは見えてるけどね。ふへへ。

「足開いて見せて？　じゃないと見えないから」

　非情な要求に屈辱の顔で睨んでくるエリーゼちゃんのまつ毛は涙が滲んでちょっと濡れてる。

　もー……っごめんごめんごめん。可愛い可愛い可愛い可愛い可愛い。

　あーもうずーっと見てられるなー。これ見てるだけで射精しそうなんですけど。

　でも股開いてパンティの真ん中見せてくれるエリーゼちゃんが見たい。見たい見たい。

　早く早く早く早く。

　脳みそもズボンの前もパンパンパンで破裂しそう。

　エリーゼちゃんはおずおずと膝を立て、顔を逸らして膝を開いていった。

　ゆっくりと足がＭ字に開かれていく。

　可愛い薄ピンクのパンティの真ん中はじっとり愛液が染み出して色が変わっている。ぐっしょり濡れ濡れのムレムレだった。

「……やっぱり濡れてたね」

　その言葉を聞いた途端、真っ赤になって足を閉じようとするエリーゼちゃんの膝を掴むと、その間に顔を突っ込んだ。

「きゃぁっ」

　濡れたパンティの底に鼻を押しつけ、擦りつける。愛液の滑りを感じながら、匂いを一気に吸い込んだ。

「あー……、エリーゼちゃんの匂い。脳が痺れる」

　すうすう、すはすは。愛液とかすかな尿の香りと、奥から分泌される甘い匂い。股間に効きすぎる。

「ちょっとやめてっ！」

　ここまで来てやめられるわけがない。俺とエリーゼちゃんは婚約者で恋人だから。

　俺はぎゅうぎゅう挟んでくる太ももの間で顔をぐりぐりと移動させて、濡れたパンティの中央にぬちゅっと鼻を押し込んだ。

「ああんっ」

　温かい大陰唇に両側から挟まれ、布ごしにもかかわらず鼻がぬるぬるになる。

　エリーゼちゃんはこの変態行為に慌てて、俺の頭を押しのけようとしてくるが、やはり女の子は非力だ。ごめんね。

「ダメって……」

　ガラッ。

　突然、保健室のドアが勢いよく開いた音がした。喋りかけていたエリーゼちゃんが言葉を失い、太ももが震えた。見上げると、自分の口を押さえて真っ青になっている。

　スタスタと床を擦る靴の音がカーテンに近づき、ぴたりと止まる。

「あれ、誰か休んでるのか……」

　男性の保健医の声が聞こえて、エリーゼちゃんは絶望の目をした。

　まあそうだよな。今カーテンを開けられたら、スカート捲り上げて、太ももの間には男の頭が挟まってるところを見られるんだから。たとえそれが婚約者の頭だとしても、王子に婚約破棄された時よりも人生終わるだろう。

「……まあ、寝かせといてやるか」

　保健医の声が遠ざかり、ギィッと椅子の軋む音がする。

　ホッとしたエリーゼちゃんの股の力が少し緩んだ。

（ねぇ……出ましょう）

　エリーゼちゃんが小声で話しかけてくるが、俺は頭を振った。

（今二人で出ていったら結局同じことだよ。二人一緒のベッドで何してたんだって思われるから。あっちが出ていくまで待つしかないよ）

（そんな……）

　まあ俺的にはこの状況をもっと楽しみたいってのもありますけどね。

　エリーゼちゃんは渋々了解し、太ももから完全に力を抜いた。

　俺は目の前の濡れたパンティの底をずらして、鼻でクリトリスをツンツンした。

（……っ！）

　くいくいくいと掬い上げ、ペシペシと左右に振ってたたく。縦縦、横横、丸丸丸と動かすと、見る間に鼻には愛液が滴り、糸を引くほどべちゃべちゃになった。

　エリーゼちゃんが怒って髪をぐいぐい引っ張ってくるけど、申し訳ないが無視した。

　舌で膣口を舐めようかとも思ったが、気が変わって鼻を押し込んでみたりして。

　ぐじゅぐじゅぐじゅ。

　恋人がいるっていいなぁ。色々試せて楽しい。

　鼻の下に垂れてきた愛液をぺろっと舐めると、今度は直接味わいたくなってきた。とろとろピンクのマン肉に唇を当てると、音が出ないように気をつけながらちゅぶっと吸いつき、舌を出してベローッと舐め上げる。緊張で汗が混じって塩の味がする。

　声の出せないエリーゼちゃんが膝を折り曲げて震えた。大丈夫かな？　と思って顔を見上げると、両手で口を押さえて目をつむっていたが、すぐに見られてることに気づいて睨んできた。元気そうだ。

　今さらだが音と匂いのことを考えて掛け布団をかぶることにし、すっぽり隠れてから続きを始める。

　パンティを下ろして足から抜き、再び割れ目に顔を近づける。暗くなってよく見えなくなってしまったが、ふぅと息をかけ、刺激から逃げようとする太ももを両手で押さえ込んで割れ目にじゅぷっと舌をうずめる。エリーゼちゃんの体が跳ね上がり、ビクビクと震えた。

　愛液を掻き出すように舐め、口の中がドロドロになるのを楽しむ。

（あんん……声がっ……でちゃうからっ）

　舌を硬く突き出して、膣口にぐうっと押し込む。

（ぅんうっ……）

　ちゅぽちゅぽちゅぽと繰り返すと、エリーゼちゃんの腰がくいくい動き出してしまう。

　はぁ……エロっ。

　中を舐めるたび、体のうねりが強くなって、太ももがビクンビクンしている。もう一杯一杯で抵抗できないようだ。

（……休憩、休憩させて……っ）

　じゃあと今度はクリトリスに吸いつき、舌でぺろぺろした。

（っ……っ！　そっちダメっダメっ声が……ふっ、うぅ、うんっ……だめっ）

　エリーゼちゃんが腕を強く掴み、爪を食い込ませた直後、激しく腰を上げ、ビクンビクンと達してしまった。腰が暴れ、ギシギシッと派手にベッドが音を立てた。

　うわヤバ……っ。

　慌ててエリーゼちゃんの体を抱きしめ、体が跳ねる振動ができるだけベッドに伝わらないように支える。

　ガラッバタン。

　大きな音がして、ドアの向こうで足音が遠ざかっていくのが聞こえた。それでやっと保健医が出ていったことに気づいた。

　よかった……いや、タイミングだよなぁ……ここでやってることがバレたかな。

　まあ、だとしたらカーテン開けられなくてよかったけど。

　しばらくしてもエリーゼちゃんが何も反応しないので、抱きしめてる手を離して布団を剥いだ。

　確認すると、エリーゼちゃんはイキすぎて意識を飛ばしてしまってた。

　ごめんね。
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「ううん……？」

　少ししてエリーゼちゃんがやっと意識を浮上させた。

　俺は後ろから並んで寝そべり、おっぱいモミモミしながら顔を覗き込んだ。

「大丈夫だった？　エリーゼちゃん、天国行ってた？」

「天国……？」

　エリーゼちゃんはゆっくりと周囲を見回し、ここがどこか思い出してから、自分の体を見下ろした。服ははだけられ、おっぱいが露出し、太ももの付け根には俺のペニスが挟まっている。

　俺はこの短い時間で、保健室の鍵をかけ、エリーゼちゃんの服をはだけさせ、自分もペニスを引っ張り出して準備していた。

「なに……？」

「気持ちよすぎて気絶しちゃったから待ってたんだよ」

「……あんっ」

　話しながら左右同時に乳首をコリコリコリと弾き、押し潰したりを繰り返す。だんだんエリーゼちゃんの息が官能的に荒くなって、俺を挟んでいる足もむずむずくねくねしてくる。

　あー……入れたくてムズムズする。腰動かしたい。

「あ、んんっ……保健医さんは？」

「結構前に出ていったよ」

「気づかれなかったの？」

　……うーんどうかな。わかんない。

「ねえ、今何時かしら……休憩は？」

「さっき午後の授業始まっちゃったから、一時間はサボるしかないね」

　身じろぎする体をぎゅっと抱きしめ、うなじにチュッと吸いつきながら言うと、エリーゼちゃんは慌てた。

「大変」

　起きあがろうとするが、俺に後ろから抱きつかれちゃってるからほとんど動けない。

「ちょっと！　……今からでも授業に出ましょう。サボるなんて悪いこと……」

「だーめ、そんな『さっきまで楽しんでました』って顔で人前に出られるわけないでしょ」

　その言葉に困惑したエリーゼちゃんは顔を赤くして鏡を探すが、カーテンで仕切られたベッドの中にあるわけがない。

　ここにはベッドしかないんだから。

　腰を動かしてエリーゼちゃんの割れ目に俺のを擦りつけ、往復させると新しい愛液がまた分泌されてきた。本当に濡れやすくていい体だ。

　おっぱいから手を離してクリトリスを指で軽く擦ると、すぐに快感を思い出したエリーゼちゃんの体が悶え始め、はぁはぁと息が乱れた。

　指の動きを繰り返しながら耳元で話しかける。

「だから、ほーら。ね、もうちょっと悪いことしてからいこうね」

「あんっ……だめっ」

「可愛いね」

　あーキスしたいな。

　肘をついて起き上がり、覆いかぶさると顔を寄せて唇を塞いだ。

　ちゅっちゅっと何度か吸いつき、角度を変えて口を開く。エリーゼちゃんの口内に舌を滑り込ませ、舌をぬめぬめと動かす。

　すぐに目を瞑って首にしがみついてくるエリーゼちゃんが可愛い。

　唾液を混ぜ合い、口内を舐めまくり、唾液を味わう。唇がぬるぬるに濡れ、つるつると触れ合う刺激も気持ちいい。

「エリーゼちゃんの口の中おいしい」

「はぁっ……んっナイブズ様も……」

　もうエリーゼちゃんも夢中だった。あんまりにもキスがよくて、二人とも他のことがしばらくどうでもよくなってしまった。

　やっとのことで口を離し、頬に、耳にとキスを移動していく。耳たぶにキスし、耳の後ろに鼻を押しつけてエリーゼちゃんの体臭を満喫する。

　あーいい匂い。

　唾液たっぷりの舌で耳を舐めるとエリーゼちゃんは首をすくめてゾクゾクと震えた。

「ふぅ……っんんっ」

「……今の気持ちよかった？」

　耳の上で囁くと、潤んだ瞳が見開き、閉じて、震えながらこくこくと頷いた。エリーゼちゃんの息遣いは余裕がなくなっていた。

「耳弱かったんだ。エリーゼちゃん。じゃあもっと攻めてあげるね」




　俺の下で期待に震えるエリーゼちゃん、最高にいい景色だ。興奮。

　耳に顔を近づけ、ふーと息を吹きかけた。優しく耳たぶにキスし、チュッチュッチュと音を立てる。周りを舌先でつつつと舐めると、エリーゼちゃんはそれだけでもはぁはぁして、シーツを握った。

　仕上げに唾液をいっぱいつけた舌でじゅぷぷっと耳のくぼみを舐めると激しく体を浮かせて震えた。

「んー……っ！　ああっあんっ……」

　わーすご。耳だけでイッた。可愛い。

「……気持ちいい？」

　聞きながら舌の先でつつーっと耳の周りを再び舐め、手でなでて唾液を拭き取りながら首筋に下りていく。

　エリーゼちゃんは息を整えているうちに、自分の発した声に不安になったらしい。しがみついてきて体を小さくした。

「ほんとに……誰もいない？」

「いないよ。大丈夫大丈夫」

　デコルテにキスを繰り返し、鎖骨を舐める。手で乳房を揉んで、乳首に吸いつくと、不安がっていたエリーゼちゃんも、すぐにとろんとして刺激に集中し始める。

　乳首を舌で転がし、歯で刺激するわずかな間に理性を手放してしまう。

「あぁん」

「これ気持ちいい？」

「気持ち、いいです……っ」

　その返事に気をよくして、もう片方の乳首も同じように吸い、舐めていると、自分の股間に手が触れる感覚がした。

　エリーゼちゃんが手を伸ばしてペニスを掴んでいる。柔らかい手がゆっくり動き、陰茎に先走りを優しく塗りつけていた。

「はぁ……んっ……気持ちいい」

　さわさわと撫でられ、キュッと握られ、擦られるあったかくて柔らかい感触を味わう。

　あー気持ちいい。

　もう入れてもいいのかな。

　たまらなくなって、エリーゼちゃんの割れ目に手を伸ばすと、ぐちゅぐちゅに濡れた穴に指を差し込んだ。温かくてねっとりした肉襞が指に吸いつく。指を動かすと、愛液がどんどん溢れてきて、匂いも濃くなっていく。

「ふっ……あっ……あん……気持ちいいっダメっ……ああん」

　自分の感覚に集中し、動きを止めてしまったエリーゼちゃんは、必死に体を捩り、体をすりつけてくる。

　あー入れたい。もう無理、入れたい。

　指を中から抜き出し、割れ目に陰茎を押しつける。

　ぬちゃっと竿に吸いついてくる感覚に目をつぶった。腰をゆるゆる動かしてその粘りを味わう。

　ぬちゅっぬちゅっ。

　ああやばい……入れちゃいそう。

「ねえ、エリーゼちゃん。中入れていい？」

　一応まだ二回目なので確認しなければ。

　早く入れて本気セックスしたい。

「……入れるの？」

「入れる。入れたい」

　エリーゼちゃんはベッドを覆うカーテンを見回し、少し困ったようだった。

　ヌル……ヌル……。

　割れ目の上で陰茎をぐりぐり動かすと、唇を噛んで体を震わせる。ペニスにコリコリとクリトリスが当たっていて、気持ちいい様子だ。

「いい？」

「っ……んっ、い、いいです……もう」

「やった！」

　即座に位置を確認し、ねっとりとした入口に亀頭を当てると、ぐちゅっと押し込み始める。一度開通した入口は、まだ少し狭いながらもスムーズにペニスを呑み込んでいった。

　ぐにぐにと肉が動き、中が広がりながら絡みついてくる。ペニスがだんだんと肉襞に包まれていく感覚は強烈で、どうにかなりそうだ。

　すご……っ、やばい。

　ゆっくり確実に奥に進んでいき、子宮口に亀頭がぐちゅりと当たる。ペニス全体がずっぽりと肉に包まれた。

　あー……やばいやばいやばい。

　マン肉最高かよ。

「エリーゼちゃんの中、気持ちよすぎ……」

　顔を上げ、見つめながらいうと、エリーゼちゃんは恥ずかしそうに顔を逸らした。

　形を馴染ませるために少しの間じっとして、ねっとりと肉襞が絡みついて、圧迫してくるのを楽しむ。

「エリーゼちゃん、つらくない？」

「はい……大丈夫」

「そろそろ動くね」

　腰を掴んでゆっくりと動かし始める。

　ずちゅずちゅずちゅ。

　動かすたびに愛液が馴染み、快感が増していく。

「あん……っあんっ」

　エリーゼちゃんの口から甘い声が漏れ始めるとますます熱中した。

　腰を打ちつけながらおっぱいを掴み、揉んで、乳首を吸う。

「はぁっあんっ、気持ちいっ」

　またもう片方の乳首もちゅうちゅう吸い、歯で甘噛みして刺激する。

「あっああっ……両方ダメっ……んんっ」

　次第にエリーゼちゃんの腰も動き出し、二人の揺れが激しくなっていく。

　体を起こし、膝を掴んで腰を動かす。

　じゅぷじゅぷじゅぷ。

「っ……んっんんっイクっイクっ……ああっ」

　声と同時にエリーゼちゃんの体がそり返り、中がぐっと締まった。肉襞がぐにぐにとうねり、ペニスにねばりついてくる。

　うわっ……気持ちよすぎる。

　一度動きを止め、なんとか射精を耐えるが、エリーゼちゃんの中は収縮を繰り返し、何度も刺激を与えてきてやばかった。

「あー……すごっ」

　波が引き、再び腰の動きを再開すると、エリーゼちゃんがしがみついてくる。

「あっまって……あんっああっ」

　一瞬止めようとしたのに、エリーゼちゃんは快感に弱くてすぐに熱中してしまう。中を出入りするたびに喘ぎ声が上がり、エリーゼちゃんの腰も動く。

　陰茎に絡みつく愛液が泡だち、白くねっとりしたものに変わっていく。

「エリーゼちゃん本気汁がすごい。絡みついてくるよ。ドロドロ。気持ちいい？」

　ずじゅっじゅぽっじゅぽっじゅぽっ。

　ペニスを中から引き出すたびに本気汁の甘酸っぱい香りが蒸せ返る。

　脳が痺れる匂いだ。

「あっだめっ……はぁっきもちいっ」

「あーもーこれじゃ保健医に匂いでバレちゃうかもね」

　垂れた愛液が俺の玉までびちょびちょに濡らし、白い本気汁もシーツまで垂れている。

　最高。セックスやばい。

　エリーゼちゃんやばい。

　気持ちいい。好き。エリーゼちゃんエリーゼちゃんっ。

　パチュパチュパチュパチュ。

　ピストンを響かせながら快感に悶える可愛い顔に顔を近づけると、すぐに口を開いてキスしてくれる。舌がすぐに迎え入れられ、絡ませられる。本能の赴くままにベッロベロのグッチョグチョのでろんでろんに絡め、唾液を交換する。　

　すごい気持ちいい。イキそう。中に出したい。好きっ好きっ好きっ。

「あっだめっ来る……あああっ待って」

　エリーゼちゃんが喘ぐが、ピストンを繰り返し、限界ギリギリの状態を楽しむ。

「いいよ、イッて」

　パンパンパンッ。

　最後に数回打ちつけてから、ぎゅーっと子宮口に押しつける。奥をぐりぐりっと擦ると、エリーゼちゃんが二度目の絶頂を迎えて、体をビクビクッと跳ねさせた。

「んんんんー……っんっんっ！」

　背を反らすエリーゼちゃんの腰を離し、ぐにんぐにんと脈動する肉襞の動きに耐えると、一気に射精感が高まった。

　あ、イキそう。

　再び腰を掴んで高速でバチュバチュバチュと数回打ちつけ、限界がきた。

　あー……イク。

　即座に腰を引き抜くと、その途端に先端からビュクビュクビュクッと白濁がほとばしった。

　……気持ちよすぎ……。

　開放感に酔いしれ、白い精子でシーツが汚れるのを眺める。それをぼーっと眺めていたが、やがてここが保健室だったことを思い出した。

　あーもう。……やってしまった。気持ちよすぎて何も考えてなかった……。

　室内には本気汁の匂いと精液の匂いが充満してるし……。

　バレバレだわ。

　……しかもエリーゼちゃんの中でちょっと白いのお漏らししちゃったかも。ギリギリまで耐えるの気持ちいいけど危なすぎ。

　子供できちゃったらちゃんと責任取るから許してね。











第３章　茶会で
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「お前、あの女にマジなのか」

　体育の授業で順番待ちの最中に声をかけてきたのは宰相ジュニアだった。

　最近じゃこいつらにはあまり関わりたくないが、同じクラスではうまくいかないこともある。

「あの女ってエリーゼちゃん？　もちろん本気だけどー？」

　ぼんやり風景を眺めて返事する。お前に関係ないだろと付け加えたかったが我慢した。

「お前はやっぱり馬鹿だな。あの悪女に上手く利用されていることがわからんのか」

　宰相ジュニアはやれやれと首を振る。

「あの女は、お前を騙しているんだ。それがわからないのかこの脳筋！　王子を嫉妬させるための駒なんだよお前はっ！」

　話している間に一気にテンションマックスになって、ガシッと肩を掴んで体を揺すってくる。

　なんなんだよ。やめてくれ。

　エリーゼちゃん以外にこんなに接近されても嬉しくない。

　俺が非力な宰相ジュニアの腕をペシっと外すと、ますます興奮して声を荒げた。

「目を覚ませ！　騙されているという現実を受け入れろ！」

「はあ？　絶対覚ましたくないけど」

　即答だ。当たり前だろ。

　もしこれが嘘でも夢でも絶対このまま騙されとくわ。超美人で可愛いエリーゼちゃんがセックスさせてくれるんだぞ。役得すぎるだろ。

　俺は宰相ジュニアに向かってしっしと手を振った。

「もういいからさー、ほっといてくれない？」

「くそっ、あの悪女め！」

　悪女悪女うるさいな。俺の婚約者って意味わかってんのかね。

　大体、彼女できた男に「騙されてる！」とか、完全に童貞の僻み妄想じゃん。恥ずかしい。

　正直コイツのことは相手にしてなかったのであんまり怒らないようにしていたんだが、呆れた。話にならない。

「俺は親友であるお前のことを思って……」

「俺の彼女のことを悪女っていう奴が親友とかありえないんですけど？　あっちいって王子に胡麻すってろよ」

「お前……」

　宰相ジュニアは傷ついた目をして俺を見つめた。

　男に傷ついた顔されても全然嬉しくないからさ、マジでどっか行って。




　お昼になっていつもの場所でやっとエリーゼちゃんと二人きりになった。

　俺はあの後も宰相ジュニアに絡まれ続け、ちょっと疲れたので甘えて膝枕してもらった。

「お疲れなんですか？」

「なんか今日宰相ジュニアがうるさくて……」

「そうなんですか？」

　エリーゼちゃんが頭をヨシヨシしてくれるのが嬉しい。気持ちいい。

「訳わかんないこと言われてさー『お前は悪女に騙されてるっ』だってさ。妄想が凄すぎない？　あいつ童貞だな」

「…………」

「どうしたの？」

　エリーゼちゃんは少し悩んでからいった。

「悪女って私のことですよね……ナイブズ様は私が騙しているって思いませんか？」

「思わないよ？　なんで？」

「皆さんが言っているので……むしろなんで私のこと、信じてくださるんですか？　ずっとあの方たちの側だったのに」

　まあ、確かにそう。でも突然前世の記憶が戻ってもうアイツらと楽しく過ごす精神年齢じゃないからだよ！　って言うのもアホらしいし。

　でもエリーゼちゃんを信じるってのも不思議な響き。信じられるから好きな訳じゃないんだよなぁ。

「別に、エリーゼちゃんが好きなだけだよ。もしエリーゼちゃんが悪い子でも好きだし」

「もし、あの方たちが言うように、私が騙してたら？」

「騙してたら……うーん。俺も都合がいいから一緒にいるわけだから、気にしないでいいよ」

　大体、もし俺のこと騙してたり踏み台と思ってたとしても、多分もう逃さないからなー……。

　エリーゼちゃんは不思議そうな顔をした。

「都合がいい？」

「大好きなエリーゼちゃんとエッチなことができるから。エリーゼちゃんに童貞卒業させてもらったし、充分見合うものもらってるよ？」

「……そう」

　エリーゼちゃんはしょんぼり顔だ。あれ？　俺なんか変なこと言っちゃった系？

　慌てて言葉を足す。

「好きだからだよ。エリーゼちゃんのこと。俺たち恋人同士じゃん」

「そうですか……」

　……えーっと、どうしようかな。これはまずいと思うのだが。実は考えたことあること、言ってもいいかな。まあいいか。

　俺はエリーゼちゃんの手を握って、じっと見つめた。エリーゼちゃんもこちらを見返す。

「もし本当にエリーゼちゃんが俺のこと騙してて、王子に乗り換えたとしても、別に俺諦める気ないから。今だって俺なしじゃ生きていけなくしちゃおうと思ってるし。もしなんかあって、どうしようもなくなったら、多分さらうから。どっか誰も知らないところに行って、子供孕ま……子供作って。結婚して、絶対離さないつもりだから。エリーゼちゃんが俺のこと本当は好きじゃなかったとしても。プランがあるの。だから俺は気にしないの」

　できるだけ爽やかな口調で話を終わらせてみたけど、口にしてみるとあんまりな宣言な気もする。異常者だと思われたらどうしよう。と思ったけどエリーゼちゃんは赤くなった。

　すごいな俺の彼女。

「私、騙していません」

　キッパリと宣言するエリーゼちゃんを、手をぎゅっと握って安心させてあげた。

「知ってる。王子に嫉妬させるためなら俺とエッチなことする必要ないもんね？」

「……はい」

　あれ、また失敗？

　歯切れの悪い反応に感じたが、エリーゼちゃんは真っ赤になっちゃっていた。照れてる可愛いー。

　実際、聞かれるまでもなく、エリーゼちゃんが俺のこと好きなのはちゃんとわかってる。好きじゃなきゃエッチなことなんてできなさそうだもん。

　俺には警戒心なしでなんでも許しちゃう感じになってるけど、本来真面目で悪いことはできない子なのだ。見ててわかる。

　授業をサボるのをとんでもなく悪いことだと思ってたり、復讐のレベルが不幸の手紙だったりするし。

　エリーゼちゃんと指を絡め、スッと引き寄せた。じっと見上げてくる瞳には照れが残っていて可愛い。

「チューしていい？」

「……はい。あの……でも今日は生理中なんで……キスだけ」

「オッケー」

　なるほど。

　と言うことは、お漏らしで子供はできてなかったのか。残念。

　あと今日はおっぱいも触れないのか……。

　前回の生理の時聞いたのだが、エリーゼちゃんは生理の時は乳首がちょっと痛いらしい。だから触らないようにしないと。

　ていうことで今日はキスだけ。あーここから数日間切ないな。

　エリーゼちゃんの顔に近づいて唇を軽く吸ってから「舌出して」と言うと素直にぺろっと出してくる。

　その顔が可愛くてグッとくる。

　ぺろぺろ外で絡ませて、口の中におさめて吸う。裏のツルツルの面を舐めたり。上のザラザラを楽しんだり。レロレロチュパチュパチュパ。

　唾液が絡まり合ってヌルヌルになると、ベロベロ舐める。甘い唾液をずっと舐めていたい。

　休憩時間中ずっとキスしててもいいな。一時間あるし。

　と思ってたら離れちゃった……。

「もうダメ？」

「いえ。あの、膝の上に乗ってもいいですか？」

「いいよ？」

　エリーゼちゃんはなぜか恥ずかしそうにして、ぎこちなく膝の上に乗った。手が肩に添えられ、胸がそっと胸筋に押しつけられる。柔らかくてそれだけで密かに嬉しい。

　密着しながらもう一回キスしてくれるのかなと思ったら違った。

　俺の股間の膨らみに股をピッタリと当ててゆらゆら揺れ始めた。

　え、もしかして俺の股間にクリトリスを押しつけてんの？

　衝撃である。

「何それオナニー？」

「……ちょっとだけ」

　照れて顔逸らしてゆらゆらゆら。

　びっくりして眺めていると、視線がうるさいと言いたげにエリーゼちゃんが再びキスしてきた。俺の唇にチュッチュッと吸いついて、開いた口に舌を入れてペロペロしてくる。その動きに返しながら腰を撫でると、満足げに「んっ」と声が漏れ、ゆったりと落ち着いた動きになる。

　あーもう。

　可愛い。

　可愛すぎておっぱいとか、お股とかに手ぇ出せないのつらい。

　腰からお尻にかけてをゆっくりと撫で回しながら耐える。

　でもまあ、エリーゼちゃんの全部は俺のものだからチューしながら俺の股間でオナニーしても許すけど。

　強い決心でエリーゼちゃんの好きにさせてたらエリーゼちゃんが俺のズボンからシャツを引っ張り出して上半身に手を這わせてきた。

　腹筋の上をエリーゼちゃんの手が滑る。

「ん？」

「今日は私が触ります」

「おー、どうぞどうぞ」

　俺は後ろに両手をついてその動きを見下ろした。

　エリーゼちゃんは小さくて柔らかい手でフェザータッチをかましてくる。

　うわーきもちいい。

　サワサワ、なでなでと肌の上を手が撫で、動き回る。指で触ると言うより指紋で撫でてくる感触はグッと掴まれるより存在感があった。

　エリーゼちゃんがくるくるしながら触るたびむずむずゾクゾクしてくる。

　その指がだんだん上に登り、乳首の周りを探るのだが、何度も胸筋の上を丸く擦っては去っていく。すごい焦らし上手。

　体が期待しすぎでビクッと何度か震えてしまう。

　そしてやっと乳首を見つけると、「あった」と嬉しそうな声、だがこっちはその瞬間マジで感じてやばかった。「あぁっ」と声が漏れて腰が跳ねてしまった。

　エリーゼちゃんしゅごいっ。

　小粒の俺の乳首をつんつんつん、クニクニ。

　そうしながら、股間には腰をくいくい押しつけてる。もう、俺の鼻息がやばい。

　というかズボンの中が痛い。勃起してるヤツが縫い目とか、ボタンとかに当たってるのがつらい。

「エリーゼちゃん、……ちょっとズボンだけ緩めさせてね」

　失礼、と腕を戻してボタンを外す。上に乗っかってるスカート汚しちゃあれだからパンツからは出さんが、角度だけ調節した。

　手を離すとエリーゼちゃんの腰に手を回してまた押しつけさせる。すぐエリーゼちゃんが腰を動かし始めた。

　ぐにぐにぐにぐに。くいくいくいとうねる腰の動きがめちゃめちゃエッチだ。

「は……っはぁ……はぁ……んっ……あぁん」

　息荒くなってきて熱中してる。

　もう手は乳首から離れて肩に掴まってるだけになってるけどそれも可愛い。

「気持ちいい？」

　耳に唇を寄せて囁く。

「気持ちいっ……いい……んっですっ」

　エリーゼちゃん、必死で可愛い。

　そのまま目の前にある耳を舌でつつつーっとなめる。

「ああんっ」

　ちろちろちろと舐めながらエリーゼちゃんが感極まるのを眺め続けると、しばらくしてエリーゼちゃんの声がスピードアップした。

「はっ、はぁっはぁはぁ、っんっんっ、んっんー……」

　クリトリスをギューっと押しつける。体がギュッと緊張した。

　あ、イッた。

「ぁっ、……はぁっ、……あぁっあっあっ……あああっ」

　ビクッビクッと跳ねながら、まだ腰を振る。

「あっはぁはぁはぁ、あああっあー……ああっああっああ、いいっいいっ……っ……っんんっ」

　もう一度体がぶるぶるっと震えて、大きくイク。今度こそ脱力して俺の肩におでこを預けた。はー……はー……と深く酸素を求めてしばらく黙っているのを見つめる。

「気持ちよかった……？」

「はいっ」

　満足げなトロけた顔で微笑まれたら、もう。耐えた甲斐があるなぁ。可愛い。

　エリーゼちゃんのクリオナご馳走様です。

　落ち着いた後のエリーゼちゃんにめちゃめちゃキスしようとしたけど、生理用品直したいからってちょっとしかペロペロさせてもらえなかった。

　あー、早く生理終わんないかな。

　とトイレの中で一人精子を流しながら思った。




　　２




「やはりあの女は悪女だ。見たぞ、昨日お前を籠絡しようと膝に乗っていただろう！」

「は？　見てたの？　あれを？」

　あのエリーゼちゃんのクリオナを？

　今日も今日とて宰相ジュニアに絡まれる俺だった。

　男子教室でなんてこと叫んでんだこいつ。今皆いるんだぞ。王子はいないけど。あいつは最近いないことが多いが、一体何をしているんだか。

　宰相ジュニアは得意げにふんぞりかえった。

「ああ、見たとも。あの女はやはり体を使って色々な男を咥え込もうとしているようだな。お前もわかっただろう、あんな迫られ方をして。お前が落ちないから必死なんだあの女は！」

　力強いドヤ顔に俺は呆れて目を細めた。

　はぁ？　俺もうめちゃくちゃ落ちてるし、めちゃくちゃセックスしてますけど。

　何言ってんだマジでこいつ。モテなさすぎて頭沸いてんのか？

　だいたい、いろんな男咥え込もうとしてるのは王子の女だろと言いたい。知らないのか？

　確かにこいつはまだ童貞臭がするので、王子の女には相手にされてないのかもしれない。

　気が多いなりにあの女にも好みはあるってことだろうか。まあどうでもいいが。

　とにかく宰相ジュニアは午前中の剣の授業で稽古と称してボッコボコにしてやった。

「今度覗いたらマジで殺すからな。将軍の息子なめんなよ」

「はい……すいませんでした」

　ということでいつもの場所は使えなくなってしまった。

　昼休憩だって言うのに。もうやだ。

　俺は弁当を持ってエリーゼちゃんを迎えに行き、今日からは別のところで食べようと伝えた。宰相ジュニアが覗いていたとは伝えない。次から学園でエッチなことは禁止、なんて話になったら嫌だから。

「どうしよっかー、どこ行こっかな？」

「別に教室で食べてもいいのでは？」

「女子教室に俺が入るのはまずくない？」

　女性専用車両みたいなもんだし。

　エリーゼちゃんが振り返ると、俺の視線を感じて怯える女子が数人いた。

　まだまだウブな子が多いから、俺みたいな野郎は未知の生物だろう。

　エリーゼちゃんもそれに気づいてため息をついた。

「……では食堂に行ってみます？」

　二人になれないのはな〜、ヤダな〜。

　でもエリーゼちゃん相手に便所メシはさすがに提案できないし。

「トイレは？」

　おっと、提案してしまった。アホか俺。

　エリーゼちゃんはその提案を理解できず、眉を歪めた。

「トイレで食べるんですか？　……それはちょっと」

　ごめんなさい。

　今日は諦めて食堂行くか。と言うことでエリーゼちゃんと共に移動。

　人で溢れかえる食堂を眺めて、俺は懐かしい景色にゲンナリした。エリーゼちゃんと婚約して弁当作り始める前は毎日ここに通っていたものだ。いつも人多すぎでうんざりしていた記憶しかない。エリーゼちゃんもそうだったのかな、と思ったが違うな。

　王子と婚約していた頃は王子専用の部屋を一人で使っていたはずだ。王子はあそこには寄りつかなかったから、きっといつも一人だったはずだ。

　誰もいない部屋で一人昼食をとるエリーゼちゃんを想像すると胸が痛くなった。やめよやめよ。

「めっちゃ人いるね」

　俺たちは弁当があるので席さえあればいい。二人並んで座れる席を探すと、なんとか隅っこに二つ席を見つけた。

　テーブルは壁に向かっていて、エリーゼちゃんを隠せるいい観葉植物があったりして、絶好のポイントだ。いいじゃん。やっぱ神さまは俺に甘い。

　席について食事を始め、俺だけさっさと食べ終えるとエリーゼちゃんを見守る。小さな口を動かして物を食べて呑み込むのを見ていると触りたくなってきた。ここのところ毎日そうしてたから、条件反射だ。

　周囲を見回すと、エリーゼちゃんの姿はしっかりと観葉植物で隠れている。これは嬉しい。

　人前だけどいいよね。

　拳を作ってテーブルの上を滑らせ、エリーゼちゃんの横胸に押しつける。やり方が姑息すぎ。痴漢だな。

　自分の行動がおかしくて、くすっと笑いながら手の甲でそれとなくすりすりと触り続ける。

　エリーゼちゃんは不快そうに睨んで、肘で防御した。仕方ないので指を伸ばして乳房を押す。ぷにっと押し込むと、柔らかい弾力で指を押し返してくる。

「んっ」

　おっと。

　エリーゼちゃんが思わず声を漏らし、そのことで体を緊張させた。横を向いていた俺が代わりに視線で周囲を確認したが、誰も気にしている様子はなかった。

　エリーゼちゃんは顔を赤くして黙って食事を続行した。無視することにしたらしい。

　そんなふうに耐えられちゃうと、調子乗っちゃうんだが。

　とはいえ胸のほうは防御が固くなってしまったし、今度は下触っちゃおっかなーなんて。

　なんでもない顔であっちを向きながらエリーゼちゃんの太ももに手を伸ばし、すりすりと撫でる。

　ゆっくり撫でながら太ももの間に布を寄せていき、股触ったりなんかしちゃって、すりすりとそこを往復させる。

　エリーゼちゃんがびっくりして太ももをぎゅっと締め、手を挟んで動きを阻止してきた。顔を向けると、怒った顔して肘で押し、不満を伝えてくる。

「しー……」と囁き、挟まれた手の小指を伸ばしてエリーゼちゃんのクリトリスをくすぐった。クリクリと爪の先で擦ると、エリーゼちゃんは唇を噛む。この前俺の股間でクリオナされたからお返し。

（……ナイブズ様っダメっ待って、待って）

「ん？　どうしたの？」

　エリーゼちゃんの小声の訴えに、普通の音量の声で返すと、一瞬泣きそうになった。

　あ、ごめんね。

（トイレ、トイレに行くから）

　トイレに？　なんで？

　と思ったが、エリーゼちゃんは羞恥で顔真っ赤。上目遣いになって俺の袖をツンと掴んだ。

（二人で……その、い、行きたいんでしょ？　ここでは嫌だから……お願いっ）

　いいでしょう。にっこりである。

（昨日のお返しに俺にもさせてね）

　耳元で囁いてから食事の始末をして移動した。

　食事中に思い出したのだが、人気の少ない研究棟があったので、そこの男子トイレに行くことにして個室に連れ込んだ。

　この棟はただでさえ使われることが少ない上、飲食禁止なせいで休憩時間は本当に誰も寄りつかないから、このタイミングなら絶好のスポットである。

　エリーゼちゃんは男子トイレに入ると分かった時は動揺したが、個室に入って鍵を閉めると逆に安心したようだった。

　狭い室内でエリーゼちゃんを腕の中に閉じ込め、髪の匂いを吸い込む。

「生理終わった？」

「まだ……」

　昨日の今日だから当たり前なのだが残念。

「お腹痛くない？」

「それはもう大丈夫です」

「胸痛い？」

「ちょっと……」

　やっぱそっちはお預けか。

　押しつけられる弾力だけで我慢するしかない。

　髪の毛に指を絡め、うなじに手を当てて引き寄せると、エリーゼちゃんが体重を預けてくる。すぐに唇を塞いで貪った。舌を絡めてその心地を楽しむ。

　エリーゼちゃんの腕が首に巻きついてくる。

　キスしたまま強く引き寄せ、お尻を撫でて股の間に膝を割り込ませるとエリーゼちゃんの股に押しつける。エリーゼちゃんも自分でかすかに擦りつけてくる。

　またエッチな腰使いだ。好き。

　唇を離すと、とろんとした顔でこちらを見上げている。

「大丈夫そう？」

「はい……」

　柔らかいお尻を円を描くように撫で、掴んで引き上げ、くいくいと股に押しつけ、擦り合わせる。

「……んっ……んっ、あんっ、あぁっ」

　あー擦れるの気持ちいい。どうしようかな……中に入れられないもんな……。

　唇を眺めて、口で……と思ったが、そのためにはここで膝をつかなくてはいけないわけで……無理だなー。エリーゼちゃんを他のヤローの漏らしたもんで汚したくないし。

　ここは素股で立ちバックかな。

　本当なら前世のアダルトビデオみたいに便座に座らせてＭ字開脚させてみたい。そんで肉棒押し込んで、満足するまでピストンして、イカせまくって、出しまくりたい……肉便器みたいに。考えただけで興奮するけど生理中なエリーゼちゃんにそんなことできないし。

　というかそんな無体なことは普段でもさすがにあれだが。うん。でも夢だよなぁ。

　尻を撫でながらそんなことを妄想したが振りきる。無理無理。

　エリーゼちゃんの尻をなでなでと揉み、見下ろす。

　やっぱり素股でイカせてもらおう。

「エリーゼちゃん、後ろ向いてお尻をこっちに向けてくれる？」

「んっ……はい」

　すでに充分準備が整っていたエリーゼちゃんは素直に従い、こちらに背中を向けて、言われた通りにドアに手をついた。スカートに包まれた尻がこちらにクイっと突き出される。

　スカートを持ち上げ、尻を眺める。今日のパンティは濃い色で、白くてまん丸の尻は傷ひとつない。素肌を触るとモチッと柔らかい。

　ズボンから勃起した自身を取り出し、口の中に溜めた唾液を手に垂らして塗りつけると、軽く馴染ませてエリーゼちゃんの太ももの間に差し込む。

「太ももで挟んで……そう」

　言われた通りに太ももが閉じられ、ペニスが締められる。

　いい感触だ。

「……動かすよ」

　エリーゼちゃんがしっかり手をつき、体を支えるのを確認すると、尻を掴んでずっずっと動かし始めた。

「ん、気持ちい……」

　エリーゼちゃんの耳元で呟き、ピストンを繰り返す。

　太ももの摩擦が気持ちいいし、男子トイレの個室という状況がひどく興奮する。

　しかしこれでは一人で楽しんでいるだけだ。オナニーと変わらない。もっとエリーゼちゃんの声が聞きたくて、パンティの前に手を持っていき、底をぎゅっと押した。

「あぁっ……！」

　不意打ちの刺激に驚き、エリーゼちゃんの腰がぐいっと逃げる。と言っても俺の腰にぶつかるだけだが。

　そのまま体を逃げられなくしてクイクイと手で圧迫し続ける。

「はっ……はっはっ……あ、ダメっダメっ……」

　ガクガクと足が震え、腰から何度も力が抜けそうになって壁に縋りつく。

「ダメ？」

「ああっ……ううっ声っ……出ちゃう、からぁ……」

　そっかー、それはまぁ困るよね。

　耳と首筋にチュッチュッとキスして、手から力を抜いた。一瞬ホッとした様子を見せたところで、今度はスリっと前に移動して、クリトリスの上をクリッと擦った。一瞬完全に力が抜けて、エリーゼちゃんの体はずっしりと重くなった。

「……っああああっダメぇっ」

　股が開き、ガクガクと震える。挟まっていたペニスがずるんと抜けた。

　静かな研究棟の中まで声が漏れたかもしれない。まあ、物音ひとつしないから誰もいないと思うけど。

　エリーゼちゃんの体を慌てて支えると、床に落ちないように壁に押しつける。

　ぜいぜいと息をしていた。

「ごめんごめん……大丈夫？」

「もうっ……嫌いっ」

　声が響いたのがよほど嫌だったらしい。エリーゼちゃんは拗ねて顔を背けてしまった。

「ごめんごめんごめん」

「ダメって言ったのに……ひどい」

「エリーゼちゃんが可愛くてつい……」

「誰かに聞こえてたら……」

「大丈夫だから、許して」多分だけど。

　でも慌てて謝る俺がよほど必死に見えたのかもしれない。エリーゼちゃんはすぐに許してくれた。

「……嫌いなんて嘘です」

「うん、ごめんね。……もう止める？」

　止めるって言われたら切ないけど……。

「……でも、ナイブズ様がまだ……だから」

　エリーゼちゃんは目を俺のに向けて言った。うーん、天使かな。

　そして手を伸ばすと、また太ももで挟んでくれ、はみ出した亀頭を手で包んでくちゅくちゅしてくれた。

「あー……やばい、俺の方が声出ちゃうかも……」

　壁に手を当ててずちゅずちゅ腰を振り出すと、くすっと笑い声が聞こえる。

　腰を動かしているうちにエリーゼちゃんが手のひらに唾液を垂らして塗りつけ、また滑りがよくなる。

　指が鈴口をいじりだすと、一瞬動きが止まってしまった。

　もー……テクニシャン！　鈴口に指当てて塗り塗りされたらもう。されたらもー。はーはーって耳元で気持ち悪い声で鼻息荒くなっちゃうから。本当。

　あーやばいやばい。本当に腰が止まらなくなってきた。

　ぬちゅっぬちゅっぬちゅっと擦りながら、入れたいなー……エリーゼちゃんのあそこせめて生で触りたいなーと、頭から離れなくなってくる。

　もー生理で血だらけになってもいいから……それに今なら中出しできるよね。とはさすがに言えないよなー……確実に引かれるだろうし。

　はーはーはー……。

　グジュブジュグジュグジュ。

　俺の先走りで濡れ濡れになった太ももで一心不乱になってピストンして、エリーゼちゃんの優しい手を汚しまくる。

　あーイキそうだけど終わらしたくない。

　エリーゼちゃんの顎を掴み、体をねじらせて唇をむさぼる。それから舌を差し込み、べろんべろん舐めながらパンティ越しのクリトリスを再び刺激する。

「んんっんんっんー、ん」

「あー……イキそう、エリーゼちゃんの太ももに出すよっ……っ！」

　宣言すると、ばちゅばちゅばちゅと打ちつけ、最後にエリーゼちゃんの手の中でドビュビュッと発射した。残りもビュクッビュクッと何度かの脈動で吐き出し、エリーゼちゃんの太ももと手のひらに白いものがたらたらと流れ落ちる。

「はー、はー……っ、はー。気持ちよかった……」

　もう一度感謝のキスをして、エリーゼちゃんの手の精子を拭き取り、靴を汚さないように便器の蓋に座らせてから、太ももを開かせ丁寧に拭き拭きした。

　ふと気づくと、いつの間にかエッチなトロ顔Ｍ字開脚状態だった。写真撮りたい。

　カメラとかこの世界にはないのかな？　なさそうだけど。移動手段馬車だもんな……異世界頑張れ！

　じっと眺めていたらエリーゼちゃんが首を傾げた。

「どうかしましたか？」

「……生理終わったら、中でしようね」

　言うとエリーゼちゃんは頬を染めて頷いた。

　あー……可愛い。

　パンティ剥ぎ取って今すぐ入れたくなったけど、たっぷりキスして我慢した。
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　まーた王子の開いたパーティーもどきだ。

　相変わらず俺たちは呼び出された。

　今度は休日の真昼間にお茶会だそうだ。三十人くらいの客が集められてガーデンパーティーが行われている。王子の用意したバラ庭園は華やかな様子だった。

　見頃の薔薇がプロの技で配置され、蒸せ返るような花の香りに包まれている。

　用意された茶菓子の類も小ぶりで可愛らしく、王子はそれを楽しむ女性客たちを貴公子らしいノリで接待している。女子かお前は。

　いや、そういうのを楽しむ男がいてもいいんだよ。別に。でも普段のお前は違うだろう、と言いたいだけです。

　最近こうやってパーティーが多いのも、エリーゼちゃんとの婚約破棄が実は結構堪えているためらしい。俺たちは学園内の世界しか見えないが、大人の世界では王子の人気や評価も雰囲気が違って厳しいらしく、人気取りに躍起にならざるを得ないらしい。

　全部人から聞いた話なのでアレだが。

　……まぁどうでもいいんだよね。

　というわけで、もちろん今日も俺はエリーゼちゃんをエスコートしての参加だった。

　エリーゼちゃんの今日の装いもとても可憐だ。ここがパーティーじゃなきゃもっとイチャイチャできるんだが、人前だから我慢しなくてはいけないのがつらい。

　早く終わればいいのに。

　帰りの馬車に乗ってエッチなことがしたい……。

　なんだったら奥にある庭園迷路に連れ込んでエッチなことがしたい。今日そこは会場としては使われてないし。……なーんて。

　花に興味のない俺はエリーゼちゃんを眺める以外に楽しいこともないので、妄想ばかりが捗る状態である。

「今日も綺麗だね、エリーゼちゃん」

「ありがとうございます」

　後ろめたくなってエリーゼちゃんを褒めると、可憐な笑顔が返ってくる。

　うん。卑猥な妄想はエリーゼちゃん自身にはバレていないようだ。

　薔薇の散歩道コースをひと回りし終わると、席に座ってお茶を楽しむことになり、俺はエリーゼちゃんと少しの間離れて席を取りに向かった。

「今のところ、あの女とも仲良さそうにしているようだな」

　仕切りも一段落したのか、暇そうな王子に話しかけられてしまった。

　第一声がそれか、あーうざ。

　顔を確認すると、王子は視線でエリーゼちゃんのお尻を追っている。

　おい何見てんだやめろ。と言いたいが、一国の王子だ……。

　なんとか不快感を隠してにっこり答える。

「仲良いですから」

「俺にはあの女のどこがいいのかわからんな」

　俺にもあんたが付き合ってる女のどこがいいかわからないですから。

「それはお互い様でしょう」と言うと、王子は驚いた顔をした。

「お前だってルリを好いていたじゃないか」

「それ誤解なんで。……実際、どういったところが好きなんです？　政略的にもまったく旨味のない女性だと思いますけど」

　とか一応貴族らしいことも言ってみる。

　まあ、王族や貴族は結婚も政治の一部みたいなところあるし。結婚は力持ってる名家と婚姻結ぶのが一番いいわけで。そんなん子供の頃からしっかり教えられてるだろうに。王子なわけだし。

　権力があるからってなんでも自由にできるわけではない。

　だいたい、この王子は一人っ子で、この国唯一の直系王位継承者であるわけだし。

　ルリ嬢と婚約とか無理じゃない？　男爵だったよね、親。

「ルリは私に喜びを教えてくれる」

　へー、あっそ。

「どんな喜びなんですかね」

　ただの相槌のつもりで呟いたら、王子がニヤリとしてこちらを見た。

「お前も欲しければルリに話をつけるぞ」

　……ちょっと意味がわからない。なんで自分の女斡旋してんの？

　え、そんなことある？

　王子は自分の女を他人と共有してるってことだろうか。……それとも性的な意味じゃないのだろうか。どっちにしても何か怖っ。

「結構です」

「相変わらず小心者め」

　王子はクスッと笑った。

　あ、もしかして俺のこと童貞だと思って、からかって遊んでいるつもりなのか、とやっと納得した。なるほどね。びびって損した。

　ふっ、コイツにはわかるまい。エリーゼちゃんがどんなに可愛くイクか一生見ることはないんだからな。

　とかなんとか不毛な会話をしているうちに、エリーゼちゃんのいる方で何やら騒ぎが起きたようだった。

「ひどいですぅ、エリーゼさんっ……私の入れたお茶がまずいって言うんですかぁ？」

　あの声と喋り方は、どう考えてもルリ嬢である。また標的にされちゃったかー。

「エリーゼさんっなんでそんな意地悪言うんですかぁ……ひどーい」

　ああもう、またやられてるよ。

　ルリ嬢はどうやら愉快犯のようで、いまだにエリーゼちゃんを悪役に見せかけようと定期的にちょっかいをかけてくるのだ。本当に最低のクズである。

　俺はエリーゼちゃんを守るべく、王子を放置して歩き出した。ぐいぐい人の波をかき分けてエリーゼちゃんの姿を探し、一直線で隣に戻る。

　エリーゼちゃんは悔しげに表情を固め、ルリ嬢から繰り出されるうるうる攻撃を受けていた。

「ひどいっルリ傷つきましたぁ……」

「私は別に……」

「あっ王子様ぁ、エリーゼさんがルリのお茶飲めないって言うんですぅ」

　俺の後から来ていた王子がルリ嬢に肩を回しながら、エリーゼちゃんの前に置かれたティーカップを見る。

「どう言うことだ」

　冷たい声に、エリーゼちゃんの肩が揺れた。

「一口は飲みました」

「一口、口をつけただけで文句か。相変わらずわがままな女だ。貴様が満足しなければ誰を傷つけてもいいと思っているんだな？」

　エリーゼちゃんはその言葉に怯んで少し後ずさる。ああもう、かわいそう。

　全然心当たりのないことで怒られてばっかりじゃん。王子の命令なんて無視して参加しなきゃよかった。

　後ろからそっと腰を支えると、エリーゼちゃんは勇気を奮い起こして口答えした。

「そんなことは思っておりません。私は何か入っていると言ったんです」

「この国の王子の茶会で何が混入されると言うんだ！　入っていると言うなら自分で入れたんだろう！　ルリを毒殺する気だったのか？　この悪女め！」

　突然熱り立った王子が、強い口調で唾を飛ばしながら怒鳴る。もう言っていることが意味わかんないし、俺のエリーゼちゃんを怒鳴るなよ。

　口を挟もうとしたらもっとでかい声で怒鳴られた。

「いいからさっさと飲み干せ！　命令だ！」

　……どんだけ激昂してんだ。

　感情の起伏が激しすぎるだろ。

　なんなんだよほんと。

　エリーゼちゃんに飲まなくていいよと声をかけようとしたが、一拍遅かった。

「……わかりました」

　エリーゼちゃんは意を決してカップを掴むと、ゆっくりお茶を飲み干した。

　空になったカップが戻されると、王子にすがりついていたルリ嬢がニマッとした。

「よかったぁ飲んでいただけて。これで仲直りですね。それじゃあ最後まで楽しんでいってくださいね！」

　満面の笑み。

　うーん、嫌な予感。

　とりあえずそのやりとりはお開きになったので、少し離れてエリーゼちゃんの様子をうかがう。すごい心配である。まさかあんな衆人環視の中、毒殺されはしないだろうが。

「飲んで大丈夫だったの？」　

「わかりませんけど、多分毒ではないでしょう……」

　やっぱり何かが入っていたことは確かなわけだ。

「大丈夫？」

「あそこまで派手に揉めた上でも飲ませたのですから、ここで私が死んだら困るのはあちらですもの。きっともっと別のものでしょう」

　エリーゼちゃんはパタパタと扇で顔を扇いだ。暑いのだろうか？

「帰る？」

「いえ……今帰るなんて言ったらまた何を言われるかわかりませんし」

　……まあ、わかるけど。

「変な気分になったら言ってね？」

　そして一時間後、エリーゼちゃんは庭園の隅で動けなくなっていた。

「どうしたの？　やっぱまずい？」

　なんとか顔を隠そうと躍起になっている扇を下げさせて様子をうかがう。

　顔はむしろ血色がよかった。赤くなっているが、具合が悪いとかではなさそうだ。

　どうしたんだろうか。肩に手を置いて支えると、ぎゅっと目を瞑って唇を噛んでいる。腕に縋りついてくる指が軽く震えていた。

「……あの、屋敷に入りたいんですけど……戻ろうとするたびルリさんに邪魔されて……」

「気分悪い？　抱いていこうか？」

　俺が手を出してお腹に触ると、エリーゼちゃんはびくんと跳ねた。

「んぅ……っ」

　うん？

　少し間を置いて、エリーゼちゃんが縋りつくような目線で見上げてきた。

「ダメなの、触らないで、お願いっ……」

「え……」

　目は潤み、顔は紅潮し、少し肌が汗ばんでいる。

　なになになになに、エロいですけど？　エリーゼちゃん？

　もしかして盛られたのは媚薬系なのだろうか？

　びっくりして観察してたら、エリーゼちゃんは慌てて庭園の奥へ駆け出した。

　そして見つけた庭園迷路の入り口に逃げ込んでしまう。

「え……？」

　俺は慌てて後を追った。なんだかわからないが、具合のおかしいエリーゼちゃんを見失ったらまずい。

　追いつくと、エリーゼちゃんは迷路に少し入ったところで軽く前屈みになって体を震わせていた。

「……も、だめっ……」

「エリーゼちゃん、どうし……」

　あれ、この匂いは……エリーゼちゃん、おおっ？

　え、まさか……？

　そんなそんなそんな、わー……、え、本当に？

　見ている間にエリーゼちゃんの足元にはジュワッと水気が広がっていった。

　そこからは軽く湯気が上がっているような。幻覚か？

　……まさかこれは、黄金水……？

　すごいすごいすごい。エリーゼちゃんが漏らしちゃったっ！

「見ないで、くださいっ……！」

　うっそ、可愛い可愛い可愛い可愛いっ。

　どんな顔で漏らしちゃったのか顔が見たい顔が見たいっ。

　俺は本能に突き動かされ、エリーゼちゃんを捕まえてこっちを向かせた。

　顔が真っ赤で、羞恥と屈辱に震えている。目を合わせられなくて、涙を溜めて唇を噛んでて、……ああもう。

　可愛いんだが……！

　可愛すぎて俺の股間は一気に勃起した。

「……へ、変な味のお茶を、飲んだ後も、何杯もお茶を勧められて……あんなことの後だから断れなくて……っ……それで、ずっと……その、全然、普段と違う尿意が……我慢できなくて、でも室内に戻らせてもらえなくて……ううっ」

　ほんとに泣き出しちゃったエリーゼちゃんの頭をよしよしと撫でながら話を聞く。

　うんうん、そうだね。

　盛られてたの利尿剤だったんだね。

　あいつ酷いね。

　わかるわかる酷いね。

　よしよし。

　…………。

　もー、かわいそうじゃーん！

　俺のエリーゼちゃんが泣いちゃってるじゃーん！

　最高かよーっ！

　俺が綺麗にペロペロしてあげるから大丈夫だよーっ。

　俺は頭を撫でる手を止めて、優しく宥めるように言った。

「俺がなんとかしてあげるから」

「……ナイブズ様……」

　エリーゼちゃん、縋るような顔しちゃって。

　いい子いい子。

　しかもここ、迷路とか。

　完璧じゃん。




　　４




　俺はエリーゼちゃんを支えて、もう少し迷路の奥に入っていい場所を見つけた。

　足を止め、向かい合うとエリーゼちゃんが俯いたまま手提げを探る。

「ハンカチだけでどうにかなるかしら……？」

「大丈夫大丈夫」

　エリーゼちゃんを優しく抱きしめて、安心させるように優しく頭や耳にキスする。

「俺がしゃがむから、スカート捲り上げて見せて？」

　エリーゼちゃんは素直に言うことを聞き、両手で恥ずかしそうにスカートの布を持ち上げた。

　しかし、膝が見えるかどうかの高さでその勇気も砕けてしまったようで、手が止まってしまう。俺はしゃがみ込んでその中に顔を突っ込んだ。

「待っ……！」

「しー。誰か来ちゃうよ」

　囁くと、エリーゼちゃんは唇を噛み、黙った。

　いい子いい子。

　スカートの中はエリーゼちゃんの尿の匂いでムワッとしていた。と言ってもこの一時間で飲まされたお茶がほとんどなので、濃い匂いではない。

　ああ、すごい。エリーゼちゃんの匂いだと思うと、すでに立ち上がっている股間がビンビン反応してしまう。

　スンスンと匂いを楽しみながら、びしょびしょのパンティに指をかけて脱がせる。靴も濡れちゃってるけど、裸足で立たせるわけにもいかないのでそれは後で。

　パンティを足から抜くと、自分の上着の胸ポケットにしまい込んだ。家での自家発電に使わせてもらおう。

「あの、それで……どうするんです……？」

「俺が舐めて綺麗にしてあげる」

「嘘っ、そんなのダメ」

「大丈夫大丈夫」

　逃げないように足首を掴み、濡れた膝小僧に舌を伸ばした。ぺろりと舐め上げると、エリーゼちゃんのおしっこが舌に広がる。薄味だが美味しい。

　そこから勢いづいて、脚をペロペロ舐め上げていく。

　足首まで降りて、くるぶしを執拗に舐め、今度は反対の脚を舐める。ペロペロペロペロ。犬です。

　そのまま丹念に舐め上げ、太ももに到達する。エリーゼちゃんにもう少し股を開いてもらい、内側をぺろぺろと舐める。

　柔らかくて敏感だ。舌を何度も往復させるうち、別の味がふれて舌に粘りが広がる。見ると、上からトロトロと愛液が垂れてきていた。

　割れ目からは透明な液が溢れて、うるうると光っている。

　あー……美味しそう。

　口の中に新たに唾液が溢れたが、我慢してもう一方の太ももも念入りに舐めた。

　足が気まずそうにむずむずして、舌がそばに行くたびに体を震わせている。

「ん……っううっ」

「もうちょっと我慢してね」

　スカートの中の香りは、すでに尿の匂いよりも愛液の香りが勝っている。

　そろそろいいかなと言うくらい足を舐め終わり、潤みの元を眺めた。

　焦らされてダラダラと涎を垂らしたそこは、すでに期待でヒクヒクと疼いていた。

「ここも舐めるね」

　宣言したと同時に、勢いよくジュチュッと蜜壺に吸いつく。

　まだ残っていたおしっこの香りと、濃厚な愛液の味が一気に口の中に広がった。

　じゅぶぶ。じゅるるっじゅぶっ。

　大袈裟に音を立てて吸うと、エリーゼちゃんの下半身から一気に力が抜け、悲鳴に近い喘ぎ声が上がる。

「あああっ！　ああっん！　うぅっ！」

　激しく体を戦慄かせ、エリーゼちゃんは俺に覆いかぶさった。俺の肩に手を置いて体を支える。なんとかくずおれるのは耐えたようだ。

　俺の方では一気に顔にのしかかられて顔面騎乗なのだが、それよりマジで首が折れるかと思った。鍛えててよかった。

　それと、激しく喘ぎ声を出させてしまったわけだが、距離は充分離れているし、こっちにお茶会の声は聞こえないから……大丈夫だよね？

　わからんけど。

　スカートの中から顔を出し、しばらく聞き耳を立てていても騒ぎは聞こえてこないので大丈夫だったと判断した。

　エリーゼちゃんの方の様子をうかがうと、一気に上り詰めちゃったみたいで、じっとして、はあはあと息を整えている。

「ごめん、びっくりしちゃった？」

「……ごめんなさいこちらこそ……力が抜けてしまって」

「そうだね。じゃ、俺横になるから、顔跨いでくれる？」

「え……？」

　もういいやと思って、そのまま後ろに体を倒して芝生の上に仰向けになる。そしてエリーゼちゃんに膝をつかせ、顔の上に跨ってもらった。

　いい景色だ。

　ピンクの肉の割れ目が目の前にあって、ぬらぬらと涎を垂らしてる。

　すごい近くて顔にほんのり熱気さえ感じる。

　匂いも濃い。あー胸がいっぱい。

　自分の股間がズッキンズッキン脈動するのがよく響きますわ。

　トロトロの柔らかい肉に舌を伸ばし、ちゅぱっちゅぽっと舐めていく。

　ぷにぷにぷくぷくの弾力を味わうと、その上を覆う愛液ですぐに口の中がぬめぬめになっていく。

　愛液が顔に垂れてベチャベチャになるのも気にせずに押しつけ、思いっきり吸い、舌を押し込む。

　れろれろじゅぷじゅぷ。ぷちゅ。じゅるるっ。

　小さな尿道口も見つけて舌先でれろれろれろ。

　舌に触れるすべてがやばいほど美味しく感じて舐め取るのが楽しくて仕方ない。

　夢中になって膣口にぶちゅぶちゅ吸いついてたら、俺の股間が掴まれる感覚がした。

「欲しくなった？」

　見上げると、エリーゼちゃんはとろんとした顔でこくこくと頷く。

　あー……すげー可愛い。

　エリーゼちゃん青空背負って中に欲しがるとか、エッチすぎる。

　外だよここ。

　一気に入れたくなってきた。

　服が汚れない方がいいよね。

「それじゃ、外だし、立ちバックにしようか？」

　二人で立ち上がり、後ろからスカートを捲り上げてノーパンの尻を撫でる。

　少し前屈みにさせると、自分で膝を掴んで尻を晒してくれる。

　俺に舐め回されて、お尻の穴まで濡れてる。その奥で湯気出てそうなピンクの割れ目は新しく愛液を滴らせ、太ももを濡らしている。

　ズボンを広げて取り出したビッキビキの赤黒いペニスは臨戦態勢にもほどがあった。すごい硬い。棒を押しつけ、ずりずりと肉の上を滑らせる。

「ふっぅんっ……」

　エリーゼちゃんの口から切ない声が漏れ、体から力が抜けそうになるのを捕まえる。

　やっと上半身に触れるので、後ろから両手で胸をつかんだ。ムニムニと服の上から揉み、耳元で尋ねる。

「欲しい？」

「っあん……っ欲しい……っです」

「中に入れてほしくなっちゃったんだ？」

　滑らせていた棒を引き、ぴとりと入口に先端を当てる。小陰唇が吸いつくようにかぶさってくる。亀頭の先端に当たっている入り口がうごめき、チュッチュっとキスしてくる。生き物みたいに。

「入れてほしい……っ」

「じゃあ入れるね」

　じゅぷぷぷぷっ。

　腰を前に押し出し、割れ目に押し込む。肉襞は完全に待ち構えていて、中を進むたび絡みついてきた。

「あー……すご」

「んんっあ……んっ！」

　エリーゼちゃんも気持ちよさそうに体をくねらす。

　あー……気持ちいーっ。

　力がぬけがちなエリーゼちゃんの腋の下に腕を差し入れ、上半身を引き寄せると腰をぐぐぐと押しつけていく。

　奥にたどり着き、子宮口を突くとエリーゼちゃんがビクビクと震えた。

「はっああ……ああっ……ああんっ」

　キュッキュッと内側全体が吸いついてくる。

　軽イキしてる。すごい気持ちいい。

　体を密着させ、その感触をしっかりと味わう。

「……気持ちいい？」

「ん……あん」

　こくこくと頷くエリーゼちゃんの呼吸は浅くて、快感を味わっていることが伝わってくる。

「動くね」

　脇を固定したまま、ゆっくり打ちつけ始める。

　ぐちゅぱん、ぐちゅぱん、ぐっちゅっぬちゅっ。

　白くて柔らかい尻の肉が、腰を押しつけるたびに変形し、引くたび追いかけてくる。

　いい景色だ。下がってくるドレスのスカートを押し上げながら、腰のスピードを上げていく。

「はぁ、やばっ……」

　最高。

　ずんずんと突くたび、根元まで俺のモノを包み、濡れまくったピンク色の肉に奥まで誘い込まれる。

「あっあっあ……んんっ」

　スピードをつけてピストンするたび、温かくうねり、吸いつき、ねっとり絡みつく。

　ぐぢゅっぷぢゅっぷぶちゅっ。

　動かすたび、温かいウネウネの肉襞が亀頭にぬちゅぬちゅと吸いついてくる。

　マン肉やばい。

　ぐっちょぐっちょぐっちょ。

「あー、気持ちいいっ……」

　呟いてスピードを上げる。

　どんどん刺激が強くなり、むちゅむちゅと絡みついてくる刺激を堪能しているうちに頭がぼーっとしてくる。

　思考回路がうまく動かない、快楽にしか集中できない。

　じゅぶじゅぶじゅぶじゅぶ。

　肉で擦り上げるたび、脳が痺れるようにジンジンした。

「……あっあんっいい……ああっ」

　エリーゼちゃんが切羽詰まってきて喘ぎ声が高くなる。

「だめっだめっナイブズ様っ……イキそうっああん」

「ん、イキそう？」

「あんっ、あんっ、あぅ……っああんっ」

　スピードを上げて内側を擦り上げる。エリーゼちゃんの反応のいい場所を探し、そこを狙って突く。

「あっあぅっあん、あんん、イクッイクイクっうぅぅっ」

　だんだん声が大きくなってきて、外によく響く。それでここが外だと思い出して、エリーゼちゃんの口を覆った。意図に気づいたエリーゼちゃんも、できる限り声を抑えようと唇を噛んだ。

　ぐちゅぐちゅぐちゅぐちゅ。

「んんっんん、んー……っ」

　エリーゼちゃんがビクンビクンと震えて、膣がギュウギュウうねった。

　あ、イク。

　膣内の絶頂のうねりに我慢できず、ペニスを外に抜き出して射精を耐える。

　あー……あぶな。気持ちいい。目が回りそう……。

　一瞬待って、また中に戻す。

　ずぶぶ、と差し込むと、エリーゼちゃんが戸惑った声を漏らす。

「ああっうそ……っああん」

　容赦なく動かし始めると、イッたままの快感の渦にさらわれたエリーゼちゃんは、今度は声が止められなくなった。

「ああっ、あああっ、あああっ」

　緑に包まれた景色に声がひびく。

　あー……まずい。迷路の近くではお茶会してるんだが、なんかタガが外れちゃったかな。

　自分でも腰を振りながら喘ぐエリーゼちゃんを見下ろす。

　なんともエロティックでたまらん景色だが、これバレたら、エリーゼちゃんの立場ないよなぁ……多少残った理性で思いながらも、まったく腰が止められない。

　じゅぱじゅぱじゅぱ。

　あー……気持ちいい。

「ぁあん、あん、あん、あんっあん、あん。あああっまだ、あああん、すごいっ」

　まずいんだよなぁ……この可愛い姿、他のヤツに見られたくないし。えーっと……うーんと。

　働かない頭で考えても埒が明かない。

　一旦腰を止めてポケットの中を探ると、いいものを見つけた。

「エリーゼちゃん、ちょっとこれ、口に入れさせてね」

　突然止まった俺を不思議そうに振り返ったエリーゼちゃんの口に、指を突っ込んでさっき脱がせた、おしっこが染み込んだパンツをぐいっと押し込む。

　エリーゼちゃんは驚いて目を見開いた。

「んんぅっ」

　イヤイヤって顔を振る。

　だがしょうがない。エリーゼちゃんの可愛い声、誰にも聞かせたくないからね。

「ごめんね、声が聞こえちゃうから我慢しようね」

　笑顔で言ったせいかエリーゼちゃんは絶望の顔をした。

　頬にキスしながら服を着たままの胸に手を伸ばす。昼のドレスだから胸はかなり隠れていて、前からは手が入れられないので仕方ない。

「んっ……んぅ……」

　服の上から優しく揉んで乳首をおすと、中でマン肉がペニスを締めつけてくる。

　乳首を転がし、摘んで引っ張りながらピストンを再開した。

　また肉が吸いついてくる。

　柔らかいお尻に腰をぶつけまくると、どんどん愛液が泡立ち、滴を飛ばす。

　じゅぶじゅぶじゅぶじゅぶ。

　あー最高っ。

　膣の奥で、プルプルでぷっくり膨らんだ子宮口が敏感な亀頭にぶつかる。

　何度もぶつけて亀頭でキスさせ、最後にぎゅううっと押し潰すと、エリーゼちゃんが痺れて思いっきり体を仰反らせた。

「んーっんんんっ……！」

　一気に力が抜ける体を両手で捕まえると、ガッチリと抱き起こす。

「しー……っ、エリーゼちゃん。こんなところで入れられてよがってるの、見られたくないでしょ？」

「ん……っんっ」

　イキすぎて涙目のエリーゼちゃんはこくこくと頷く。

　あー可愛い。

「……やだよね？　じゃあもうちょっと静かにしてようね」

　肩を掴んでどちゅどちゅどちゅ。

　なんか、脅して犯してるみたいだなー。

　さっきめっちゃ可哀想な顔してたしね……はー……やばっ。

　犯されながらマン肉こんなにプリプリに膨れさせて俺喜ばせてるのかとか妄想するの、すごいクるわ。

　可愛い恋人がイヤイヤ言いながら、中でめっちゃ吸いついてくんのめちゃめちゃ興奮する。

　嫌なのに気持ちよくて、よがり狂って、俺のこと気持ちよくしてくれるとか。

　あー……可愛い可愛い可愛い可愛い可愛い。

　じゅぱじゅぱじゅぱじゅぱ。

　ひたすらガン突きされてんのに、本気汁ダラダラ出して、尻べちょべちょにしてるし。

　もーヤバい。

　頭真っ白にしてパンパンしてたら、エリーゼちゃんは小さな声を漏らしながらまたイク。

「……んっん……っん！」

　ビクンビクンビクン。体が大きく跳ねる。

　内側では熱い襞がもうずっと絡みつき、ぐちゅぐちゅとうねって本能のまま催促してくる。

「エリーゼちゃん。最高、すごいきもちいい……！」

　一気に精子が駆け登ってくる。

　パチュパチュパチュ。

「あーきた、……いきそう……っイくっ……！」

　我慢の限界に達し、射精の瞬間に勢いよく抜き出すとビュビュッと精子が飛び出し、エリーゼちゃんの尻に放出された。

　ビュクッビュビュッビュクッ……ッビュクッ……。

　同時にエリーゼちゃんのおしっこが、プシャッッ、シャバッシャババッと噴き出した。

「んぅー……っんっんっ……！」

　太ももがまた濡れてしまったようだ。今度は大量の精液もぶっかけられてるし。

　抜く時に膀胱刺激しちゃったかな……おしっこ出ちゃったね。

　ビチャビチャと温かい雫が地面を濡らしている。

「んっんんぅ……」

「おしっこ出ちゃったね。……っはー、気持ちよかった。……エリーゼちゃん、乱暴なことしてごめんねっ」

　脚から力が抜けちゃって立ってられないエリーゼちゃんをよしよししながら、口の中に押し込んでいた汚れたパンツを指を突っ込んで引っ張り出す。これはちゃんともらって帰るので再びポケットにしまった。唾液も吸ってますますプレミアものである。

　それから涎がねっちょり糸ひいてめちゃめちゃエロい口にキスした。濃厚な味がするが、全部エリーゼちゃんの味だから大丈夫。

　粘度の高い唾液が舌に絡んできもちいい。

　ちゅぱちゅぱねちょねちょ。

　しばらく堪能してから、疲れ切ったエリーゼちゃんを綺麗にしてあげた。あんまりにもぐちゃぐちゃだ。

　涙と涎でベトベトの顔を綺麗にしてから、太ももを綺麗に拭き、一応ドレスをなおしてスカートを伸ばすが、絶対茶会の場には帰れないな。

「ごめんね、大丈夫だった？」

「…………っん、平気……」

「つらくなかった？」

　エリーゼちゃんはぼんやりとして微笑んだ。

「……気持ちよかったです」

　女神にもほどがあるでしょエリーゼちゃん。

　その後、俺はちゃんと誰にもバレないように庭を抜け、上手いことエリーゼちゃんを俺の家へ連れていった。

　家に帰す前に一旦お風呂に入れたりとかしないとだから。ドレスもね。

　もちろん母親に見つかってニヤニヤされた。
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　俺はイライラしていた。

　最近の学園は浮ついている。

　学園祭が近くて準備が忙しいのだ。

　しかもそれを楽しんでいるヤツがほとんどだ。

　何が楽しいんだ。朝も昼休みも放課後も準備準備で時間がほぼそれに取られるからエリーゼちゃんと昼の休憩もゆっくり楽しめない。

　ああ、こんな準備なんかどうでもいい。エリーゼちゃんとの時間を奪われたくない。

　イチャイチャチュッチュしたい！

　そう思いながらも放課後の作業を消化する。

　看板設置とテーブルの運び出しだ。俺は脳筋キャラなので、やっぱりこういう時は力仕事に駆り出される。

　エリーゼちゃんは教室で同級生たちと花飾りを作っているらしい。

　肩に二つの長机を担ぎながら後悔した。

　あー……もう。

　授業終わった後に一回顔見に行ってキスしておけばよかった。

「そういえばナイブズお前、ダービル公爵家のエリーゼさんと婚約してたな。どうなんだ。悪女だって有名だけど」

　悪女ね。笑える。

　質問してきたのは同じ作業をしていた剣術クラブの先輩だ。

　この人たちがどう思っていても構わないけど、あまりそんな単語は使ってほしくない。尊敬できなくなるから。

「……とても楽しいですよ」

「なんだお前、悪に染まってんのか」

　はははと笑われたが、こっちも笑ってしまった。あのエリーゼちゃんが悪とは。あまりに不似合いだ。

「まぁそうですね、可愛いですから」

　無意識ににやけてしまったが、先輩も同じように笑っただけだった。

「そりゃよかった。彼女に対するお前らの学年の扱いはひどいからな。お前が王子の悪巧みであの子と一緒にいるんじゃなくてよかったよ」

　なるほどね。俺は腹の内を探られていたのか。

「先輩エリーゼちゃん派ですか？」

　先輩は少し考えてから口を開いた。

「……俺らは月の半分は隊で生活してるから、ここは所詮ガキの世界だってのがだんだん見えてくるんだよ。王子がダービル家のお嬢さんをどんなに悪者に仕立てようとしても学園の外ではちゃんと彼女はいい子だと大人は皆知ってる。それに父親のダービル公爵には権力も金もあるから、風評くらいでは彼女が落ちぶれることはないしな。……お前はいい選択をしたよ」

「へぇ……」

　まぁ、そうだろうな。

　エリーゼちゃんは婚約破棄された時かなり落ち込んでたが、実際なんとかなってるしな。

「でも彼女の気持ち的にはお前がいなかったら大変だっただろう。王子の婚約者としてずっとキープされ続けた挙句、あんな女に立場を奪われて観衆の前で捨てられたわけだし。お前の派手な救出劇は大人たちの中ではかなり評価されてるよ。王子は……な。王もどうするつもりなんだか。将来俺らがあいつに仕える日が来るのかと思うと、先が思いやられるよなぁ？」

「はは……ほんと」

「あの女は王子妃になんのかねぇ……どう思う」

「どうでしょうね」

「お前も知ってるだろ、あの女が誰彼構わず男に媚売って、惚れさせた挙句フリまくってるのは」

「フってるんですか」

「最近は上級クラスにも来てやってるぞ。王子も気にしてんだか、してないんだか。あいつらどうも雰囲気がおかしいよ。なんか知ってるか？」

　ただの愚痴だと思っていたのだが、気付くと先輩の視線は強かった。

　何か探りでも入れられているんだろうか？

「……いや、最近は全然知らないので」

「なんだ、友達だったんじゃないのか」

「俺の彼女の敵ですから、あいつら」

「そういやそうか」

　その後も先輩の愚痴という名の情報提供は続いて、知りたくもないことを色々仕入れることになった。

　どうやら王子は街中でもずいぶん悪い噂が回っているらしい。

　その最たるものが、町の宿屋をヤリ部屋として使っていることで、かなり派手に遊んでいるらしい。

　噂になってるとか怖っ。よくそんな目立つことできるな。

　とはいえ、俺も気をつけなきゃ。俺ら貴族だし、バレたら絶対噂になっちゃうよ。

「でもお前も元友達として、王子のこともっと気をつけてやったらどうだ？」

　俺、関わりたくないなーそんなの。

「嫌です。俺に何か期待しないでください」

「おい、将軍の息子だろ」

「まだ学生ですから」

　だから絶対嫌です。

　やっと終了時刻が来て、作業を片付けて下校になった。

　エリーゼちゃんを迎えに行き、さっさと馬車でイチャイチャしようと思ったのだが、女子教室を覗こうとしたところでヒステリーな女生徒の声が聞こえて立ち止まった。

「ですから！　エリーゼ様、いつまであのルリさんのことを放っておくつもりなんですか？」

「いいかげん、王子の婚約者の地位を取り戻すべきですわ」

「そうです、私たちのことも考えてください。あの子が婚約者になったら、私たちあんな子に頭をたれなければならなくなるんですよ、そんなのエリーゼ様だってお嫌でしょう」

「ねえ、お願いですわ」

　どうやらエリーゼちゃんは今、ルリ嬢より家格の高い女たちに詰め寄られているらしい。

　そうか、女性陣の中にもこういう普通に貴族的な考えの人たちもいるわけか。

　まあわからないでもないけどね。自分たちの中で一番家格の高いエリーゼちゃんにその地位についてもらいたいのは。

　でもエリーゼちゃんの今の婚約者である俺のことは完全無視なわけ？　俺も公爵家の跡取りなんですが。本当どこに行っても軽く見られている気がする。

　俺は女子教室の扉をノックして顔を突っ込んだ。

「エリーゼちゃん、迎えに来たよ」

　にっこり笑顔を向けると、部屋の中はハッとして静かになった。

「ナイブズ様、今行きますね」

　エリーゼちゃんはすぐに荷物を掴んで早足でこちらへ来た。そして振り返り、優雅に会釈した。

「婚約者が迎えに来ましたので、私はこれで」

　うーん、さすがの女子クラス。

　さっきまでの会話がなかったかのように、みんな優雅にお辞儀した。

　俺たちはさっさと校舎を出て馬車に乗り込むと、すぐにエリーゼちゃんを向かい合わせに膝に乗せ、ぎゅうぎゅう抱きしめてキスをした。

　あ〜これがあるから頑張れるよな。エリーゼちゃんとイチャイチャする一瞬一瞬が一番幸せ。

　舌を絡め合わせながら、本当によく人前では触るの我慢してるなと自分で感心する。

　早く誰の前でも気にせずイチャイチャできる関係になりたい。

　とりあえず満足するまで舌を絡め合わせると、一旦会話しようと唇を離した。

「ちょっと話聞こえたけど、大変だね。よくあんなふうに言われるの？」

「もうっ……聞いてたなら、もっと早く助けてくれればいいのに」

「いや、一瞬だったから。ごめんね」

　服の上から柔らかくて気持ちいいおっぱいを揉みしだくと、「話してる最中なのに」とエリーゼちゃんに怒られたが手は離さない。ここのところほとんどの時間を取られているのだ。一秒でも触れていたい。

「で、みんなあんなこと言うの？　エリーゼちゃんに婚約者に戻れって？」

「ええ。よく言われますけど……本当にイヤ」

　そうなんだ。それは嫌だね。と思いながら立ってきた乳首をコスコスコスとくすぐる。

　エリーゼちゃんは小さく「んっ……あぁっ」と喘いで目を瞑った。かなり感度が上がっているようで、最近は何気ない時にふっと触れてしまっただけでセクハラされたみたいに睨んでくることがあって面白い。

　おっぱいが敏感だって他の男たちに気づかれないといいが。とは思いつつも、開発はやめられそうにない。

「大変だね」

「あんっ……最初の頃はそうでもなかったんですけど……最近、よくあんなふうに、言われるんです……あんっ……はっぁっ」

　乳首をピンと弾くと、エリーゼちゃんもビクンと体を跳ねさせる。

「みんな俺と付き合ってることはどう思ってんだろうね」

　エリーゼちゃんに王子の元に帰れというわけだから、おそらく俺は視界にも入っていないのだろう。一応そこまで崩れた顔でもないと思うのだが。おかしな話だ。

　俺ももうちょっとモテてもいいと思うんだけど。

「みんな、……あんっ、私のことをバカに、あん、あっ……しているんですわ」

「ん？　どういうこと？」

「私があんなバカな王子とお似合いだと思っているんです。腹立たしいっ……バカにしてます。……あんな頭の悪い浮気男にちょうどいいなんて言われて、私が喜ぶと思っているんだから……ああんっんっ」

　俺はエリーゼちゃんの乳首を押し込んだ。なるほど、憤慨ポイントはそこだったわけか。わからなくもない。自分ではもっと幸せになれそうだと思っているところに、お前には元いた場所がお似合いだから戻れと言われているわけだから。

　王子の婚約者なんてなってみなきゃわからない苦労も多いだろうしな。

　また乳首を立たせ、コリコリコリと指で弾く。エリーゼちゃんの体に官能を送り込み、さっきのことを忘れられるように翻弄する。

「それにナイブズ様のこと、みんな……ああああっ……あんっだめぇ……」

「エリーゼちゃんは俺と一緒にいればいいよ。もう俺の婚約者なんだから。なーんにも気にしなくていいからね」

「んんっ……はいっ」

　俺はおっぱいを揉んでいるうちに立ってきた股間をエリーゼちゃんの股に擦りつけ、心地よい快感が下半身を支配するのを楽しんだ。エリーゼちゃんはその刺激にまた「あんっ」と喘ぎ、腰を押しつけて自ら揺らす。

　あー可愛い。

　周りは色々考えているようだが、エリーゼちゃんが俺のものである限り、どうでもいいけどね。

　俺は会話を終わらせ、エリーゼちゃんの柔らかい唇に吸いつき、舌を絡ませあって、屋敷に送り届けるまでそれを楽しんだ。
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「王子様っ好きですぅ〜」

　その大きな喘ぎ声が突然響き渡ったのは男子トイレの中だった。

　こんなお淑やかさのない声を出すのはこの学園でルリ嬢だけだろう。

「ルリ、私も好きだ……ルリ」

　これは王子の声だ。

　……最悪だ。

　俺は両手で顔を覆った。なぜなら今、トイレの個室で便座に座り込んでいたからだ。

　文化祭準備を一瞬だけサボろうと思っただけなのに。

　まさかイチャつく地雷カップルが後から突入してきて、個室の外でイチャイチャし始めるとは思わなかった。

　すでにドアの外ではチュウチュウ、ピチャピチャ音がしている。これでは出るに出られない。

　勘弁してくれ。

「あんっ……ねぇ王子様、私学園祭で王子の婚約者だって発表してほしいなぁ……そしたら王様も、もう反対できないと思うんですぅ」

「ああ、なるほどな。確かにそれはいい案だルリ……君がいないと俺はダメなんだ」

　あーお腹痛くなってきた。

　いやだーもう。

「うふふ。甘えん坊なんだから……あれが欲しいんでしょう？」

「ああ、ルリ……頼む。焦らさないで」

　言葉が途切れると、ガサガサという衣擦れの音がした。

　うへぇ、参ったなぁ、始まっちゃうのこれ？

　あれが欲しいって、なんかあれでしょ？

　テクいことでしょ？

「はい、あーん」

　そう声が聞こえた後、しばらく静かになってから、また布の擦れる音がした。

　あれ？　終わった系？　やらないなら早く出てってくれ。

　早く早く。

「ああ、頼む……早く」

　ジュプッジュッジュッジュバッ。

　わー……やっぱ始まっちゃった。

　もー最低。絶対先輩に怒られるよー。

　俺は王子たちのプレイが終わるまでトイレで缶詰になった。十分は出られなかったので、何もしてないのにめちゃくちゃ疲れた。

　その上やっと脱出できたと思ったら剣術クラブの先輩たちにめちゃくちゃ怒られた。予想通りだが。

　なんせ明日が文化祭の本番である。

　午後すべてが文化祭準備に充てられ、放課後には作業はほぼ終了していた。今はみんな最終調整をしたり、学園内を見て回ったりと、浮ついた空気に包まれている。

　俺も気分を変えてエリーゼちゃんと手繋ぎデート中だ。

　やっとこの期間を乗り越えてめちゃくちゃ嬉しい。正直、文化祭なんてどうでもいいので俺的には明日の文化祭よりも文化祭後の休みが楽しみだ。

　どんなふうにデートしようかなー。

　と言っても考えているのは、どんな理由で、どうやって長時間部屋で過ごそうか、というプランだが。

「なんだかいつもの学園と違って面白いですね」

「そうだねー」

　今歩いている廊下にはひと気がない。すでにみんな下校し出している。校舎に残っている生徒はまばらのようだ。

　通り過ぎる教室は陽気な装飾を施してあるところばかりで、この時ばかりは貴族の多く通う学園とは思えない有様だった。

「みんな張り切ってるんだねぇ」

「ナイブズ様のクラスは何をするんです？」

「王子カフェだって。俺は裏方だから知らないけど。本物の王子に給仕してもらうってコンセプトみたい」

「へぇ」

「剣術クラブの方では人間チェスで騎士の役やるよ」

「お似合いですね」

「見にくる？」

「そっちは行きます」

　王子カフェの話より人間チェスの話の方が食いつきがよくて嬉しい限りだ。

　実際クラスの方のカフェにはきてほしくないし。王子の取り巻きばかりの男子クラスは絶対エリーゼちゃんの鬼門だ。来ないと宣言してくれたことで安心できた。

　手を繋いで校内を軽く歩き、薄暗くなってきた廊下で見つめ合うと、何か青春っぽくてむずむずする。

　せっかくだし、ちょうど人もいないしで、廊下でのキスにチャレンジしたくなってきた。

　いや別にトイレでやってた王子たちみたいにしたいわけではないし、張り合っているわけでも全然ないけど。やっぱりエリーゼちゃんを見ているとそう言う気分になってしまうっていう話で。うん。

　エリーゼちゃんも雰囲気を感じ取って頬を染めてるし。

　バレなきゃいいんだよ。

　うなじに手をかけて引き寄せると、エリーゼちゃんが目を細めて顎を上げる。

　俺は顔を下げて唇を合わせた。

　ドキドキしているエリーゼちゃんの心音が触れたところから伝わってくる。

　あー……興奮してきた。

　腕を上げさせて首に絡みつかせると、お尻を掴んで壁に押さえつける。硬くなった股間を押しつけて片手で胸を触ると「んっ」と言う喘ぎとともに唇が開いた。

　舌を入れて絡ませる。

　顔の角度を変えて舌の表面を押しつけ合いながら、胸を思いっきり揉んで、乳首をつまもうとしたところで人の声がした。

「ここのところがさー」

　慌てて動きを止め、声の方向を確認する。

　廊下の先には誰もいなかった。

　まだ見える場所までは来ていないようだが、階段にはいるっぽい。

　エリーゼちゃんを見下ろすと、ぼんやりした顔で壁に押しつけられたままになっている。

「ちょっと隠れよっか」

　そのままの形で抱き上げ、近くのドアの中に移動する。一応外に顔を出して誰もいないか確認した。

　結局声の主はこの階を通り過ぎ、別のところに降りていったようだ。

「ごめんごめん。焦ったね」

「確かにそうですね」

　エリーゼちゃんがクスッと笑うのをじっと眺めていると、やっぱり我慢できなくてもう一度キスした。エリーゼちゃんも嫌がらなかった。

　舌を絡め、味わう間、体をピッタリと寄り添わせる。両手でエリーゼちゃんのお尻を撫で回すと、だんだんとエリーゼちゃんの体が撫でる手に合わせてピクン、ピクンと反応するようになってくる。

　散々焦らした挙句、手を滑らせて股を撫でると「ああんっ」と激しく喘いだ。声が思ったより大きく校内に響く。エリーゼちゃんは真っ赤になって慌てて俺の胸に顔を押しつけた。

「すみません……じゃなくて。もう……触るからですよ……」

　エリーゼちゃんが顔を埋めたままトスッと軽く胸をたたく。

「ん、ごめんね」

　エリーゼちゃんの頭頂部にキスして、両手をお尻に戻し、ただ撫でるだけの動きに戻した。

　それだけですぐ気持ちよくなったのは明らかなのだが、エリーゼちゃんは怒って手首を捕まえた。

「……も、いたずら、するなら……帰りましょう」

　どうにか冷静な声を出そうと努力しているが、体の反応には抵抗できない。顔を上げたエリーゼちゃんは恥ずかしさと快感で苦しげに悶えていた。

　うーんどうしよっかなー。

　お尻を撫でながら考える。

「エリーゼちゃんのクラス、何するの？」

「私のクラスは……秘密です」

「なんで？　知りたい」

「…………」

　エリーゼちゃんが黙秘したので手を止めて近くのテーブルに腰を下ろす。聞くまで帰らないぞという言い訳ができた。エリーゼちゃんを引き寄せ、手を引いてぶらぶら揺らす。

「教えてよ」

　エリーゼちゃんは気まずそうにするばかりだ。

「どうして教えてくれないの？　そんな恥ずかしいこと？」

　手を上げていき、胸の前のボタンをいくつか外す。

「ここではダメ……」

　その言葉を無視し、中に手を差し込み、生肌を触る。しっとり吸いつくような手触りの上を探っていき、乳首を見つけて指で掴んだ。エリーゼちゃんの体がビクンと跳ねる。

「本当に？」

「ダメっ」

　服を押し広げ、おっぱいを引っ張り出す。

　顔を近づけ、胸に顔を埋めて、柔らかい乳輪を舐める。ちゅうっと吸いついて、レロレロと舌を動かしながら上目使いで問うと、熱を含んだ目で見下ろすエリーゼちゃんと目が合う。

「本当にダメ？」

「だって、声が……あんっ」

「大丈夫。舐めるだけだから。……それで、クラスの出し物って何？」

　ぺろっちゅっ……ちゅっと乳首にキスを続ける。

　ぎゅっと肩を押されるが、非力なエリーゼちゃんにはどうにもできないようだ。乳首を吸い上げると、肩に置いたままの手に力が入り、肩をギュッと掴んでくる。

「はぁっ……もう……ダメっ……ダメダメ……あっ……！」

　ビクンッビクンと静かに体をうねらせる。

　あ、乳首だけでイッちゃった。

　ガクッと力の抜けたところをすくい上げ、膝に乗せて、引き続き乳首を舐める。

　敏感になった乳首でまた痺れが走ったようにふるえる。

「あっ……またっ……イッ……」

　ビクビクッ。

　うーん、めちゃめちゃ敏感になったねーいい。

　ぎゅっぎゅっと乳房を揉んで様子を見ていたらエリーゼちゃんが回復したと同時にぷんぷん怒り出した。

「舐めるだけって言ったのに！」

「え……舐めただけじゃない？」

　そりゃま、揉みもしたけども。

「舐めただけじゃなくイカせました。嘘つき……」

「えー……、イカせちゃダメだった？」

　そんなー。舐めたら気持ちよくしなきゃでしょ。ご無体なー。
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　文化祭当日、俺は朝から王子カフェの裏方にいた。

　昨日は乳首舐められてイカせちゃダメとか言われて可愛かったなー。

　とか思いを馳せながら次々に溢れそうになる皿やコップを洗い続ける。慣れていないので何度も「綺麗になってない」と返されているが、なんとか妄想して乗り越えていた。

「まったく王子とその取り巻きは呑気なもんだよな。客の隣に座って、ただ茶を飲んでるだけだろ。あれが接待なのかよ？」

「自分が隣にいるだけで客は喜ぶと豪語していらしたぜ。すげぇ自信」

「まあ客からしたら貴重だろうけど」

　裏方の仲間たちがコソコソ言っているのを片耳で聴きながら思う。

　なるほど。ナンバーワンホストごっこか。

　男が聞けば鼻持ちならない話だが、実際客は喜んでいるわけだからどうしようもないんだよなぁ。……持つべきものは地位か。

　いやだから、俺公爵家の跡取りだってば。

　なんで三下扱いなのか。脳筋はダメですか。まあ、もう今は脳筋と言えるかどうか怪しいけどね。

　しばらくして教室内にざわめきが起こった。何が起こったのかわからないが、全員が数秒黙った後、そこかしこでコソコソ話がはじまった。

　変わった客でもきたのかなと、さすがに興味が湧いた。

　キッチン側のスペースから男子の隙間をついてその原因を確認した。

　客としてルリ嬢が来ていた。なーんだと思って視線を逸らそうと思ったが、びっくりしすぎて二度見した。

　ルリ嬢は、この世界の常識から考えるとあり得ないような格好をしていた。

　スカートが短すぎる。膝上じゃねーかよ。

　おいおい、このビクトリア朝時代のような価値観の世界では女がくるぶしを出しただけで顰蹙を買うんじゃなかったんかい。

「あれっていいわけ？」

　俺の認識が間違っていたんだろうかと近くで働いていた宰相ジュニアに尋ねる。

　宰相ジュニアはなぜか得意げに笑った。

「あれは彼女のクラスの出し物の衣装だ。黒猫カフェとか言うもので、みんな頭に猫の耳をつけ、あのような黒いドレスを着ているらしい。先進的な短いドレスだが、黒いストッキングでしっかり脚は守っているからそんなにいやらしくない。さすが王子の恋人の考えることは違うな。客が大入りだそうだぞ」

　何言ってんだ、いやらしいだろ。どう見ても。

　前世のアダルトコーナーに売ってあるエロコスプレだよどう見ても。

　こいつマジで洗脳完了してんな。

　と思って数秒してから、宰相ジュニアの情報に俺は脂汗をかき始めた。

　いや、ちょっと待って。ルリ嬢のクラスってことは……。

「エリーゼちゃんのクラスが黒猫カフェなの？」

「まあそうなるな。あのクラスは裏方含めて全員あの格好らしいぞ」

「えっ」

　今エリーゼちゃんあんなエッチな格好してんの？

　嘘だろ。誰にも見せたくないんだが。

　うわーヤダヤダヤダ。

　そりゃエリーゼちゃんが口を割らないわけだよ。この世界の普通の女の子の感性じゃこんな格好で人前で接客なんて屈辱以外の何ものでもないもんな。

「お前は忙しくて見に行けないか。ここが済んだらすぐ剣術クラブなんだろう？」

　そうなんだよな、最悪。

　エリーゼちゃんが裏方してますように。俺以外の目にあんなエッチな格好してるところ見られてるとか嫌すぎる。




　結局俺はエリーゼちゃんのエッチな格好は見られなかった。

　剣術クラブの方に見学に来てくれたんだが、コートを着ていたし、耳も外してたからだ。

「あ、コート……」

「あの……すみません……人に見られたくなくて」

　エリーゼちゃんはすごく複雑そうな顔で俯いた。嫌なんだろうなー。

「いや、全然大丈夫。黒猫？　のカフェって聞いたけど」

「あの……私は少し違うんですけど……はい」

「でもスカートは短いんでしょ？　他の野郎に見せなくていいからね。接客とか……してる？」

「裏方です。どうしても嫌で……」

「誰にも見せなくていいから」

　マジで嫌だ。エッチな格好は俺の前だけでいい。

「明日二人の時に見せてくれたらいいから」

「……え？」

「え？」

　あれ？　違った？

　まあいいや、ゴリ押しで行こう。

「明日の休み、俺の家でそれ着て見せてよ、ね。」

　周りに人がいたので耳元で囁く。エリーゼちゃんは顔を赤らめて頷いた。

　もーエリーゼちゃんったら、そんな顔したら今の見てた男たちに俺がエロいこと言ったと思われるじゃん。

　実際後ろを振り返ったらニヤニヤ顔で何人かに見られてた。

　剣術クラブって結構エリーゼちゃん派多いんだよ。俺成敗されちゃうよ。




　楽しみにしていた文化祭明けの休み。馬車でデートに迎えに行くとエリーゼちゃんは大きな紙袋を持っていた。

　うーわ、衣装が入ってるんだそれ。嬉しすぎる。あー楽しみ。

　家に着くまでの間、時々止まって買い物をし、家に着くと軽く両親のお茶に付き合ってから部屋に引き込んだ。

　うちの親はエリーゼちゃんとの結婚を喉から手が出るほど望んでいるので、絶対に気まずい思いはさせないでくれる。だからエリーゼちゃんは毎回まだ未婚だと言うのになんの疑問も抱かず俺の部屋に落ち着くことができるのだ。

「ごめんね、親のお茶に付き合わせて」

「いいえ。とってもいいご両親で、気に入って貰えているのが私も嬉しいです」

「ならよかった」

　とか言いながら、エリーゼちゃんが隣に置いた紙袋が気になって仕方ない。

　でも多少は会話しないと。俺はエリーゼちゃんの隣でお行儀よくくつろいだふりをした。

「前の婚約の時は王子の両親とは？」

　国王と王妃だから、まあ距離はあるだろうけど。

「お二人とは、親密な会話などはなかったです。顔を合わせたのは父と一緒の時だけでした」

「へー」

　完全政略って感じだな。

　これで王子とも仲良くないんだから、拠り所なんて一切ないじゃん。

「俺の親とは仲良くしてやってね」

「はい大好きです」

　よかった。これならもし俺がエリーゼちゃんに多少嫌われても親が間に入ってくれるだろう。

　ホッとしたところで、俺はチラリとエリーゼちゃんの荷物に視線をやった。

「エリーゼちゃん、その……衣装。着て見せてくれる？」

「あ……う……はい。その、ここで？」

　目の前で着替えてくれるの？　と思ったけどさすがに遠慮した。絶対着替え終わる前に手を出しちゃうから。

「いや、そっちの部屋使っていいよ。ワクワクしたいから」

「はい」

　エリーゼちゃんは立ち上がって部屋の扉を開けると、俺の寝室に入っていった。

　あー楽しみ。手持ち無沙汰にはなったが、一体エリーゼちゃんがどんな格好で出てくるのか。昨日のルリ嬢の服を思い出すが、純粋にエリーゼちゃんを楽しみたいのでそのイメージを振り払った。

　数分して、ドアが開く。俺は落ち着かず立ち上がってうろついていたのをやめて、エリーゼちゃんが現れるのを待った。

　そろりと扉の影から恥ずかしそうに出てくる。

　頭から何かが突き出しているが、どうも猫の耳ではないような。徐々にその全容がわかると、エリーゼちゃんの頭から突き出た物が小さなツノだとわかった。

「えっ猫の耳じゃないの？」

「……すみません」

　エリーゼちゃんが気まずそうに手を後ろに回してもじもじした。

　その動きに誘われて上から下まで視線を動かす。

　うーわ。何この格好。

　エリーゼちゃんの格好は完全にエロコスプレだった。

　赤毛に装着したカチューシャには小ぶりの黒いツノが生えていて、衣装は黒いロリータ系のミニワンピースで膝上まで晒している。剥き出しの足は肌色のストッキングで、靴のヒールは高い。

　くるりと周りを回ると、針金の入った尻尾まで生えてて、尻尾の先にハートがついてる。

　なんでこの尻尾はスカートの内側に……これじゃ完全にアナルプラグだと思われるだろ。

「私は悪女だから、これにしろとルリさんに……」

　うん、まあ見るからに小悪魔なんですが……淫魔だろうな……エロすぎんか……？

　ルリ嬢はエリーゼちゃんのことをいじめるし嫌いだけど、エロに関しては天才的なセンスを持っていると認めざるを得ないだろう。……神。

　あの女なんでこんな格好させたんだ？　その辺の男にレイプでもさせようと思ってたんじゃないだろうな。こんなん外歩く衣装じゃないって。

「……ヤっバ……」

「変ですか……やっぱり」

「じゃなくて、すっごいエッチ。他の男に見られなかった？」

「……たぶん」

「よかった……。こんなの見たらみんなエリーゼちゃんのこと襲っちゃうよ」

　エリーゼちゃんは赤くなってうつむいた。

　はぁ、照れ屋の小悪魔可愛っ……。どこから手を出したらいいかわかんないんですけど。

　エリーゼちゃんにそっと近寄ると、いつもは長いスカートが足に引っかかるが、それがなくてなんだか新鮮だ。

　短いスカートから丸出しになっている足に手を伸ばしてツルツルのストッキングの上から形のいい足を撫でる。普段見れない分余計興奮してくる。

　それに指一本伸ばすだけでスカートの中が暴けるってのはいたずら心がくすぐられる。

「恥ずかしい？」

「はい……」

　何より気になるのはこのストッキングがスカートの中でどうなっているかということだ。パンティーストッキングなのか、ガーターストッキングなのか……。

　うーんどっちもいいなー。それぞれ楽しみ方があるし。

　ソファーに座ってエリーゼちゃんを膝に座らせながらお願いする。

「こういうのもいいね、可愛すぎ。俺に悪戯して」

「悪戯？」

　エリーゼちゃんの膝の上に手を触れ、内側に向けて滑らせる。スカートの先に手が触れると、チラリとスカートを持ち上げて中を覗いた。ストッキングはパンストだった。いいね。破りたい。

「エリーゼちゃんのこれ、淫魔のコスプレでしょ」

「淫魔？」

　あれ？　あるよね、この世界にも悪魔って概念。

「男を誘惑する悪魔だよ。エッチなことして、男の精液を集めるみたいな……そういうことするヤツ」

「……精液を……？」

　エリーゼちゃんは真っ赤になった。

　あーもう、この小悪魔。ひっくり返してパンスト破いてガン突きしたい。
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「私は淫魔じゃありません……」

　エリーゼちゃんは俺の肩に手を置き、衣装の恥ずかしさに耐えて唇を押し当ててきた。

　唇にエリーゼちゃんの唇が繰り返し押しつけられ、そっと口を開けて促すと舌が入ってくる。

　口内で絡みついてくるのを楽しみながら、されるがままになっていると股間に手を感じた。腫れ上がったそこを撫でられ、快感を与えられる。

「はぁ……じゃあ小悪魔ちゃんかな……」

　キスの合間に呟く。ますます唇に吸いつかれ、黙らされている間にズボンのベルトが外されて、中に手が入り込んでくる。

　やっぱり今日のエリーゼちゃんは淫魔だ。

　陰毛の上を柔らかい手が撫で下ろし、肉棒をつかむと快感が走り抜けて声が漏れた。

「んっ……」

　エリーゼちゃんの手がそれを引っ張り出し、両手でペニスを掴んで見下ろす。

　唇に垂れた唾液を舐める舌がエロい。

　手が上下し、擦り上げる。

「なんか、大きいですね」

「エッチな格好に興奮してるからかな」

　はー気持ちいい。

　奉仕してもらいながら、そのコスプレした姿を楽しむ。どんだけ可愛いカッコさせられてんだよ。これで学園内にいたとかマジで犯罪でしょ。

「口の中に唾液溜めて？」

　頷いたエリーゼちゃんが口を閉じて動かす。しばらくして口の中に溜まった唾液を舌に乗せて見せてくれた。美味しそう。それを垂らし、ペニスに手で塗り込んで擦りつけてくれる。ぐちゅぐちゅと手を動かすと、滑りが増してますます気持ちいい。

「……どうですか？」

「気持ちいいよ」

　素直に答えると、ますますスピードを上げて手が往復し、亀頭をくるくると撫で回される。俺の口から、はぁはぁと息が上がる。

　エリーゼちゃんはこちらを見て嬉しそうだ。反応があると楽しいよね。

「タマも触って……優しくね」

「タマ？」

「棒の後ろにある……それ」

　エリーゼちゃんが男の体のこと色々知ってるわけないか。

　頼むと、すぐに片手を滑らせて陰嚢へ持っていった。軽くすくうように持ち上げ、形を確かめ、軽いタッチで揉んでくれる。

　じんわりとした気持ちよさが広がり、力が抜ける。気持ちいい。

「ん……そう」

　しばらくその感覚を楽しんでいたら、エリーゼちゃんが膝の上から腰を上げた。

　いつの間にか熱中して閉じていた目を開けて確認すると、床にペタンと腰を下ろしていた。

　俺のズボンを膝まで下ろし、陰嚢に舌を這わせ始める。

　ぬるっと舌が袋に触れ、優しく皺を舐めている。うわっ今日、朝風呂でめちゃめちゃ綺麗にしておいてよかったー。多分俺の陰嚢は石鹸の香りのはずだ。

　手で竿を柔らかく扱きながら、舌を出して玉袋をペロペロと舐めている姿は最高に淫魔ちゃんだ。片タマを舌の上に乗せ、軽く口に含んでフニフニしてくる。

「うわっ……あっ……」　

　エリーゼちゃんがこちらの表情をうかがい、目が合うと顔を赤くしてうつむいて愛撫を続ける。

　あーたまらん。腰砕け。気持ちよすぎる。口で愛撫されたから精子が俄然やる気出してきた。

　ちゅぷっと唾液の糸を垂らしながら口が離れるのを待って体を引っ張り上げた。

「ありがとエリーゼちゃん」

　ぎゅっと抱きしめ、唇を奪ってむさぼる。エリーゼちゃんの口の中は俺の体液の味がしたが余計興奮しただけだった。卑猥なものを一生懸命舐めていた口にキスするのいい。

　その間に手が動き、俺の服を脱がせようとしてくる。エリーゼちゃんを手伝って上着を脱ぎ、下も脱ぎ捨てる。

「私のことは……？」

「触ってほしい？」

　胸に手を這わせながら聞き、少し考える。せっかく着てくれた衣装を脱がすのは惜しい。

　ドレスの襟ぐりのボタンを外し、指を掛けて破れないように布を引き下げて、おっぱいを出し、その下に服を引っ掛ける。

　おっぱいが出てますます淫魔らしくなってきた。

「脱ぎましょうか？」

「いや、このままでしよ」

　でもベッドで。

　エリーゼちゃんを抱き上げてベッドまで移動した。

　ベッドの端に座り、後ろからおっぱいを触る。

　手をひろげ、下から押し上げるようにつかむと、むにゅっむにゅっと揉み、痛くないくらいでぐっとつかむ。

　そのまま伸ばした人差し指で乳首をくりくりくりと刺激すると、リラックスしていた乳首が立ち上がり、声が漏れる。

「あんっ……」

　離してから、またぎゅっと乳房を掴んで乳首を突き出させる。繰り返すたびゾクッと体が震える。

「ふ、うっ……あんっ」

　エリーゼちゃんの頭が後ろに反り、俺の肩に完全に頭を預けてくる。

　エロい表情が丸見え。目を瞑って必死に快感に悶えている。

「可愛い……エリーゼちゃん」

　頬にキスしながら囁くと、ますます感じるようで、肩越しに縋りついてくる指に力がこもった。

「……はぁっ」

　スカートが短いから、エリーゼちゃんが太ももを擦り合わすのがよく見える。

「気持ちいい？」

「あっ……うんっ、気持ちい……んっ」

「下も触ってほしい？」

「触って……」

　もじもじと動くスカートに手を伸ばし、パンストに触れる。すべすべの感触を手で撫でながら太ももの間に手を差し込み、両手で股を開かせる。

　パンストを履いた股が現れた。

　パンティが透けて、その上にパンストの縫い目の線が一本被っている。

　顔を上げて少し離れたところにある鏡を見た。エリーゼちゃんの開いた股がこっちを向いている。

「エリーゼちゃん、鏡見てみて」

「鏡……？」

「ほら、前見て」

　顔をもたげたエリーゼちゃんが自分の姿の映った姿見に気づき、足を閉じようとしたが、手でそれを阻む。

「見てて。今から触るから」

　言って、ストッキングの上から股に触れる。

　センターの縫い目の上あたりをすり、すりと撫でていくと、じんわりと粘りが染み出してきてパンティの色が変わっていく。感触がぬるりと変わって、指が湿る。

「可愛い。エッチだねエリーゼちゃん」

「んっ……ふぅっあぁ……っダメっ」

　腕に縋りつく手が爪を立て、羞恥と快感でおかしくなりそうになっている。

「なんでダメ？　気持ちよさそうだけど」

「気持ちいいからっ……ダメっ、はあっ」

「本当に？」

　指を滑らせ、穴の辺りをぎゅっと押す。指を引くと染み出した愛液がとろっと細い糸を引いた。

「見て。ほら舐めて」

　指をエリーゼちゃんの唇の中に差し入れ、舌に擦りつける。

「んぅ……」

　ちゅっとエロい顔で指に吸いつかれた。

　あー……ヤバ。

　エリーゼちゃんをベッドに転がし、股を開かせ、のし掛かる。

「あん、何？」

「大丈夫……入れたいだけ」

　ストッキングの上からペニスを押しつけ、腰をぐいぐい擦りつけてから、体を起こしてストッキングの中央を掴んで、一気に引き裂いた。

「……きゃぁっ」

　ストッキングが裂けると、蒸れた匂いが広がる。

　あーたまらん。

　丸く広がったストッキングの裂け目から見えるパンティをずらし、現れた濡れまくりのピンクの穴にペニスの先端を押し当てる。

「入れるから」

　じゅぶぶぶぶ。

「あっあんんー……っ」

　子宮口まで一息で押し込む。

　熟れまくった肉がペニスを包み込み、肉襞がペニスの形にみっちりと絡みつく。

　あーやばい。好き。気持ちよすぎる。

　我慢できず、すぐに全力で腰を振り始めた。

　どちゅんっ。

　ぢゅぶっぢゅぷっぢゅぷっ。

「ああ、あああっああんっ」

　自制心のない腰使いでエリーゼちゃんを揺らしながら見下ろす。

　エッチな衣装は乱れ、ストッキングを破られ、ペニスで突かれている。

　エロい。

　じゅぶじゅぶじゅぶ。

「ああんっあっ……ああっ」

「ごめん、我慢、できなかった……」

　謝りながらも腰を揺らし、シーツにしがみついて必死に快感に悶えているエリーゼちゃんに話しかける。

「ストッキング破いてごめんね……」

「服を、破くなんて……っ」

　この服また着る気なんてないくせに。

　なんとか怒ろうと頑張っているが、怒っても可愛いだけなんだよなー。

　体を起こし、エリーゼちゃんの尻を上げさせ割れ目を眺める。ペニスを動かし、ピストンのたびに泡を立てるのを眺める。

「ああぅぅっダメっ奥っ……ダメっ……あああっ」

　あー無理、可愛すぎるっ、またスピードを上げて突く。

　あー……イキそう。止まんない。

「はっ……ぁっ……やばい」

　ぬっちゃぬちゃと音が漏れ、泡立った愛液がどんどん溢れる。

　汗と愛液と先走りで股間がびちょびちょになってく。

「あぅんっああっあんっ……いく、イクッ……」

　腰に絡みついているエリーゼちゃんの足を掴み、押しつけてスピードアップする。

　ガンガンに突きまくると、エリーゼちゃんの体が激しくうねりだした。

「ああんっああんっああっ……ああっ……あああっいっ……く、いくっいくっ……っ」

　汗ばんだおっぱいがぶるんぶるんと揺れ、体がそり返る。シーツを掴んだ指に力が入り、ぐうっと中が締まる。

「あっ……くっ」

　なんとか耐えながら、収縮する膣を掻き分け、ぐちゅぐちゅピストンを続ける。

　あー……これまずい……まずいまずい抜きたくない。

　一気に精子が上がってきて、最後の悪あがきに推し勝ち、ペニスを抜き出し、同時に射精した。

　しばらく固まって解放感に溺れ、走ってきたような呼吸を繰り返した。

「あー……やばかった……」

　エリーゼちゃんの隣に転がり、同じようにぐったりしているエリーゼちゃんを眺める。

　淫魔すごい可愛かった。

　でも邪魔そうなので、ツノのついたカチューシャを外してあげて、頭にキスして少し休んだ。
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　運よく深い眠りに落ちる前に意識がはっきりした。セックス後のエリーゼちゃんを綺麗にしてあげないと。

　なんとかベッドから這い出てバスルームに向かう。蛇口を捻って風呂の準備をしてから、くったり休んでいるエリーゼちゃんの元に戻った。

「エリーゼちゃん、大丈夫？　お風呂入れてるよ」

　ちょっと興奮しすぎて自分本位なセックスをしてしまったので、優しく体を揺らすと、エリーゼちゃんはゆっくり起き上がり、自分の衣装を見おろしてのろのろとボタンに手を伸ばした。

「服が……濡れてて。気持ち悪い……」

「貸して」

　すぐに服を脱ぐのを手伝い、ぐちょぐちょの服と破れたパンストは勿体ないがゴミ箱へ捨てた。

「それじゃ、お風呂行って綺麗にしよっか」

「はい」

　二人でバスルームに移動すると、一緒にシャワーを浴び、石鹸を泡立てて汚れを落とす。

　それが済んだらもう一度石鹸を泡立て、今度はおっぱいに泡をつけ、撫でて楽しむ。乳首に塗りつけ、じっくりとさする。

「気持ちいい……ありがとうございます」

　いえいえ、こちらこそ。

　ほんとエリーゼちゃんにはいつも無理な体勢とってもらっちゃっているので。

「気持ちいいならよかった」

　そのまま片手で乳首を愛撫し、もう片方で色々なところを撫でていく。

　手がお尻にたどり着くと、エリーゼちゃんの泡だらけの体を引きよせ、体を擦り合わせながら撫でていく。エリーゼちゃんの手も動き、背中を這い回り、尻に触れて撫でてくれる。

　うーん、幸せ。毎日味わいたいくらいだ。

「そういえば、学園祭どうだった？」

「カフェは盛況だったみたいです」

「変な男とか来なかったの？」

　女の子がたくさんあんな格好してるわけだし。何か起こってもおかしくないと思うんだけど。文化祭でみんなテンション上がってるし。

「ええっと、あまり……普通の方は入れなかったみたいです、恥ずかしがって。ほとんどはルリさんの知り合いばかりで、その方たちがお金をたくさん使っていかれたみたいです。私はお皿洗いをしていたので、そこまでは詳しくないのですが」

　ルリ嬢の知り合いばっかって逆にヤバそうに感じてしまうのだが。偏見かなー。

　何もなかったのなら別にいいけど。

「エリーゼちゃんお皿洗いしてたんだ。俺と一緒だね」

　エリーゼちゃんが笑った。

「ナイブズ様はお皿を割ったりしなかったんですか？」

「大丈夫。優しく扱うのは得意なんだ。こんなふうに」

　言って、エリーゼちゃんの鎖骨に触れ、肩から撫で下ろす。すり、すりとゆっくり皿洗いの手つきを実演して、肩、腕、脇腹と撫でていくと、エリーゼちゃんの目が細まり、ぽーっとしていく。

「んっ……」

「ほら、こっちも」

　太ももを同じように撫でて股の間までくると、割れ目に指を当て、くりくりくりと弄る。

　さっきしっかり洗った割れ目からまた蜜が湧き出しているのが指の滑りで分かる。

「んっはぁ……」

「もっと洗う？」

　聞きながらそこをいじると、今度はエリーゼちゃんの手が前に回り込み、俺の股間を掴んでさする。

　そこからは二人とも無言になって、相手を触りあった。

　胸を擦り合わせ、性器をこすりあい、荒い息遣いと摩擦音だけがしばらく続く。

「あ……っ」

　中を指でジュポジュポ続けていると、エリーゼちゃんの力が抜け、滑りそうになった。慌てて支え、泡を流してから、床に座らせてそのまま手マンを続ける。

　中で指を折り曲げて、クリトリスの裏側に引っ掛けるようにぐちょぐちょかき混ぜるたび体が震える。

　首に手が回され、腰がねだるようにくいくいと揺れる。

「あ……っあんっ……気持ちいい……もうダメっ……」

「もうダメ？　イキそう？」

「……入れて」

　エリーゼちゃんが手を下ろしてペニスを掴み、上目遣いでおねだりしてくる。

「いいよ」

　指を抜くと足を投げ出し、エリーゼちゃんを引き寄せて対面座位で中に押し込む。

　脳が焼かれそう。

　エリーゼちゃんの尻を支え、ぐいぐいと腰を動かす。

　ぐちゅっぐちゅっぐちゅっ。

「あんっ……あぁん……うぅっ」

　あー気持ちいい。

　ペニスでかき混ぜるたび、愛液が湧き出てくる。さっき洗ったのに中はトロトロだ。

「ああんっ……はぁっはぁっ」

「気持ちいい？」

「……いっ……きもち、いっです……」

　こくこくと頷くエリーゼちゃんは自分でも必死に腰を動かしていて、とてもエロい。

　ぐちゅっぐちゅっぐちゅ……。

　エリーゼちゃんの内側では、充血して膨らんだ肉襞がぶちゅぶちゅとペニスに吸いついている。

　あー……いい。

　また新たな運動で背中に汗をかきながら、敏感な内側を抉り、抱きついてくるエリーゼちゃんの耳や首筋に吸いつき、汗を舐める。

「んっはぁっ……ああんっ……」

「はー……っ凄い……っ……イッちゃいそう。気持ちよすぎて」

「あんっ……本当に？」

「本当。すっごい気持ちいい……イッてもいい？」

　ピストンを満喫しながら聞いてみると、エリーゼちゃんは腰を振って少し黙ってから口を開いた。

「ヤダっ……まだ」

「ヤダ？」

「もっと」

　首元に縋りついて耳元でそんなこと呟かれたら、そりゃもう耐えます。

　エリーゼちゃんの背中に手を回し、しっかりと抱きしめて動きを速める。

　ぐちゅっぐちゅっぐちゅっ。

「んっあっああっああんっ」

　浴室にパンパンと音が響き、体を上下させるたびおっぱいが胸の上で滑る。

「気持ちいい？」

　耳元で囁く。

　こくこく頷くエリーゼちゃんの髪の毛を横によけ、耳をべろっと舐め、甘噛みする。垂れた汗で塩の味がする。

　れろれろして、ちゅぷっと穴に舌を差し込む。

「あっはぁんっ……」

　エリーゼちゃんの腰が止まり、ブルブルとふるえる。膣がぎゅっぎゅっと締まる。

「ああっううん……」

　頭が後ろに反り、抱きついたまま腰がぐりぐりとグラインドされる。

　うーわ、その動き不意打ち。

　イキそうになって汗が噴き出す。

　あ、あ、あ、ヤバい。しがみつかれたままだと中に出ちゃう……。

　止まって耐えていると、エリーゼちゃんが腰の動きを再開して、自分で上下に動き始める。

　パチュパチュパチュ。

「……ね、ナイブズ様……気持ちいい？」

「うん……まって、待って……」

「ダメ、動いて……」

　あー……もうヤバいって。

　イッちゃうって中で。

　首に巻きついたエリーゼちゃんの腕を掴むと、グッと剥がし、床に押し倒すと、ググッと腰を押しつけた。

「っああんっ！」

　頭の上に腕をまとめて固定し、片腕で自分の体を支えると、一気に腰を打ちつけまくる。

　ばちゅばちゅばちゅ。

　突然与えられた刺激にエリーゼちゃんの背中が反り、腰がふるえる。

「あああっああんん、すごいっ」

　ぐちゅぐちゅ中を突きまくり、エリーゼちゃんの気持ちいいところを刺激しまくる。

「ああっああっああ、あんっあんっあん」

　もう我慢の限界だった。

「エリーゼちゃん、イクッイクよっ」

「あんっ私もっ、ああっああっ……イっ……」

　エリーゼちゃんの体がガクガクとふるえ、今日一番締まった。

「ああっああ、ああ、んんん……っ！」

　ビクンビクンビクンと体が脈打ち、締めつける。

「あっイクっ……くっ」

　一気に絶頂まで追いやられて、中から抜き出すとペニスがビクンビクンと跳ね、大量の精子を吐き出した。

　目の前がチカチカする解放感と、うねるような満足感が襲ってくる。

　あーもう、脳細胞壊れる……よすぎる……。

　床に仰向けになったまま微睡むエリーゼちゃんを眺めると、お腹にかかった精液を指でくるくる弄んでいた。

　はーもう。

　可愛すぎんだよな。
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「ナイブズちょっと話がある。来てくれ」

　親父は俺の姿を見ると、立ち上がって書斎へ向かった。

　俺はその後ろ姿を眺めながらついていく。

　平静な顔をしていたが、内心ドキドキだった。

　親父に個人的に部屋に呼び出されたことは数えるほどしかない。いつもは食事の席や居間で済ませるからだ。オープンな人なので、説教するのも人前で堂々とする。

　それが、来てくれ？

　ということは人前で話せないことなのだ。

　怖っ。

　エリーゼちゃんとヤリまくっていることがバレた？　それか妊娠しちゃったとか？

　色々なことが頭をよぎったが、たどり着いた書斎で二人きりになった途端、その予想が外れていることがわかった。

　机に回り込んで腰を下ろす親父の顔は、父親ではなく将軍の時のものだったからだ。

　俺はホッとして父親の机の前に行き、部下のように直立して言葉を待った。

　しかし親父はすぐには話を始めず、取り出した書類か手紙に目を通している。

　息苦しさにため息をつきたかった。

　超機嫌悪いしこの人……。

　手紙を読み進めるたびに重苦しくなっていく威圧感が再び嫌な予感を掻き立てた。今から言われることが俺の個人的なことでないとしても嬉しいものでないことは確実だな。

　面倒なことじゃないといいけど……。

「お前に頼みがある」

「はい」

「王子の女……ルリとか言ったか、調べてきてくれんか」

「嫌です」

　思わず口走ってしまってから唇を噛む。

　即答しすぎた。ヤバいな。

　考えていた内容とあまりにかけ離れていたので一瞬思考停止してしまった。そしてルリ嬢のことを思い出し、あからさまに嫌な顔をしてしまう。

　なんで俺が？

　というかそれはもう、頼みというか仕事じゃん。嫌だ。

　しかし目の前の親父は平気な顔で俺の実のある返事を待っている。「嫌です」の一言は完全に聞き流されてしまっていた。最低だ。

「あー、その……女を調べる理由は？」

「王が婚約者として適当か、疑問視していらっしゃるそうだ。これが依頼の手紙だ」

「まあ疑問視するでしょうね」

　机の上の手紙を指で叩きながら突き出されるが、見る必要もない。

　超絶納得というか、今さらかとさえ思う。

　何せあの女は今も学園で多くの男をはべらせているし、今は上級クラスにまで食指を伸ばしているらしい。

　上級クラスってことは授業として就職先での研修が半分入るので、そこから学園の情報が大量に外に漏れているってことだ。その先輩たちが奴らのヤリ部屋まで知っているのだから、調べるとか今さらだろ。調べなくても皆知ってるんだから。

「調査なんて必要ありますか？」

「王子が執着しているらしいからな。そもそも付き合い自体放っておいていいものかという問題もある」

「……まあ確かに」

　いや、だから。

　……やっぱちゃんと報告書とかが必要ってことかな。

　王子だもんな一応。

　父がコンコンと拳で机を叩いて注意を引いた。

「その仕事を、お前に頼みたいのだが」

「嫌です」

　条件反射で言ったら、思いっきり睨まれた。威圧感で脅すのやめてくれませんかね。

　でも、俺もそんなに簡単に折れたくない。

　だってまだ学生だもん。上級クラスでもないのに仕事するとか絶対嫌。まだ働きたくない。

　将軍の息子だと言って、うまく使われるいわれはない。

　エリーゼちゃんとの時間が減るじゃん。

「仕事はちゃんと実績のある大人がやるべきだと思いますが？」

「あの女の周りに男がついて回って、取り込まれずに済むか心配だ」

　なるほどね。

「俺はいいんですかね、取り込まれても」

「お前はあの女には免疫があるだろう。すでに取り込まれてない時点で大丈夫だ。王がつけた王子の護衛として一週間過ごせ」

「俺、学生なんですけど」

「俺の部下をくだらん仕事につけたくない。頼んだぞ」

　出たよ本音。だから手紙読み返して怒ってたんかよ……最低。

　あとはもう子供みたいに駄々をこねるしか方法がないじゃん。さすがに無理か。

　あーもう、嫌すぎる。あいつらも嫌いだが、何よりエリーゼちゃんとの時間が減る。

　親父は俺が要求を呑んだと理解すると、面倒な仕事が簡単に済んだと満足して口角を上げた。

「朝と休憩と放課後はあいつらについて回れ。ちゃんと小遣いを上乗せしてやる」

　朝と休憩と放課後って全部じゃん。

　やっぱりエリーゼちゃんとの時間ないじゃん。もー最悪。




「ごめんね、一週間だけだから」

　次の朝、馬車の中で揺られながらエリーゼちゃんに説明した。結局明日からルリ嬢と王子について回らなければいけない。今日、本人たちに知らせて、明日の朝から任務に着くことになる。

　エリーゼちゃんは複雑そうな顔をしていた。

「その間は全然会えないんですね……」

　俺も一週間会えないのはめちゃくちゃつらい。

　だがよくよく考えた結果、これは仕方のないことだった。

　王から親父に話が来て、親父が身内の俺に依頼した。

　これって俺が王子の同級生だからだ、と考えるのは結構やばくないか？　と考え直したのだ。なぜなら親父は軍の将軍だし、軍に出入りしてる剣術クラブの先輩も警告と探りを入れてきていた。

　何が隠れているのか知らないが、この話が怪しい以上、アイツらと関わっている間は、俺もエリーゼちゃんとしっかり離れておこう。

　はぁ、やだなぁ。

「俺も寂しいけど、エリーゼちゃんがアイツらに絡まれたら嫌だから、一週間だけ我慢するよ」

「……そうなんですね。わかりました」

　しょんぼりしているとエリーゼちゃんが体を寄せてきた。

「今日は……」

「今日は大丈夫だよ」

「じゃあ……いえ……あの。えっと……今日は……」

　エリーゼちゃんは顔を染めて口ごもってはチラチラ見てくる。

　あー、これは。

　可愛い。

　朝っぱらなのに、エリーゼちゃんから誘おうとしてくれてる？

　可愛くて、猫にするみたいに顎の下を指でなでなでしてしまう。

「今日さ、一週間分、先に補充させてくれる？」

　唇が触れるくらい顔を近づけて話すと、エリーゼちゃんは恥ずかしそうに微笑んだ。

「はい。いいですよ」

　エリーゼちゃんが俺の胸に手をつき、キスしてくれる。嬉しいなー。

　舌を絡めながら今日のプランを変更する。もうすぐ校舎についちゃうし……どこか空き教室探さなきゃ……。
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「またサボらせちゃってごめんね」

「黙っててください」

「考えると罪悪感が増す？」

「そうです」

　エリーゼちゃんは首に手を回して喋る俺の口を塞いだ。

　空き教室を調べると視聴覚室があったので、鍵を失敬してきた。最上階のため、もう階段からキスしながら部屋に入り、後ろ手で鍵を閉める。

　考えてみればここはそこそこ防音が利いているし、ほとんど使われることがないので最高に穴場だ。

　今度から密会場所はここにしようかなと思いながら、たっぷりキスをする。

　一週間分たっぷり補充しておきたい。

「美味しい……」

「え？」

「エリーゼちゃん美味しい」

　柔らかい唇をちゅっちゅっと吸い、角度を変えて唇の間に舌を差し込み、唇の内側の柔らかいところを舐める。

　相変わらず甘くて美味しい。今一番好きな味だ。

　エリーゼちゃんの舌がゆっくり動き、ぬるぬると唾液が混ざり合う。めちゃくちゃ気持ちいい。

　キスしながら体を押していき、机の上に座らせるとお尻に手を這わす。

　柔らかい丸みを撫でながらエリーゼちゃんを眺めると、俺の胸に伸ばされた手が服の上を撫で降り、ズボンからシャツを引っ張り出して中に入り込む。

　肌をゆっくり撫でられ、ビリビリと体が震える。

　エリーゼちゃんの指が肌を往復し、乳首にふれて、ツンツンとつついて刺激を送ってくる。

「気持ちいい……」

　呟いて、エリーゼちゃんの首筋にキスしながら体をふるえさせる。

「エリーゼちゃん、好き」

「私も」

　エリーゼちゃんに刺激されながら、顔を覗き込む。もう一度軽くキスしながら肌を探索され、頭が働かない。

　お尻をぐにぐに揉み、はぁはぁと呼吸を繰り返しながら手を上げていき、やっとおっぱいに辿り着く。

　服が邪魔だが、手を離すのが惜しくて服が脱がせられない。

「エリーゼちゃん、胸のボタン開いて」

　頼むと、俺の肌から手を離し、白くて器用な手で自分の胸の前のボタンをいくつかはずしてくれる。

　待ちきれず、開いたところに手を入れておっぱいを引っ張り出す。

「あっ待って」

　夢中でおっぱいを揉み、ぎゅっと握り、乳首を指の先ですりすりとくすぐる。すぐに硬くなったそこをくりくりくりと弄んでツンと押し込む。

「はぁん……っ」

「好き」

　屈んでおっぱいに顔を近づけ、香りを胸いっぱいに吸い込む。いい匂い。

　乳首を口に含むと、手で乳房の肉をやわやわと揉みながら舌で舐めて転がし、ちゅうちゅう吸いつく。

「あっああんっ」

「気持ちいい？」

「うんっ……気持ちいいです。あん」

　もう一度吸いつくと、エリーゼちゃんの手がまたシャツの中に戻ってきた。俺の乳首を再びつまみ、指で転がす。

　ああもう、エリーゼちゃんにいじられると乳首すごい感じる……まずいって。

　しばらくそうして乳首をいじり合うと、今度はスカートの中に手を滑らせた。

　スカートを捲り、パンティをずり下げると、透明な愛液が糸を引く。それを指に絡め、二本で割れ目を撫でるとまたトロッと蜜が溢れ出す。

　いい匂いだ。

　鼻を近づけて匂いを吸い込み、見る間に尖ってきたクリトリスに皮の上からジュッと吸いつき、舌を動かす。

「ああんっ」

　体がビクンと跳ね、もじもじと足が逃げる。

　唇で押さえて、舌でぺちぺちと繰り返し叩くと、指の下で膣口がひくついた。

「すっごい濡れてきたね」

「あんっあっあっ」

　指をぬるっと回しながら中に進入させ、ぐゅっぬちゅっと中で動かして、ぬるぬるしたマン肉に吸いつかれる感触を楽しむ。

「あんんっあーっ……はぁん」

「あーすごっ」

　つぽつぽと中を刺激しながら舌でクリトリスを舐め続けると、夢中になったエリーゼちゃんが腰をうねらせ、顔に押しつけてくる。

「あっあっ……あんっああっ」

　何度か中をひくひくさせ、いい感じに解れまくった中は、熱くてねっとりしていてたまらなく気持ちよさそうだ。

「もう入れるね」

　指を抜き、宣言しながらズボンを緩める。指に絡んでいた愛液が服につくのもお構いなしでペニスを取り出し、エリーゼちゃんのピンクの割れ目に押しつける。

「あっあっあああっ」

　ぐちゅちゅっと中に押し入ると、亀頭に吸いついたマン肉がすぐに、ぐにぐにと絡みついてくる。

「……はぁ、気持ちいい」

　ぐりぐりと奥に進ませるたび新しい肉襞が絡みつき気持ちよくしてくれる。

「あー……馬鹿になりそう」

　いや、授業サボって空き教室でセックスしてるんだから、充分馬鹿だが、しょうがないしょうがない。若いんだから。

　奥にたどり着くと、くちゅっくちゅっと優しく突き、エリーゼちゃんに快感を送る。

「そこ、あんっ。気持ち、よくなりすぎちゃうのっ……」

「うん、わかった」

　リクエストにお応えして、そのまま奥を突き続けることにする。

　くちゅっぬちゅっと音を立てながら子宮口を押す。

「あ……んんっ」

　ちゅくっにちゅにちゅ。

　ペニスでかき回すと、エリーゼちゃんが目を瞑って唇を甘噛みする。

　腰の動きに合わせて乳房がたゆんたゆんと揺れる。

「んっんっんっあん」

　パチュッパチュッパチュッ。

　どんどん内側で粘り気が増して、エリーゼちゃんのフェロモンが強まる。

　あー……早く動かしたい。

　ふと時計を見ると、あと十分でチャイムが鳴ることに気づいた。

　次の授業でここが使われるかどうかわからないから、とりあえず終わらせないと。

「ごめん、ちょっと早くするね……」

「はぁ、あんっあんっ……っあっあっああっああっ」

　気持ちよさそうに喘ぐエリーゼちゃんの両足を持ち上げて足を肩にかけると、むき出しの尻に強く打ち突ける。

　じゅぱじゅぱじゅぱっ。

「あっあっあんっあんっ」

「授業、出ないとだから、一旦……っ」

「あっだめっ……っあんっあっあんっ」

　エリーゼちゃんは離すまいと襟を掴んでしがみついてくる。わー可愛い。

　そんなことされると、授業とかどうでもよくなってくる。

　腰の動きを速めてエリーゼちゃんを絶頂に追い詰めていく。

「でも、一旦……ね」

「あっああっいくっ……イッちゃうっ、ああっああっ……」

　エリーゼちゃんの一番いいところを突きまくると、もう何も考えられなくなって、一気に絶頂を迎えて体を跳ねさせた。ビクンビクンと体がうねり、力が抜ける。

　ぜぇぜぇと息を整えながらペニスを抜き出し、息を整えていると、エリーゼちゃんが起き上がってまだイッてない俺のペニスを扱くでもなく触ってきた。

「……どうしたの？」

　表情を見ようと顔を見ると、真っ赤になって顔を背けて隠してしまうが、恥ずかしそうに呟いた。

「あの……もっと……ダメ？」

　エリーゼちゃんが学校でセックスのおかわりねだってきてる。

　わー堕落させてしまいました。

　エリーゼちゃんのパパ上ごめんね。

「チャイムもうすぐ鳴っちゃうから、一旦出て、教室移動とか終わったらもう一限サボってしよっか」

　ますます勃起してしまったがなんとか萎えさせてズボンに押し込んでから近くのトイレの個室に入ってキスしながら時間を潰した。

　あー明日から一週間王子たちについて回る生活か。

　ダルっ。
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「あーん、王子様すごーい、最高ーっ」

「ああ、ルリ。ルリの中も最高にいいぞ。こんなにいいのはルリだけだ」

「好きぃっ王子様ー」

　宿屋の部屋は防音性能が皆無だった。

　俺は今、その部屋の前で見張りをしている。

　一体誰の、なんのための見張りなのかはわからない。

　背後のドアの奥では王子とルリ嬢がセックスしていた。

　二人ともまったく声をおさえないし、この安宿の壁とドアはベニヤ板かと思えるくらい防音性能がない。だからこの宿屋に入ったすべての人間がここで何が行われているか知っていた。

　そして新たにこの宿に足を踏み入れたすべての人間は、全員が全員、怪訝な顔でこの部屋を見上げるのだ。そして部屋の前で見張りしている俺を見つける。

　いい恥晒しだ。

　俺はこれを一週間毎日繰り返した。

　唯一の救いは、今日が最後の日で、やっとこの仕事が終わるということだ。

　なんとか耐え切った。

　本当につらかった。

　王子とルリ嬢がこの宿に来るのは毎日で、毎日ここでセックスしていた。

　その声を聞いていたら前世の思い出が蘇った。

　一年ほど住んでいたアパートで、隣の部屋のセックスの声に毎朝苦しめられたんだった。あの頃はかなり睡眠を邪魔された。七時に起きたいのに、五時から始まるのだ。仕事に支障をきたして一年で引っ越した。

　頼むから防音の利いた部屋でやってくれ。

　王子のくせにケチるなマジで。

　ギシギシギシギシ。

　……まだ終わらんのか。つーか王子絶倫すぎんだよ。毎日何回やってんだよ。おかしいだろ。スポーツもやってないのにスタミナがありすぎて怖いわ。

　つーか、本当に知り合いのセックス聞くのつらい……。

　もうイヤ。

　帰ってエリーゼちゃんとイチャイチャしたいイチャイチャしたいイチャイチャしたい。

　俺が苦しい顔でじっとドアの前を見張っていると、階下から暗い男がこちらを見ていた。

　くたびれた感じの服装で、暗い色のローブをかぶっている。フードのせいではっきりと顔は見えないが、目が合うと睨みつけてきたのはわかった。

　そうだよな。

　睨みたくもなるよな。

　この一週間睨まれることは何度もあった。睨む気持ちもとてもよくわかる。

　こんだけうるさけりゃ腹が立つわな。

　と思ってからふと考えた。

　この一週間であの男の姿を見たのは三度目だった。いつも遠くからこの部屋の様子を不機嫌そうに窺っているのだ。

　おそらくこの宿屋の客で、このバカみたいな騒音にひどく腹を立てているだけだろうと思っていたのだが、これで三度目……もしかして何かおかしいか？

　護衛としては気にするべきだろうか？

　一応仕事か、と一歩踏み出すと、男は顔を逸らして立ち去った。追いかけようか、と思った途端に、

　バタン。

　背後のドアが開いた。

　……最悪だ。

「おい！　お前も入れ。ルリが仲間に入れてやると言っているぞ」

　ぞわっと背中に鳥肌が立つ。

　この誘いも一週間で三回目だった。

　振り返ると全裸の王子が目を爛々とさせて立っていた。しかも股間も勃っている。

　腰回りは体液でベトベトだ。

「……結構です」

「遠慮するな！　今日で最後だろう！」

　頭ぶっ壊れてんだよなこいつら……。

　それに部屋から漏れてくる下品な匂いは不快でしょうがない。何やら変な匂いも混じっていて目が痛い。間違っても参加なんてしたくない。

「ナイブズ様ぁ、素直になってくださぁい」

　全裸のルリ嬢が死角から飛び出し、タックルしてきた。

　廊下だぞ。しかも吹き抜けで丸見えだぞ。羞恥心とかないのか。

　とか悠長なことを考えていたせいだろう。

　一瞬の隙をついたルリ嬢に首にしがみつかれ、無理やり唇を押しつけられていた。

　引き剥がそうと必死になった時には舌が押し込まれ、グニッとした感覚と、何かの固形物が舌の上を押し入ってくる。

　さっきまでの下品な喘ぎ声を思い出し、一気に胃の中のものが上がってきた。

　うっ出ちゃう。

　慌てて全裸のルリ嬢を引き剥がし、口を押さえて酸っぱいものを飲み下す。

　あきらかに何か覚えのない絡みつく刺激が舌の上に残った。部屋の中から漂ってくる変な匂いと同じ香りだ。

　やばい……何か飲まされた。

「くそっ……！」

　慌てて唾を吐き出す。

「安心してくださいよぉ、いいものですからぁ。さあ楽しみましょぅ、絶対ナイブズ様ってぇ、おちん×んおっきいと思ってたんですぅ」

　ルリ嬢が異様に赤い結晶の入った小瓶を手の中で振っていた。

　見たことのない代物だったが、詳しく観察する間もなく視界が歪む。

「……うわっ」

　一気に血が沸騰したかと思った。ドクドクと心臓が脈打ち出す。

　股間が勝手に硬くなって、ズボンの中で痛みだした。

　二人の顔がニヤニヤと歪んでいるように見える。気持ち悪い……眩暈がする。おえっ。

　理性が崩壊しかけて、慌ててその場から離れ、階段を降りる。

　……絶対まずい薬だこれ。

　気づいたら宿の外だった。

　体が熱いし、眩暈がする。あと股間がやばい。

　とにかく勃起を抑えようと、父親の渋い顔を思い出してみるが、全然効かない。というか集中して考えられない。

　セックスしたくて仕方がない。セックスしたいセックスしたい。

　なんだこれ、やばすぎる。

　それと同時にやはり眩暈がひどく、うまく歩けない。

　効き方が絶対おかしい。死ぬっ……。気持ち悪い。

　必死で辻馬車を捕まえて、自宅へ向かうように伝えた。




「なんだこの報告書は」

「書いてある通りです」

　数日後、やけに長引いた後遺症に悩まされながら、父親に報告に行った。

　三日寝込んだが、今だに虚脱感がひどい。体がだるかった。

「説明しろ」

「一週間ルリ嬢と王子につきましたが、王子とその女は街にヤリ部屋を押さえていまして、毎日のようにそこで……控えめに言ってセックス三昧ですね。二人でする時もあれば男を増やして三人、四人でやることもあります」

　淡々と説明すると父は不快そうに顔を歪めた。

「なんだそれは……女を増やすのではなく男を増やすのか？」

「まるで逆ハーレムでしたね。それで、最終日ですが、何か怪しい薬……結晶みたいなものだったと思いますが、それを無理やり飲まされました。慌てて逃げ帰ってきましたが、薬が抜けるのに三日かかりました」

「ああ」と頷く。母の判断で部屋に閉じ込められていたことは知っているだろう。

「なるほど。違法なものだと思うか」

「そうでしょう。あのような効き方をするものは、俺は試したことはないですし、安全とも思えません。俺には合いませんでしたが、二人は常用していると思います。それを使用して快楽に耽るのだと思います」

　父親は苦い顔で額を押さえた。

「王子も、か。……頭が痛い……これを私が王に報告するのか？」

　俺が体調不良の間になんとかまとめた書類をパシパシ叩きながら呟いた。

　知らん。

「父上の役目でしょう」

　冷たく言い放つ。はっきり言って同情は一切湧かなかった。

　無理やり仕事させられた上、ひどい目にあったのだ。一週間ずっと酷かったと思っていたが、最後は比べ物にならないくらい酷かった。

　そのせいで十日以上エリーゼちゃんと会ってないし。

「王子が他の男と同列に並べられて納得しているのは、薬のせいか？」

「さあね。もう関わりたくありません」

「いや、関わってもらわねばならん。ますますな」

　父親は俺の主張を一刀両断し、はぁ、と大きなため息をついてから書類をしまって腰を上げた。

　話は終わりということだろう。

「ところでその女の遊び仲間に、宰相のところの倅はいたか」

　宰相ジュニアか……全然見なかったな。

「いいえ、あいつはあの女のことを慕っていますが、女の方はタイプではないんでしょうね、手を出されている様には思えません。それが何か？」

「俺の友人の息子だ。都合よく使われただけなら、救ってやるか」

「ご自由に」

　ということで俺は父の書斎を出た。

　明日はやっと学園に行ける。
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「おまたせー」

「よろしくお願いします」

　学園に復帰してから、初めての休日。

　今日はエリーゼちゃんとデートだ。

　いつものようにダービル公爵邸に迎えにいき、エリーゼちゃんを拾う。

　馬車で二人きりになるとすぐに抱きしめた。

　石鹸の香りと、エリーゼちゃん自身の匂いが混ざり合って、その匂いを強く吸い込むのがたまらなく嬉しい。こんなにしっかり抱きしめるのは久しぶりだった。

　三日寝込んだあと学園に復帰したものの、結局俺はその後も体調不良を引きずってしまっていた。

　そのせいでエリーゼちゃんに心配され、過度なお触りは体力の面から見て禁止されてしまっていた。

　自分としても、もしもあの薬が体に残っていたりして、触ることでエリーゼちゃんに悪い影響が出たりするのも怖かったし、しっかり治るまで我慢するしかなかった。

　その体調不良も数日かかってやっと治まり、昨日あたりには自慰行為の感覚も完全に元通りまで戻ってくれた。

　本当は禁欲してデートに挑みたかったが、調子の悪かった時の精子をエリーゼちゃんの中に漏らしたくなかったし、これは仕方ない。

　馬車の中でエリーゼちゃんを抱きしめて膝に乗せると、健全な性的欲求が頭をもたげてくる。いい感じだ。

「お膝に座るのもなんだか久しぶりですね」

　エリーゼちゃんの恥じらい顔が初デートに戻ったみたいで可愛い。今日はちゃんと手順通りしよう。

　まだ馬車も降りないうちからエッチなことはしない。それを心に刻んでキスする。

　キスも久しぶりだ。なんだか二人とも気恥ずかしくて照れてしまった。

　チュッチュっと軽く吸いついて、目を見つめ、ぎゅっと抱きしめて押しつけられる体の柔らかさを楽しむ。

「はー、幸せ」

　しみじみと呟いて、エリーゼちゃんの胸に頬を擦りつける。

「……もう大丈夫ですか？」

「ごめんね、心配かけて。もう完全に元通りだよ」

「よかった」

　エリーゼちゃんには一週間であったことを全部話してあった。何も知らせず不安にさせたり、俺の見てない間にアイツらに何か吹き込まれたりが怖かったからだ。

　取り越し苦労でもいい。エリーゼちゃんは純粋すぎて心配なのだ。

「その……それで、飲まされたのはどんな薬だったんですか？　毒ですか？」

「いや……あいつらも使ってたみたいだし、たぶん快感のために使ってるやつだと思う」

「快感……興奮するんですか？」

「まぁ、そうかな……なんかすごかったよ。頭が真っ白になって、何も見てないのに股間はギンギンだったし、ずっと治らないし、でも気持ち悪くて立ってられないのに、セックスしたくて仕方なくて。母親が部屋に閉じ込めてくれなかったらやばかったな」

「あの二人はそんな物を使っているんですか？」

「うーん……多分俺は薬の量が多すぎたか、それか体に合わなくて効きすぎたんだと思う。あんなんじゃ、まともにできないよ」

　だが王子たちは違った。それはもう楽しそうに何回も何回も繰り返しプレイを楽しんでいた。その異常な絶倫具合も薬の効果だと考えれば説明がつくわけだ。薬が強く効きすぎなければ俺もハマっていた可能性があると思うと、マジで薬に弱い体質でよかったと思う。

　物思いに耽る俺をエリーゼちゃんが心配そうに見つめていたので、できるだけ明るく声を出した。

「俺は飲まされてすぐにアイツらから離れたから、何にもしてないからね。アイツらの淫行に巻き込まれたくなかったし。後は家にこもってずっと一人で処理したから、安心して」

「だったらその時、私を呼んでいただいてもよかったのに……」

「嬉しいけど俺ほとんど意識なかったし、これでよかったと思う。今週充分世話してくれたしね。ありがとう」

「そうですか」

　エリーゼちゃんの声が残念そうで、それがおかしかった。

　でも仕方ないよね。エリーゼちゃんとはシラフでやりたいから。処理するみたいなセックスに付き合わせられないよ。




　今日のデートは街でやってる花祭りを見て回ることにしていた。

　祭りの入り口で馬車を降りて大量の花で飾りつけられた街を歩き、出店を見て回り、そろそろ食事に行こうかと馬車に戻る。

　エリーゼちゃんは花祭りで買った生花の花飾りをいっぱいつけて、めちゃめちゃ可愛い。

「こんなにつけて、変じゃないですか？」

「花の妖精みたいだよ。通りすがる男たち皆エリーゼちゃんのことチラチラ盗み見てたし。綺麗すぎて」

「変だからじゃなくて……？」

「変なわけないから。最高に可愛いもん」

　笑っていうと、エリーゼちゃんは照れて赤くなった。

「ありがとうございます」

　熱った顔を窓に向けて、俺の視線から逃れようとしているのがまた可愛い。

　これからまたご飯行って、それから家というプランだけど、もうご飯切り上げて家帰りたいなー。俺はすでにエッチなことしたくてムラムラしていた。性欲の溜まり具合なめてたかも。

「あの……」

「あら、あそこにルリさんが」

　窓の外を眺めていたエリーゼちゃんがルリ嬢を見つけて指を差した。

「……誰か探しているみたい」

　出端をくじかれてしまった……。わざとじゃないのはわかってるけど。

　正直ルリ嬢の姿など見たくもなかったが、一応会話のために確認すると、ルリ嬢は普段の自信に満ちあふれた姿とは様子が違っていた。

　いつもは自分を眺める男たちを意識して尻を振って挑発的に歩くのだが、今日は花祭りの人々を迷惑そうに避けながら足速に歩いていた。

　そしてルリ嬢の少し後ろを、宿屋のヤリ部屋を睨んでいた男がついて回っている。

「確かに……それに後ろに男がいるね」

　二人が連れなのかどうかは、ここからはよくわからない。

「なんだか追いかけられてるみたいに見えますね」

「そう思う？」

「ルリさんが絶対後ろを振り返らないので……」

「ふーん」

　まあ、面倒になった男を切ったら逆恨みされたって感じかな……？

　まぁ、後で親父に報告しておくか。

　決めると、俺はすぐに興味を失ってエリーゼちゃんに意識を向けた。

「あの男の人、ちょっと怖い感じですし……」

「エリーゼちゃん」

「はい？」

「アイツらのことはもういいでしょ。デート中に俺以外の男や女を眺めてたら寂しいよ」

「あっ……ごめんなさい」

　振り返ったエリーゼちゃんはちょっと照れたような顔だった。
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「つけて見せてよ」

　予約してあった食事屋の個室で軽く食べたら、そこで到着前に寄った店で買ってあげたネックレスをつけてよく見せてもらうことにした。

　藍色の小さな石はエリーゼちゃんの胸の谷間に届かない位置で輝いている。

　普段使いしてほしかったので小振りの物を選んだのだが、困ったことにネックレスをつけることでますます俺の大事な胸に視線誘導してしまっている気がする。男の目が吸われるなぁこれ。

　うーん、外でつけてもらうのはやめようかなー。

　絶対男ならエリーゼちゃんと二人っきりになって、裸のおっぱいの上に自分の買ってあげた宝石を載せたいと思うはずだ。今俺がやってるみたいに。

　うん。家に帰るまでエッチなことをしない、というプランは諦めた。

　エリーゼちゃんは恥ずかしそうに胸の前で手をいじって気まずさを紛らわせているが、もちろん上半身しか露出はしていない。

　まぁ、そういう問題ではないんだけど。

「あの……本当に店員さんは……？」

「大丈夫。鍵閉めてあるから」

　もちろん店員には会計に呼ぶまでは入ってこないように言ってあるし、部屋は一時間半は押さえてあるし、この店は家族で昔から使っている店なので何か粗相があっても、まあ……うん。だし、大丈夫。

　壁もそこそこ厚いしね。

「えっと……あの、もう服を着てもいいですか？」

　エリーゼちゃんは早く胸を隠したくて仕方がなくて、俺が手を触れる前に胸を隠そうとした。

　いいわけがない。

　まだ舐めたり吸ったりしてないのに。

　隣の席から手を伸ばしてエリーゼちゃんの腰を捕まえると、膝に向かい合わせに座らせて胸を見下ろした。

　エリーゼちゃんの手が乳首をさっと隠す。

「ダメダメ、ちゃんと見せて」

「いつも見てるのに……」

「だっておっぱい好きなんだもん。それにず〜っと触ってなかったから、我慢できないし」

　胸を押さえている手の上から手を重ねて揉むと、エリーゼちゃんは仕方なくおっぱいを覆っていた手を離してくれる。

　久しぶりのおっぱいは相変わらず白くてまんまるで柔らかくて好き。

　あとミルクティー色の乳首は見る間に硬くなって、舐めろと言わんばかりだ。

　こんなエッチなところ見て我慢できるわけがない。

　エリーゼちゃんは顔を逸らして恥ずかしさに耐えていた。

　こういう所でこんな格好させられるのは嫌だろうに、それでもなぜか「おっぱいを見せて」といえば見せてくれるんだよね。

　愛されてるな俺。

　何かそんないいことしたっけ？　エッチなことばっかしている気がするのだが。不思議だ。

「……婚約者がこんな男で嫌にならない？」

「なりません……」

　エリーゼちゃんが少しムッとして即答した。そっかー……めちゃめちゃ嬉しい。

　嬉しさを込めてエリーゼちゃんを抱きしめ、柔らかい唇にそっとキスして味わう。

　チュッチュっと優しく繰り返すと、下唇をエリーゼちゃんの柔らかな唇に挟まれてちゅっと吸われる。上唇も同じようにされ、唇の端にもされ、舌が唇の間に入ってくると、舌の上をゆっくり舐められ、唾液を絡ませあう。

　キスの主導権を任せたまま、おっぱいを揉み、乳首をくすぐりながら、唇が離れると呟く。

「上手だね」

「……変なこと言わないでください」

　拗ねられた。

　せっかく愛情表現してくれたのに。エリーゼちゃんは男と違って技を褒められても気分がよくないようだった。失敗失敗。

「ごめんね。気持ちいいから、もっとキスして」

　唇を開いて要求すると、もう一度舌を絡めるキスをしてくれた。ぬちゃぬちゃと舌を絡せあうのはほんとに気持ちいい。

　だんだん受け身だけでは我慢できなくなって、こっちからもエリーゼちゃんの口の中に舌を押し込み、念入りにいろんな場所を舐める。

　ぬちゃ、ぺろ、ぐちゅっ、ちゅぱっと舌を動かす。力が抜けて二人の唇から唾液が流れたが、もう気持ちよさでそんなことはどうでもよかった。

　唇を離し、とろんとした顔でエリーゼちゃんが呟く。

「ナイブズ様の方が……上手です」

「ありがとう」

　俺は褒めてもらって嬉しいタイプだ。

　エリーゼちゃんを気持ちよくできたのなら一層嬉しい。

「エリーゼちゃんキス好きだよね」

　おっぱいをゆっくり揉み、乳首を軽くつまんだり、指の腹で撫でたりしながら尋ねる。

「好きです……」

「乳首は？」

　エリーゼちゃんは俺の手で優しく揉まれるおっぱいを見下ろし、恥ずかしそうに呟く。

「そっちも好きです……」

　可愛い視線がその手の動きを追い、観察している。

　指が動くたび、唇にキュッと力が入り、上唇を舌が舐める。

　見られてるの気づいてないなぁ、可愛い。

「自分で触ってみる？」

　乳首から指を離し、乳房を軽めにつかんだ状態で囁くと、エリーゼちゃんが自分の指を乳首に持っていって、くりくりと先端を刺激した。

　ピクンと体が跳ねる。

　エリーゼちゃんが乳首オナニーしてる。すごい。

「続けて」

　促すと、また指が動いて乳首をこする。

「んっ……はぁっ」

　自分で乳首こすって悶えてるのめちゃめちゃ可愛いのだが。もうここがお食事屋さんだって忘れちゃったかな？

　エリーゼちゃんが息を早くしながら指を動かすのを邪魔しないように、乳房をぎゅっと握ったり揉んだりすると、乳首をこする指の動きが速くなったり、快感が弾けて止まったりした。

「んっんん……ふぅっ」

「自分でするのいい？」

「……でも、舐められる方が好き……」

　そんなこと言われたらめちゃめちゃ嬉しい。

「じゃあ、見せてくれたお返しに舐めたげるね」

　乳首に舌を伸ばし、ぺろぺろ舐めて吸いつく。

　エリーゼちゃんが目を潤ませるが、もっと気持ちよくしてあげたい。

　ちゅっちゅっちゅっと吸って舌と唇で刺激しながら、スカートに手を滑らせて中に手を入れると、パンティに潜り込ませてクリトリスを乳首と同時にこする。

「ああんっ」

　エリーゼちゃんがビクリと跳ね、足から力が抜ける。

「好きっ気持ちいいっ」

　くいくいと腰が揺れ、手に押しつけられる。

「ぬるぬるだね……」

「……好きっ」

　舌で胸を愛撫しながら指を二本膣にぬぷりと埋める。ぬちゅぬちゅと揺らし、かき回す。

「はぁっ……あぁっあん」

　可愛い声で喘ぎ、夢中で腰を揺すっている。

　エリーゼちゃんには悪いが、我慢できなくなってきた。

　指をじゅぷじゅぷこすりつけながら耳元で囁きかける。

「こんなにエッチになっちゃったの？　エリーゼちゃん」

「……あん……そうです」

「どうして？」

「……ナイブズ様がエッチだから……」

　あー……可愛い。

　本当はそこまでするつもりじゃなかったんだが、今すぐズボンの中のもので貫いて、ぐずぐずにしてあげたい。

　お食事屋さんごめんなさい。

　俺はペニスをズボンから取り出すと、エリーゼちゃんのパンティを下ろした。

「あっ待って……！」

　エリーゼちゃんが気づいた時にはもう割れ目に押し込んだ所だった。

「はぁっ、あああっ」

　ヂュブブブとペニスが中に入り込み、濡れ濡れの肉が押し広げられる。

　久しぶりにペニスが包みこまれる感覚に息を呑んだ。

「ごめん……我慢できなかった……」

　約十日ぶりのひとたまりもない感覚を目をつぶって味わう。

　気持ちいいー。

「……ダメっああ、こんなところで……」

　そう言いながら、エリーゼちゃんの中はキュンキュンうねって刺激してくる。

　だめだこれ、すぐイッちゃうかも。

　禁欲後のセックス強烈すぎる。

　抜こうと腰を上げるエリーゼちゃんを抱き止め、腰を打ちつける。

「ああっダメっ……！」

　うん、そうなんだけどね。

　あー気持ちいい。

　強烈な刺激に慣れてくると、腰が勝手に動きだす。エリーゼちゃんの腰も揺れた。

「あんんっ……ダメっここ、お店……」

「うん、ごめんちょっとだけ、だから……」

　ペニスを出し入れするたび、内側が別の生き物のように動き、温かくてトロトロで思考力を奪ってくる。

　エリーゼちゃんは自分の口を押さえ、喘ぎ声を我慢しているが、腰はかなり揺れてグラインドしている。

　本当は声がいっぱい聞きたいのだが、こんなところで始めてしまう自分が悪い。

　次第に姿勢を保てなくなって体にもたれかかってくるエリーゼちゃんを支えて揺する。

「ごめんね、もうちょっとだけ……」

「んんっ……」

　声を抑えて頷くエリーゼちゃんに、意地悪ばっかりしてるなぁと反省しながら奥を擦り上げる。

　久しぶりで気持ちよすぎて、もう持ちそうにないからちょうどいい。

　ぐっちゅぐっちゅと中を掻き回し、スパートをかけようとした途端、まるで夢から無理矢理起こされたようにガシャンと何かが割れる音が響いた。

　びくりと動きを止める。

　音は部屋の外からで、何か騒ぎが起きているようで、ざわざわと声がし始め、騒ぐ女の声がだんだんと近づいてきた。

「だから、ここにナイブズ様が来てるって聞いたんですけどぉ」

　ルリ嬢の声だ。すでにドアの外まで来ている音量だった。

　一気にイラッとした。

　腕の中のエリーゼちゃんを見ると、ちょっと青くなっていて可哀想だ。

「お客さま、勝手に奥に入られては困ります！」

「私はナイブズ様の友達なのぉ。いいでしょぉ」

「こちらは立ち入り禁止です」

　店員の声が落ち着いた音色でルリ嬢を止めるのを聞いてホッとする。

「ほっといてよ。私だって貴族なの！」

「でしたら、こちらに他の席を……」

「ナイブズ様に用だって言ってるでしょぉ！」

　相変わらずルリ嬢はまったく貴族らしくない振る舞いだった。喚き方にしても、聞いていて恥ずかしい。

　あんなのが知り合いだと思われるのかと思うとうんざりするなぁと考えていると、エリーゼちゃんが腕の中でみじろぎして、小さな声で囁いた。

（ナイブズ様、ね、今のうちに……）

（なんでルリ嬢ここに来たのかな）

　エリーゼちゃんが離れようと言いたいのはわかったので、逃げられないように腰を押さえたままでしらばっくれる。

　エリーゼちゃんはムキになってぐいぐいと体を押し離した。

　まぁそうなるよねぇ。せっかく楽しんでたのに。はぁ。

（せめて服を直させてください！）

（はーい、貸して）

　さすがにおっぱいを隠すのくらいは邪魔できない。ボタンをはめる役を買って出て、手伝いながら言葉を続ける。

（この店に入るところでも見られたのかな……）

（それより先に、離れないと……）

　服の上を整えると、エリーゼちゃんがここぞとばかりに動き、体重が移動して結合部がうねった。

　逃がすまいと引き戻すと、じゅぶっと音を立てて位置を調節する。

　エリーゼちゃんは喘ぎそうになって慌てて口を押さえていた。

　ついつい腰を動かし、ぐちゅぐちゅと追撃してしまう。

（っ……だめっ……今のうちに離れましょうってば……部屋に入ってきたら困るでしょ）

　俺は鍵の閉まったドアを見てから、エリーゼちゃんに視線を戻した。

　懇願する顔は、なんとか理性を取り戻した様子だが、汗ばんで赤く色づいた頬は色っぽくてセックスしてましたと完全に自白しているし。潤んだ瞳とキスで腫れた唇が可愛くて、やっぱりやめたくなかった。

　欲望が戻ってきて、多少柔らかくなっていたモノが硬さを取り戻す。

（アイツは絶対入ってこれないから大丈夫だよ）

　ぐっと腰を引いて打ちつける。ぐじゅっと亀頭を押しつけ、ぐりぐりと奥を刺激する。

「んんーっ！」

（しーっ、声出したらバレちゃうよ）

　耳に唇を寄せ、囁きながら腰を動かす。

　ぐちゅっぐちゅっ……ぐちゅ……。

（あっ……っだ、だめっ外に……人がいるのにっ……）

（確かに声出したら聞こえちゃうかも）

　また引いて押し込む。

　ぐちゅっぐちゅっぐちゅと繰り返すと、何度目かの抽送で、エリーゼちゃんの中が収縮しだし、体をうねらせる。

（だめっだめっ……あっい……くっ）

　ガクガクと足が震えて、必死で声を抑えてイク。体から力が抜け、ガクンと倒れかけたのを支えて首にしがみつかせると、またじゅぶっ……じゅぶっ……と腰を深く、ゆっくりと動かす。

　イヤイヤと首を振るエリーゼちゃんは、続く快感に苦しんで、しがみつく手に力を入れる。

（はぁ、あんっ……あんっああ、もうだめっ）

　首に必死な甘い息がかかり、すごくいい。あーキスしたい。

（エリーゼちゃん、こっち向いて）

　エリーゼちゃんの唇が視界に入り、そこに口付けようとした瞬間、また怒声に遮られた。

「そこを退きなさいってばぁ！」

　思っていたより近くで大声が上がり、二人して体を跳ねさせる。

　二回目だよ。

　ビックリして寿命が縮んだ気がする。

「お帰りください」

「なんでよぉ。私、相談したいことがぁ」

「またの機会に」

　決然とした店員の声に尊敬の念を感じる。聞き耳を立てたまま待つと、二人の話し声は少しずつ遠のいていった。

　ホッとして、エリーゼちゃんを見下ろすと、うるうるの恨みがましい目で睨まれていた。うーん、怒ってるなー。

（……もう離れて！）

（もう行ったから、大丈夫だよ）

（もうダメっ！）

（でも中途半端だし……）

（続きは帰ってからです！）

　小声で会話していたらコンコンと小さめのノックの音が響いて、再び二人とも固まった。

「お楽しみのところ失礼します。先ほどの侵入者は帰られましたので」

　さっきの店員だった。

「……ああ、ありがとう」

　ドア越しに、できるだけ落ち着いた声で返す。

　……いや、もちろん楽しんでいるのは食事だ。セックスしてることはバレていないはず。

　なんとなく不安になりながら「よかったね。もう声が出ても大丈夫だよ」と言ったら思いっきり肩を殴られた。

　可愛い猫パンチだけど。

「ごめんごめん。もうダメ？」

「もうダメです……まったく……全然言うことを聞いてくださらないんですから」

　これはもう諦めるしかないようだ。プリプリ怒ったエリーゼちゃんの中から退散し、綺麗に拭いてあげて、スカートを直す。

「ごめんね。帰ったら今日はなんでも言うこと聞くから」

　お預け以外だったらですけど。

　だって今俺イッてないんだもん。帰ったら絶対続きやるからね。

　エリーゼちゃんの顔の赤みが消えるまで待っている間、二人でお酒を飲んで時間を潰した。二人ともこの世界の成人は超えているので合法だ。

　鎖骨の下で揺れるネックレスを指で転がす。

「これ気に入ってくれた？」

　聞くと、頬を赤くして目を逸らす。

「……いやらしいイメージがついてしまいました」

「じゃ、外につけていくのは危険だね」

　つけるたびにエッチな気分になってたら、俺以外の男にもエロい顔見せちゃうもんね。
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　早く続きをするため、店を出たら一直線でエリーゼちゃんの家へ向かった。

　屋敷につき、エリーゼちゃんの家の執事の審査を楽々クリアし、すぐに部屋で二人っきりになれてしまう俺は超絶信用されてるなーと感じる。

　なぜかはわからない。この屋敷の人間は若い男の性欲がどのくらい激しいかを知らないのだろうか。

　それとも逆で、こうやって二人きりにしておくことで既成事実にして結婚から逃げられなくさせたい、とかそういうやつだろうか。

　エリーゼちゃんは部屋に二人きりになると鍵をかけて、俺をすぐにベッドルームに連れていった。

　珍しい、エリーゼちゃんもすごいやる気だね。

　すぐに服を脱がせたい。

　だが俺はベッドに座らされ、エリーゼちゃんはクローゼットに何かを探しに行ってしまった。

　何を探しているんだろう。

「エリーゼちゃん、こっち来てイチャイチャしよ」

「はい、ナイブズ様。ではここに手を出してください」

「こう？」

　こっちに帰ってきたエリーゼちゃんは座っている俺の前に立って微笑んだ。

　言われるがままに手を出す。

「両手を並べて出してください」

　言う通りにすると、その手はエリーゼちゃんの持ったベルトによって一つに縛られてしまった。

「ん？　あれ、これどういう状況？」

　エリーゼちゃんは満足そうに笑った。

「こっちに来てください」

　まるで逮捕された者のように、エリーゼちゃんにベルトを引っ張られて従うと、ベッドに仰向けにされ、頭の上に腕を引き上げられて、真鍮製のベッドに拘束されてしまった。

　なるほど、えーっと……。

　店でのことを怒っているのだろうか？

「エリーゼちゃん。これって、どういう……」

　問いかけると、エリーゼちゃんはベッドの隣に添い寝して微笑んだ。天使の笑みだ。

「帰ったら好きにしていいって言いましたよね」

　言いました。

「だから好きにしますね」

　なにそれ、なにされちゃうんだろ。

　期待感で超勃起しちゃった。

「エリーゼちゃん、その、先にちょっと……ズボン、緩めて」

　もぞもぞしながら言う。エリーゼちゃんは起き上がり、わざわざ足の間まで行ってズボンのボタンを外してくれた。

　前を広げられ、開放感にホッとしたのも束の間、下着ごと全部引き抜かれる。

　うわっ下だけ裸にされちゃった。

　俺の高まりはバッキバキに反り返って腹に亀頭が引っつきそうだ。

　ちょっとこの状態は恥ずかしいのですが。

「ふふ、可愛いですね」

　エリーゼちゃんはこっちに戻ってきて、俺の股間を眺めていた。

　え。俺の股間のことを可愛くなっちゃったの？

　どうやらそのようで、指で優しく撫でてくれる。

「どう思いますか？」

　え。どうだろう。

　いつになく強気だなとは思うけど。なんかさっきとはノリが違うよねエリーゼちゃん。

　俺が無理にエッチなことした以外に今日なんかあったかな。あとは帰る前にお酒飲んだくらいで……。

　え、もしかして酔ってるってこと？

「エリーゼちゃんってお酒弱い？」

「そんなことありません。気持ちよくなるだけです」

　……そうだよね。やっぱ酔ってるんだよね。

　そういえば初めての時も変で、母上に何か盛られたと思ってたのだが、後で聞いたらただのお酒入りの紅茶だっていってたし。

「もう。聞きたいのはそういうことじゃないのに……もういいです」

　あ、拗ねちゃった。

　エリーゼちゃんはペニスから指を離し、むっつり怒ったまま俺の服を全部剥ぎ取った。縛られた手首のところが通らないので、上のシャツはそこでくしゃくしゃにされてしまう。

　まあいいけど。いつも俺もエリーゼちゃんの服とか、酷い目に遭わせてるしね。

　俺を裸にし終わると、今度は自分も俺の見ている前で服を脱いで裸になった。パンティも脱ぎ捨ててしまう。

　久しぶりに見た全裸、ナイスバディだ。

　そして裸でピッタリ添い寝してくる。柔らかい体が押しつけられ、肌と肌がふれあってかなり気持ちいい。

　柔らかいおっぱいは俺の腋の下あたりに押しつけられ、足が絡ませられる。

　めちゃめちゃ触りたい。

　あーもう、すごい欲求不満になるな。拘束されてる時にこんなことになる？

　拷問じゃん。

「エリーゼちゃん、これお仕置き？」

「ナイブズ様はエッチだから繋いでないと悪いことばかりするので。お仕置きです」

　悪いことばかりすると言われれば、確かにその通りではあるけど。

　でもこれがお仕置きになっているかどうかは疑問だ。

　エリーゼちゃんが触ってくれるならむしろご褒美だし。しかし俺はとりあえず黙って言うことを聞いておくことにした。実際手首のベルトも、本気でなんとかしたくなれば、どうにかなる程度の拘束力しかないし。

「それで、なにされちゃうの俺」

「その……私に好きにされるんです」

　計画性のなさそうな感じを隠して、エリーゼちゃんがなんとか取り繕いながら胸筋に唇を押しつけてくる。

　顔が赤くなってて可愛い。

　チュッチュっと吸いつかれ、舌で舐められ指でくすぐられて、かなり気持ちいい。

　とりあえずこっちからは何もできないので、なんとか首を伸ばして可愛い愛撫を眺めるが、頭の角度が悪くて見えにくいのがおしい。

「ねえ、エリーゼちゃん、頭の下にクッション入れてくれない？」

　頼むと、素直なエリーゼちゃんはすぐに叶えてくれる。

「ついでに唇にキスしてくれない？」

　それも頼むと、すぐに叶った。

　エリーゼちゃんが顔に覆いかぶさってきて、チュッチュっと唇を触れ合わしてくれる。もっと濃厚なのが欲しくて、たまらず体を動かそうとすると、ベッドの枠がギシギシと悲鳴をあげてしまう。

「ベッドを壊したらお仕置きですよ、もう」

　エリーゼちゃんがベッドを心配して体を近づけてくれて、やっと舌が充分に絡ませられるようになると、口の中に舌を深く差し入れ、ゆっくりと舐めた。舌の上で唾液をねっとりと絡め、トロトロにして刺激を味わう。脳みそが蕩けるようなキスをしたい。

　しばらくして、エリーゼちゃんが唇を離す。唇はぷっくりと美味しそうに腫れ、唾液でキラキラに濡れた唇を指で拭っている。

「もう……、こんなキスされたら何も考えられなくなってしまいます」

　それが目的だけどね。

　まだ全然足りないけど。

　もっと唾液が舐めたい。

「……これ外さない？」

　ギシッと拘束を揺らす。

　エリーゼちゃんは少し考えたものの、拒否した。

「まだダメです」

　残念。

　もっと色々したいよー。

　そんな俺の思いなど無視して、エリーゼちゃんは俺の上で体を滑らせて下に降りていった。

　ちゅっちゅっと柔らかい唇で首筋にキスし、舌で舐めて刺激しながら、胸筋を指でさすって乳首に触れる。

　その小さな突起に唇でちゅっと吸いつき、ペロペロ舌で弾く。同時にもう片方を指でこすり、刺激する。

　可愛い唇が何度もちゅっちゅっと吸いつき、唾液をすりつけて舐める姿は見ているだけでもかなりの刺激がある。

　髪の毛を耳にかけながら、反応をうかがうようにチラリとこちらを見るところも色っぽくて興奮ものだ。

「どう？」

「気持ちいいよ……すごく」

　素直に答えると、嬉しそうな笑顔が返ってきて、こっちまで嬉しい。

　エリーゼちゃんが膝の位置を前に持ってきて腰を高く上げる。

　エッチだが密着度が下がったなと思ったら開いている手が腹筋をたどって反り返ったペニスにたどり着き、陰茎をぎゅっと握る。

　両方の乳首をイジられながら、手で扱かれ始めると思わず腰が浮いた。

「うわっ……はぁっ同時やばい」

　我慢汁を塗りつけられながらゴシゴシと亀頭ごと擦り上げられ、同時に乳首を吸われるのはやばい。

　気持ちよすぎる。

　はぁはぁと息が荒くなって、体がビクビクと反応する。

「すごい……あ、ダメっ、エリーゼちゃんすごい」

　いつもとは立場が逆転してしまっているが、もうそんなことはどうでもよく、与えられる感覚に腰を振る。

　じゅっじゅっじゅっとこすられ、かなり気持ちよくなったところで一度手を外され、陰嚢に手が移る。

　それも気持ちいいけど、違う……。

　優しい動きで揉みほぐされるが、ペニスから手が外されたのが堪らなくつらかった。

「……ああ、エリーゼちゃんお願いっ……」

　ベッドの上でギシギシと腰を揺らすと、乳首から舌を離したエリーゼちゃんが体を移動させて、太ももの間に行き、亀頭に唇を押しつけてくれた。先端から垂れ流しの我慢汁を唇に塗りつけ、舌に絡ませてゆっくりと先端を舐める。

　根性で腰を押しつけないように我慢し、じっとその刺激に耐えるが、かなりつらい。

「腰、動いちゃいそう……エリーゼちゃんっ……ああっ」

　ちゅぱっと吸いつかれ、唇が裏筋にそって降りていく。吸いついた唇の間で舌がペロペロ動き、裏筋をほじるように何度も刺激されると「ああっ」と高い声が漏れてしまう。

　ゆっくりと根元まで舐め降り、また上がって裏筋に吸いつく。

　また汁がトプトプ湧き出し、エリーゼちゃんの唇を汚す。

　ああもう無理。

　気持ちよすぎるヤバい。

　今度先端に吸いつかれたら口の中に一気に押し込んじゃいそう……。酷いことしたくないのに。

　あーヤバいヤバいヤバい。

　血流が下半身に取られ、頭がうまく働かない。切羽詰まって鼻息が荒くてはぁはぁ言っている。

　エリーゼちゃんの陰嚢マッサージしていた手が陰茎を掴み、強めに扱き始める。唇は裏筋に吸いついて舌でちゅぱちゅぱと刺激し続けている。

　すごいすごいすごい。

「どうしてほしいですか？」

　唇が離れ、刺激が手だけになる。ぼやけた視界で見ると、エリーゼちゃんが我慢汁で濡れた唇を舐めながらこちらを見ていた。

「え？」

「どうします？」

「入れさせて、エリーゼちゃん……入れたい。気持ちよすぎてやばい」

「気持ちいい？」

　ペニスを扱く手の動きが早くなり、たまらずぎゅっと目をつぶる。

「うん、すごい……はぁっ、ずっと気持ちいい」

　入れさせてほしいのに、エリーゼちゃんは指で輪っかを作って亀頭をクチュクチュいじめだした。首を反らして刺激に堪える。

　わーダメダメ、出そう……。

　理性が崩壊してしまう。

「出ちゃう……っエリーゼちゃんっ……もうっイッ……」

　我慢の限界で射精を覚悟した瞬間、エリーゼちゃんに根元をがっしり圧迫されてしまった。

　睾丸から竿を駆け上がろうとした精子がせき止められ、行き場の失った快感にビクンビクンと腰が跳ねる。

「あっああっ……っ」

　それでも刺激が止まらない。股間を見下ろすと、片方の手で根元を押さえられたまま、もう片方の手でぐちゅぐちゅと亀頭を刺激され続けていた。

「ヤバいヤバいヤバいっ……あああっ……ダメダメダメっ気持ちよすぎるっ」

　頭がふわふわする。

　じゅっじゅっじゅっと手が止まらない。

「あああっ、すごいっエリーゼちゃんっ……」

　エリーゼちゃんが顔を下ろし、先端に唾液を垂らす。唾液でもっとぬるぬるにされ、両手で掴んで激しく扱かれ始める。

　ジュブッジュブッジュブッ。

「うっあっ……！　出したいっ……出ちゃう……出るっ」

　ビュクッビュッビュクッ。

「きゃっ……！」

　精子が一気に吹き出し、エリーゼちゃんの髪に飛び散った。

　強烈な開放感に見舞われ、頭が真っ白になる。出し終わった後、しばらくゼイゼイ呼吸することしかできなかった。

「……大丈夫ですか？」

　ぼーっと眺めていると心配されたが、頷くだけで返す。

　あー手コキでイカされちゃった……。

　気持ちよかったけど。

　……いや、強烈すぎたけど。

　エリーゼちゃんが両手の拘束を外してくれる。その後自分の髪にかかった精液をティッシュで拭き取り、ペニスも掃除してくれる。

　しばらくゴロゴロしていたが、エリーゼちゃんが添い寝してきたらおっぱいを掴んで後ろから抱きついた。

「え？」

　戸惑っているエリーゼちゃんのおっぱいを揉みほぐし、クリトリスをクリクリして、穴に指を二本揃えて挿入する。

「あんっ……ああっ」

　少し触っているうちに勃起が復活してきた。若さってえらい。

　横向きに寝たまま側位で入れると、エリーゼちゃんはとろんとして、嬉しそうに喉を鳴らした。

「あんっ……」

「ごめんね、もうちょっと付き合って……」

　エリーゼちゃんの尻にぶちゅぶちゅとゆったり腰を打ちつけ、中を味わう。

「あっあっ……あんっすごいっ」

「……はぁ、中も……っすごい気持ちよすぎるっ……」

　ちゅぽちゅぽ腰を振り、ゆさぶると、エリーゼちゃんの体がピッタリと押しつけられる。

「あんっ……あっあぁ……奥っ……気持ちいっ……」

　体を抱き込んで、お腹を撫でると、声が高くなった。

「ああっあっダメっ」

「ん？　ここ？」

　下腹を軽く押すと、体が震える。ペニスの先端が入っているあたりかな、と気づいてそこを軽く刺激しながら腰のスピードを速めると、ますます声が高くなる。体がぶつかるたび、色々な液が溢れてベッドにシミを作る。

「あんっ……っあんっあぁっ、あっあっ……イク、イクっ……」

　エリーゼちゃんの中がうねり、肉襞が粘りついてくる。快感に悶え、イくのが近い。膣が絡みついてくる。

　その刺激に耐えてじゅぱじゅぱと限界まで腰を突き続ける。

「あっイク……っ」

　エリーゼちゃんの体がビリビリと震え、イク時の締まりを味わいながらピストンして中から抜き出した。

　ドプッドプッ……。

　シーツの上に二度目の軽い射精が終わると、もう一気に動けなくなったが、汗でぐっしょり濡れたシーツを避けて、なんとか寝返りを打って移動すると、二人でそのままベッドに沈み込んだ。一気に疲労と倦怠感が襲ってきて、もう一歩も動けそうにない。

「……よかった？」

「はい」

　満足げにふにゃっとした顔で微笑んだエリーゼちゃんがやっぱり可愛い。腕を回して抱き枕にすると、布団をかぶって二人で夕方まで惰眠を貪った。
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　せっかく日常に帰れたと思ったのに、どうやら俺があの薬を特定しなくてはいけないらしい。まあ確かにルリに使われた薬を見たのは俺だけなので、俺にしか探せないと言われればその通りだ。

「エリーゼちゃん、今日薬屋に付き合ってくれない？　飲まされた薬調べてこいって言われてるんだよね」

「いいですよ」

　帰りの馬車に乗ってから提案すると、エリーゼちゃんは快く了解してくれた。

　ありがたい。

　今から向かうところはものすごく遠いので、これで到着するまでのんびりイチャイチャして時間を潰すことができる。

　エリーゼちゃんは首を傾げた。

「その探しているものは薬屋さんで売っているようなものなんですか？」

「わからないけど、やっぱり専門家に聞いてみる以外探す方法がわからないんだよね」

　そう言ってエリーゼちゃんを横向きに膝に乗せてお尻を撫でる。

　ついでに親父に報告する用の情報収集もしておくことにする。

「最近ルリ嬢どんな感じ？」

　ルリ嬢はこの前の休みの日に俺のことを探していたが、月曜が始まってもアチラからの接触はなかった。たぶんデートを邪魔しようとしての行動だったのだろうが、だとしても理性的な行動ではないので、多少様子がおかしいと言うふうに親父には報告してあった。

「ルリさんは……授業態度は真面目とは言い難いですね。前からではありますけど。その上最近は感情の起伏が激しくて、先生方と喧嘩されていることが増えました」

　イライラしてると言うことか。

「やっぱ薬の影響かなー。怖っ」

「薬の……？　そういうものなのですか？」

「いや、まあ、勘だけどね」

「……王子の方はいつも通りなんですか？」

「んー……どうだろ、確かにあいつもイライラしてるかも。でも相手が王子だと、みんな喧嘩売り買いしないから、ちょっとわかりにくいかな」

　一応ルリ嬢のことも聞いて、親父へのみやげ話もできたので一旦任務終了だ。

　俺はずっとエリーゼちゃんのお尻を撫でていた手を止めて、顔を覗き込んだ。

「そんなことより、おっぱい触ってもいい？」

「いいですよ」

　ということで、エリーゼちゃんの胸に手を当て、ムニムニと揉む。

「最近は変な難癖つけられてない？」

「ん……大丈夫です」

　耳や首筋にチュッチュっとキスして耳を念入りに舐め、耳の穴に舌を突っ込む。

　キスと舌で鎖骨までたどり、襟のボタンを開けると、現れた白い肌を舐めてチュッチュッと吸いついた。

　服に手を入れて柔らかいおっぱい全体を揉みながら、上から胸の谷間に鼻を押しつけて匂いを吸い込む。

　今日のエリーゼちゃんの匂いはいつもより強かった。

「汗の匂いがするね……」

「はぁっ……はぁっ」

「あれ？　ここも気持ちいい？」

　胸の谷間に指を差し込みながら聞く。

「ダメ、今日はとても汗をかいたので」

　そういえば今日は女子クラスには珍しく体を動かす授業があったと言っていたな。

「やっぱり、今日はダメです……汗の匂いがするから。なしです」

　エリーゼちゃんが突然湧きあがった羞恥心で縮こまり、襟を掴んで閉じようとする。

　正直クンニやおしっこ舐めることまでされてて汗臭が恥ずかしいは可愛い。

「ダメじゃないよ。俺にとってはいい匂いだし」

「いい匂いなわけありません。嘘です」

「いいから」

「ダメっ」

　必死になってきたエリーゼちゃんを捕まえると、自分は避けてエリーゼちゃんを座席に押し倒した。

「なに……」

　しゃがみ込んで覆いかぶさると、服の上から腋に顔を埋めた。エリーゼちゃんの匂いはフェロモンだった。一気に興奮して、服をはだけさせると、裸の腋をべろりと舐めた。汗の塩味がした。

「ああ、ダメっやっ」

　珍しくエリーゼちゃんがはっきりとした拒否の姿勢を見せたので、表情を確認すると恥ずかしさでうるうるしていた。不安そうでもある。

　脇の匂いで嫌いになんかならないのに。

「これイヤ？」

「……は、恥ずかしいから、ダメです」

　うーん、そっか。でもすごい恥ずかしがってて可愛い。

「でもいい匂いだよ」

「そんなの嘘。……でも、嫌な匂いじゃない？」

「そう。舐めたい……」

　エリーゼちゃんが黙り込んだので、もう一度舐めてみる。さらにもう一度。

「……あんっ……はぁ……」

　もじもじと腰が揺れる。

「このまま舐めても大丈夫？」

「だい……丈夫です」

　エリーゼちゃんは腋を舐められるたび体を震わせた。

　新しい性感帯ゲットだ。

　腋下に味がしなくなるまでしゃぶると、そのままおっぱいの方に移動していき、手で揉みながら胸の谷間の汗も舐め取る。

　あとは乳首に吸いついて、ちゅっぷちゅっと吸いつき、舌で責め立てた。

「あんっ、ふっぅんっ……あっ」

　だんだんと興奮して腰を揺らすエリーゼちゃんにたまらなくなってきたので、こんな時のために増やしておいたクッションを取り出し、背中にいくつか敷いて体をずり上げさせると自分のスペースを作った。

　ズボンを開けて猛ったペニスを取り出し、スカートを上げて、股の間に押し当てる。

「ぁあっあんっ……はやくぅ」

　パンツの布地を横によけてずぷぷっと押し込む。

　まだ中はイジってなかったのに、いつも通りの濡れ具合だった。

「ああんっ」

「すごい濡れてる……気持ちいい？」

　馬車の振動が伝わり、エリーゼちゃんが震える。こくこくと頷き、手を伸ばして体を引き寄せられる。

　おっぱいを両手で掴んで腰を動かす。

　くちゃくちゃと中を突くとエリーゼちゃんの腰が誘うようにくねる。

「……はいっあ、きもちいっ……あん」

　ああー可愛い。

　ふっと窓の外を見ると郊外まで来ていた。頭の中で地図を思い出し、計算する。まだまだ時間がありそうだ。

　ぐにぐに動くお腹を眺めながらおっぱいを揉み、エリーゼちゃんが与えてくれるうねりを味わう。

　「あんっはぁ……気持ちいいっああんっああ……っああっ」

　しばらく突くと、一層強く喘いで、体を激しく震わせた。ビクンビクンとお腹が跳ね、内側でキュンキュンとペニスを締めつけてくる。

「うぅっ……気持ちいい……」

　きゅうきゅうと吸いついてくる余韻を楽しみながら、再び腰を振り始める。

　ゆるいリズムでくちゅくちゅくちゅと奥を突く。

　場所と姿勢のせいで激しい動きはできないが、ゆっくりと楽しめる。肉襞が絡みつくのを、仔細に感じ取りながらぎゅうっと奥に押しつけ、奥に刺激を送り続ける。

「はぁ……はぁ……はぁ……ああっあっ……あんっあんっきもちいいっ……はぁっ……すきっナイブズさまっ」

　舌ったらず気味な言葉が可愛い。

　ぎゅっと抱きしめ、唇を合わせてまったりと舌を絡ませながら腰を動かす、エリーゼちゃんが首にぎゅうぎゅうしがみついてきた。きついくらいに抱き合いながらキスするのがお気に入りのようだ。

　触れる感覚や舌の重さをねっとり感じながら奥でじゅぽっ……じゅぽぉっとゆっくり、ゆっくりと擦り上げる。

　これずっとやってられるな、と思って時間感覚がなくなっていることに気づいて、またカーテンをめくって窓の外を確認する。

　次の街の目前のようだった。

「……エリーゼちゃん、そろそろ終わろっか……店に着くまでに服整えないといけないし」

　エリーゼちゃんは唾液でベタベタの顔でぼんやりして一拍遅れて反応した。

「……んっはい……」

　納得してくれたので、今度は起き上がらせ、繋がったまま膝の上に上げると、しっかり抱きしめてズンズンと突き上げる。

「ああっ……それもっきもちい、ですっ……ぅああっダメっ……すごいっ」

　タガが外れたように喘ぎ始めたエリーゼちゃんの唇をまたキスで塞ぎ、自分がイくためのリズムで突き続ける。

「んんっ……ん……んん……んんんっ……！」

　呻き声が止まり、服にしがみついたエリーゼちゃんが背中を反らしてイク。

「あー……イクッ」

　パンパンパンとその中を突き、奥で亀頭を締めつけられ、慌ててエリーゼちゃんの腰を持ち上げてスカートの中で精を放った。
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　薬屋に着いて、まず先に棚を見て回る。

　効果から言ってあんなものがそうホイホイ売ってあるとも思えなかったが、一応ということもある。

　すでに何軒か回ってみていたが、やはりどこの店頭でも赤い結晶が売ってあることはなかった。いい加減何かの情報が欲しい。

　放課後がこれ以上潰されまくるのは嫌だ。

「お客様、何かお探しですか？」

　店主に話しかけられ、その姿を軽く眺める。親父の勧めた薬屋の店主だけあって、いかがわしい雰囲気はまったくなかった。年齢はこれまで回った店とは違い、親父の倍くらいに見える。

　この男になら聞いても変な噂は広がらないだろう。親父の勧めた店だし。

　これまで回った店では話までは聞いていなかった。

　信用できそうにない人間には言って回るなと親父から言われていたからだ。

「店主、探しているのは赤い結晶なんだが、知らないか？」

　老店主はこくこくと頭を揺らしながらこちらを窺ってくる。俺と、一緒に入ってきたエリーゼちゃんを値踏みして頷く。学生ということは明らかだろう。さっきまで馬車でセックスしていたのはバレないはず。たぶん。

「赤い結晶ですか……そうですなぁ。何に使われるものかお知らせいただければ」

「おそらく、セッ……」

　口に出そうとしてから思ったんだが……これじゃ俺が求めているみたいじゃないか。しかも彼女連れで。やっちまったなこれは。

「……性行為など盛り上げるために使うのだと思う」

　予想通り老店主の視線が厳しくなった。しかも二人は明らかに学園の生徒だ。制服だからな。そいつらがそんないかがわしい薬を探しているとなったら通報ものだ。

　これまで通り一人で店に入ればよかった。

「いや、使うためではないんだ。俺はナイトリー将軍の息子だ。親父に調査を頼まれてきただけで……家に確認してくれていい」

　親父の名前を出し、できるだけ感情を込めずに喋った。これでなんとかなってくれ。頼む。

　老店主は俺の顔をジロジロと眺めて手をポンと叩いた。

「ああ、ナイトリー様の……なるほど、確かによく似ていらっしゃる。ではいかがわしい目的ではないでしょうな」

　鋭い目で確認される。

　もちろんだ。あんなもの使わなくても充分楽しんでる。

　にっこり微笑むと老店主は納得したようだった。よかったよかった。

「それで、薬の方なんだが」

「赤い結晶でしたな……将軍が調べさせるということは一般的でないものでしょうな。赤……着色の可能性もあるが、結晶のままということなら……」

　老店主は少し考えて、厳しい顔になった。何かのリストを棚から探し出し、じっと文字を目で追っていった。

「それはなんだ？」

「禁止薬物と薬草のリストです。ええとですね……」

　覗き込ませてもらうが、聞いたことのない名前ばかりが並んでいた。

　老店主がその中の一つの名前を指差す。

「取り扱わなくなって随分長いですが、この木の実、これが確か真っ赤な実で、潰して濾すと赤い結晶になると聞いたことがあります。危険なものです。脳に直接効きまして、快楽や多幸感、万能感といったものを増幅させ、血流をよくし、勃起にもよく効きます。少量ずつその手の薬に配合して使うのが主流だったんですが、依存性が高く、大量に摂取して頭のおかしくなったやつが増えましてね。禁止されたんです」

　なんだその説明は……嫌な予感しかしないなぁ。

「頭がおかしいとは？」

　老店主はチラリとエリーゼちゃんを見たが、仕方なさそうに首を振った。

「若いお嬢さんの前で言うのははばかられますが……裸で踊り狂ったり、そのまま街に出て若い女を犯したり、道端で自慰を始めたり。そんな感じですね」

「ああ……それはひどいな」

　想像して顔を歪めた。そんな危ないものが出回っていた時代があることが信じられなかった。しかもそれらしきものを自分が口にしたとは。

　だが、まぁ当たりだろうな。なんとなく確信があった。

「本当に酷かったですね。ですので現在は出回っておりません。木の実を集めることも、栽培することも、摂取することもありとあらゆることすべてが禁止されています。木もすべて伐採されました。ナイトリー家の坊ちゃんでしたら、お父様が詳しいでしょう。お聞きになってください」

　結局親父かよ。灯台下暗しだな。

　馬車に乗り込むと、行き先をエリーゼちゃんの家に向けさせた。

「今日は付き合ってくれてありがとね。助かったよ。あまり気の進まない仕事だったから」

「いいえ、一緒にいられて嬉しかったです」

　一応微笑んだ後、エリーゼちゃんは心配そうに呟く。

「……さっき聞いたお薬を使われたんですか？　依存性があると……」

　そりゃそうだよな。俺も気になったもん。

「たぶん大丈夫。いい思い出もないからもう一度使いたいとは思わないし」

　不快感で眠りに落ちることもできず、のたうち回っていた記憶しかない。つらかったが薬の正体がわかった今となってはありがたい症状だった。そんな状態であるにもかかわらず性欲の異常性はあったので、すぐに部屋に隔離してくれた母には感謝しかない。さすが将軍の妻といったところだ。もともと母は非常に有能な人で、普段は愚か者のふりをしているだけだというのはわかっている。

「大丈夫ですか？」

　エリーゼちゃんは物思いにふける俺を心配そうに覗き込んでいたので、肩を抱き寄せて安心させた。

「大丈夫。うちは両親が有能だからね。任せておけば大丈夫だよ。だから心配しないで」

　そういってキスすると、エリーゼちゃんはなんとか気丈に微笑んでくれた。




　父に薬屋で聞いた話を報告すると、なぜか俺まで国王への報告に付き合わされることになった。

　今俺たちがいるのは城の中にある豪華な王の執務室だった。

　その部屋の中央にあるどっしりとした机に王は座っていて、親父からの報告を受けている。俺は親父の二歩ほど後ろに立ち、気配を殺して話が終わるのを待っていた。

　王を式典以外で見るのは初めてだ。

　親父より年下だが、そこそこに威厳があり、まじまじとは観察できなかった。

　とにかく居心地が悪い。早く帰りたい。

「……と言うわけだ」

「あの木の実か……それをあの馬鹿息子が使っておるのか」

　重苦しい声だった。

「おそらくそうでしょうな。うちの息子が王子と一緒にいた女にそれを盛られています」

「それは……息子はどのような状態だった」

　親父と王の視線が俺に向けられた。

　なるほどね。あの時の状況を俺の口から話さなければならないのか。勘弁してくれ。嫌すぎる。

　親父に恨みの視線をチラリと向けたが、まったく悪びれる様子がないため、俺も腹を括ってすべてを話した。

　宿屋の利用方法、見聞きしたこと、薬を盛られた時の状況、言われたこと。

　綺麗に話しても意味がない。

　王子とルリ嬢の痴態と、多人数でのプレイも付け加えておいた。

　話している間ずっと王は渋い顔をしていた。

「……そうか、わかった」

　話を終わらせると、王は一度椅子から立ち上がり、窓へ行って外を眺めた。

　よほど胸が悪くなったのだろう。自分の表情を見られたくなかったのかもしれない。

　しばらく黙っていたが、ポツリと呟いた。

「……子育てを間違ったな」

「残念だ」

　親父が答えた。なんで俺ここにいるんだよ。とんでもなく居心地が悪いわ。




「これから、どうなるんですか？」

　王との会見が終わって外に出ると、親父と廊下を歩きながら気になって声をかけた。親父は難しい顔をしていたが、前を向いたまま答えてくれる。

「おそらく、すぐに対策本部が立てられる。昔のようにはさせん」

「昔とは？」

「アレが禁止される前、その効能に気づいた薬剤師たちが裏で手を組んで大量生産し、幸せになる薬として大々的に売り出したのだ。すぐに蔓延し、問題が起きた。異常な行動をする者が増え、治安が著しく悪くなった。法律によってすぐに禁止となったが、しばらくは根絶できなかった。……アレを国内から撲滅するため、随分骨を折ったと言うのに……またその名を聞くことになるとはな……」

「その時、父上はどのような役目を？」

「組織を潰していった。裏で密造し、商売する奴らがたくさんいたからな。そいつらを潰し、消し去った」

「なるほど。それだけで薬を撲滅できたのですか？」

　にわかには信じられない。裏で残っている可能性はないのだろうか。

「原材料の実がなる木は、その実がつくようになるまでに何年もかかるのだ。だから木をすべて燃やし尽くしてしまえばなんとかなった」

　なるほど。

「だが、国外のことまではどうしようもない。それに二十年経てばな、どこかにまた木が育っているのかもしれん」

「あー……なるほど……」

　俺はため息をついた。めんどくさいなぁ……でかい話になってきた。

　俺はしがない学生なのに、学園生活に戻れると思ったのに。なんで今王城にいるんだろう。

　これってまだまだ関わらなきゃならないっていうことだよな。めんどくさ。

　将軍の子供ってつらい……。母上はよくやってるよな。

　と思ったところで、今日の朝の違和感を思い出した。

「ところで母上は今どこに？　朝から家にいなかったですよね」

「ああ、今日からな。しばらく忙しいのだ。放っておけ」

　放っておけってなんなんだ。離婚の危機か？　意味のわからんタイミングだ。

　ガシャンッ。

　どこかからガラスの割れる音が響いた。続いて怒声が響く。

「なぜ貴様のようなババアが俺のメイドなのだ……！　出ていけ！」

　王子の声だった。

　……まあ、いるよな。ここに住んでるんだから。会いたくない。

　親父が足を速めたので、仕方なくついていって隠れて様子をうかがった。

　王子が部屋から半身を出して怒鳴り、廊下にうずくまるメイドの髪を掴んで手を振り上げたところだった。

　バチンッと派手な音が響いて、張り倒されたメイドは床に倒れ込み、顔を押さえる。

　王子が女を殴るのを見るのは初めてだ。

「あの……」

「放っておけ、仕方ない」

　戸惑って声を出すと、親父から静止の声がかかる。表情を窺うと、将軍の顔で無表情を装っていた。

「俺を不愉快にさせた罰だ！　ガラスをすべて片付けておけ！」

　王子は部屋に戻り、室内からはガシャンガシャンとガラスの割れる音が繰り返された。最終的に廊下にまで割れたガラスが飛び散る。おそらく片付けさせるガラス片をわざわざ増やしたのだろう。

「さあ、やれ！」

　王子は外に再び現れると、メイドに唾を吐きかけてからコートを羽織って出ていった。

　唾って……めちゃくちゃヤベェじゃん。

　元から性格は悪かったが、ひどいな。やっぱ薬の影響かな。

　俺は王子に気付かれないよう、うまく親父の陰に隠れてその姿を見送った。

「……やはりアレは使っておるな。馬鹿だ馬鹿だとは思っておったが……どうしようもない愚か者だ」

　親父の憎々し気な呟きが気まずい空気を作る。

　たくさんの使用人や兵士がその場に居合わせていたが、その意見に反抗して食ってかかるものは誰もいなかった。みんな今のやりとりを見て疲弊したように立ち尽くしていただけだ。
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　数日後から、少しずつ山狩りが行われ始めた。

　目的はあの薬を作り出す原材料の木を探すためのものだったが、今のところまったく見つかっていない。その代わりに、街の近くの森から薬を密造していた小屋が見つかってしまった。

　誰かが自力で立てたような小さな小屋で、精製に使われる器具が揃っていた。

　しかし、小屋の主がわかるようなものは何もなく、床には足跡が残るほど埃が溜まっていた。

「小さな工場だな。個人用か」

「そうですね」

　山狩りにも付き合わされた俺は、その小屋の中を眺めながら親父に相槌を打った。

　数日前にはルリ嬢の家が強制捜査されたが、何も出なかった。

　捜査は彼女が学園に行っている間のことだったが、気づかないわけもないのにルリ嬢の学園での様子は何も変わらない。

　太々しい女だ。

　だが使えばいずれ薬はなくなる。




「ナイブズ君、食事を食べていきなさい」

　いつも通りエリーゼちゃんを家に送ると、パパ上様から夕食に招待された。

　エリーゼちゃんが着替えに行っている間、俺はエリーゼちゃんのところでなく、パパ上の書斎に通された。

　やばい。

　何か俺今から怒られるのでは……心当たりがありすぎて死にそう。

　しばらくして、公爵が口を開いた。

「どうやら国王がまだエリーゼを王子にと望んでいらっしゃるようなんだ」

「えっ……」

　いや、マジですか。今日そんな話ですか……。

　驚いて口をつぐんだ。話の詳細が知りたいが、聞きたくない。

「王子が付き合っている女性なんだが。いろんな男に色目を使っていてね、王はあの女とだけは結婚させたくないらしい」

「ええ、知っています」

「それで、王子に正妻はきちんとした正しい女にしろと言ったところ、王子がエリーゼを指名したらしい。『あれは俺に惚れてるから文句も言わないだろう』と言ったそうだ」

　王と王子の顔を思い出して殴り倒したくなった。

　あの王は、自分の息子が使えない人間だと気づいたようだったのに、それで取る方法がこれなのだろうか。

　あの馬鹿の尻拭いをさせる道具としてエリーゼちゃんを差し出せと？

　しかも俺に調査させておいて、その俺から婚約者を取り上げる気とかマジで舐めてんな。

　なんで？

　俺が王に正直に話したからか？　聞きたくないことを聞かされたから意趣返ししようとしてんのだろうか。

　だったら親子揃ってクソじゃねぇか。

　マジでいい加減にしろ。

　俺が怒りで殺意にも似たものを漲らせていたら、公爵が止めに入った。

「落ち着いてくれ。まだ本決まりの話にはなっていない。あちらが様子をうかがってきたので、君に一応教えておいた方がいいだろうと思っただけだ。それに、エリーゼには君という婚約者がいるわけだから、仲が悪いとかでもない限りは王も別れさせまではしないと思う」

「……どうですかね」

　男子として生まれた俺には実感としてはわからないが、やっぱりこういう時、女の子の人権は軽いと思う。

「私はそうであってほしいと思っている。あんな奴らに娘を差し出したくない」

　公爵は苦い口調で呟く。

「……王子も、誰でもいいなら他の女を選べばいいものを……」

「そうはさせません」

　キッパリと言い放つと、公爵は俺の顔を見て諌めた。

「危ないことはやめてくれ。君がエリーゼと一緒になれなくなる。そんなのは意味がないだろう」

「……はい、その通りです」

「まったく……どうしたものかな。とにかく、これが今日伝えたかったことだ。学園でも充分気をつけてくれ。既成事実でも作られたらことだ。エリーゼを頼むぞ、ナイブズ君」

「はい」

　その後はエリーゼちゃんも含めてなんとか楽しそうに食事をこなしたが、馬車の中で一人になると陰気な気分で考え込んだ。

　怒りが収まらない。

　実際エリーゼちゃんと既成事実があるのは俺なのに、既成事実を作られないようにしなければならないってなんなんだ。

　だが実際、これまでエリーゼちゃんが濡れ衣を着せられてきたことからも分かるように、事実なんてどうでもいいのだ。周りにそう思わせることができればそれで勝てると、あっちの二人はよく知っている。

　本当に気をつけなければ。




　そう決意した矢先だと言うのに、次の日すぐに嫌な光景を目撃してしまった。

　俺が見つけたとき、王子は壁に押しつけたエリーゼちゃんに覆いかぶさり、やけに親密そうに話しかけていた。

　エリーゼちゃんの怖がった顔がなければ、さっきまでキスしていたのではないかというくらいの近さだ。

　走っていって殴り飛ばしてやりたかったが手のひらに爪を食い込ませてなんとか抑えた。どんなクソ野郎でも一国の王子なのだ。俺がここで捕まったらますますエリーゼちゃんを守れない。

「……王子、エリーゼちゃんになにか用ですか」

　声を抑えて話しかけると、王子はニヤついて振り返った。エリーゼちゃんは助けを求める顔でこちらを見つめる。

「いや、たまには声をかけてやろうかと思ってな。私の婚約者だった女だ」

「確かに婚約者でしたね。ですが今は違いますので、馴れ馴れしい真似はやめてください」

「だが俺を愛していた女だ。たまには声をかけてやらんとな」

　エリーゼちゃんが俺の袖を掴んでぎゅっとしがみついて、王子を睨んだ。

「私はあなたを愛したことはありません！　私たちは政略でしたでしょう！　今はナイブズ様を愛していますから」

「俺を妬かせたいのか面白い。本気にするなよナイトリー。わかったな」

　王子は俺の肩を馴れ馴れしくポンと叩いて去っていった。

　エリーゼちゃんは慌てて俺の腕にしがみつき、必死で胸を押しつけてくる。

「怖かった……なんなんでしょう」

「うん……」

　本当になんとかしないと。
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　あの王子をどうしてやろうかと数日考えて、結局それが一番いい気がしてきた。

　王子にエリーゼちゃんとセックスするところを見せてやればいい。

　エリーゼちゃんが王に婚約者として目をつけられている理由は、王子が選んだからだ。だったら王子の気を変えさせればいい。

　あいつはエリーゼちゃんが自分に惚れていると思い込んでいるのだから、その妄想を壊してやろう。

　と言うことで、エリーゼちゃんを誘って夜の散歩に出た。

　正直こんなに簡単に夜中連れ出せるとは思わなかったが、エリーゼちゃんが素直に俺とデートに出ると言ってもパパ上は止めなかった。俺のことを信用しすぎだと思うのだが、娘の貞操が心配ではないのだろうか。まあ長い間男やもめで、外に愛人も囲っていないようだから性欲の少ないタイプなかもしれない。

　俺にとってはありがたいことだ。

　放課後のうちに王子は捕まえて教室の教壇の中に縛って転がしておいた。

　少量の薬で眠らせてあるのでそろそろ目覚めるだろう。

　エリーゼちゃんと手を繋いで夜の学園に忍び込み、暗い廊下を進む。エリーゼちゃんは少しだけ怖がっていて、俺の体に寄り添っていた。

「怖い？」

「少し……不気味な感じがして。ナイブズ様、夜の散歩でなぜ学園に？」

「肝試しかな。夜の校舎って面白そうでしょ」

　何気ない風を装って微笑みかけると、暗闇の中でエリーゼちゃんの縋りつくような視線が見上げてきた。

「あの……他の場所に行きませんか？　夜景の見える場所とか……」

「ダメダメ。教室行こう？」

「……なぜ？」

　怯えるエリーゼちゃんの腰に手を回し、つつつ、と優しく腰を撫で上げる。見上げるエリーゼちゃんの顔が赤くなった。

「なんか普段授業してるところでセックスしたくなっちゃったなー……どう？」

　エリーゼちゃんはとろんと目を潤ませた。呼吸が弾む。

　パブロフの犬も真っ青だ。

「……いいですけど」

　事前に用意していた鍵で教室を開け、中に入る。エリーゼちゃんはしがみついて目をつぶり、後ろからついて入った。ここに辿り着くまでにまた怖くなってしまったようだ。

「何かいます？」

「何もいないよ。ほら、目を開けて。明かりつけたらバレるかもしれないし、カーテン開けて月明かりの下でやろっか」

　カーテンをエリーゼちゃんに任せると、その間に教壇の下をそれとなく確認する。

　ちゃんと王子はそこにいた。

　まだ寝ているようなので軽く爪先でツンツン突いて起こす。

　目が覚めたところで顔を覗き込み、しーっと一本指を立てて警告する。

（静かにしててね。いいもの見せてあげるから。じゃないと痛いよ？）

　威圧すると、怯えた様子でこくこくと頷いた。よろしい。

　こんな目にあうのはコイツにとって初めてのことだろう。王子に乱暴する奴なんていない。

　それから、王子がこちらの様子を見られるように、ずずっと引っ張って位置を変えてやった。

「……ナイブズ様？」

　エリーゼちゃんが一人置き去りにされたような弱々しい声で呼びかけるので、俺はすぐに立ち上がって安心させた。

「ごめんごめん、ネズミがいたかと思ったけど、気のせいだったみたい」

　にっこり笑って近づくと、エリーゼちゃんは胸に飛び込んできて、ぎゅっとしがみついた。

「一人で作業させないでください……」

「ごめんね。ちょっと気になっちゃって……」

　王子にエリーゼちゃんは俺のものだって、ちゃんと見てもらわないといけないからね。

「もう……」

　エリーゼちゃんを抱きしめ、頭を撫でながら、見上げてきた瞳を見つめる。

　月明かりの映った綺麗な瞳が見上げてくる。信用しきった目だった。

　こんな顔見せられるとエッチなところを王子に見せるのが嫌になってくる。本当は自分だけが知ってるエリーゼちゃんのままにしておきたい。

　けどまあ、エリーゼちゃんを取られないためには仕方のないことだから、自慢だと思って我慢するしかない。

　王子の存在は一旦忘れよう。

　ここからはエリーゼちゃんに集中してエッチしよ。

　俺はエリーゼちゃんの髪の毛に指を通して、撫でながら話しかける。

「カーテン開けたら、月明かりで雰囲気満点になったね。……怖くなくなった？」

「……ナイブズ様が近くにいれば」

　可愛く胸に縋りついているエリーゼちゃんに顔を近づけると。

　エリーゼちゃんの方からキスしてきて、ちゅっちゅっと吸いついてくる。怖さを紛らわすためみたいに。そのかすかな感覚が可愛い。

　舌を捩じ込むようにキスすると、一気に濃厚になった触れ合いにエリーゼちゃんの体が震える。

　ぬるぬると舌を絡ませ、しばらく楽しんでから唇を離す。

　見るとエリーゼちゃんはトロトロに出来上がっていた。

　官能で潤んだ瞳はぼうっとして、口は半開きで、舌も猫みたいに出しっぱなしで、唇からはたらっと唾液が垂れている。

　光った内側の柔らかい肉が性器みたいにぷっくりしている。

　もう一度キスしてそこを舐めながら、エリーゼちゃんのドレスを脱がせにかかる。そこで声を殺しているやつにエリーゼちゃんの豊満なおっぱいを見せてやろう。キスの合間にボタンを開けていき、ドレスを下げておっぱいを取り出す。

　相変わらず、白くて大きくて柔らかくて、中央にはミルクティー色の美味しそうな乳首がちょこんとついている。これが羨ましくない男などそういまい。

　そのままドレスを下げていき、床に落とす。パンツ一枚になったエリーゼちゃんがよく見えるように距離を取り、机に腰を下ろすと、ゆっくりと眺める。月光に照らされるむっちりおっぱいは幻想的だった。

「おっぱい、両手で持ってみて？」

「こうですか」

　素直に従ってしまうエリーゼちゃんは、重力で重くなったおっぱいを下から掬い上げて乳首をこちらに向けた。

「こっちに来て吸わせてくれる？」

　頼むと近づいてきて、俺が屈んで舌を出したところに片方の乳首を差し出す。

　エリーゼちゃんに見えるよう、ちろちろ、ペロペロと動かし、上目遣いで確認すると、とろんとした目で食い入るようにその様子を見つめている。

　軽く噛みつき、ぢゅうっと吸いつく。固定して舌先で乳首の先端をちろちろすると体が跳ねる。

「あんっ」

　口から堪らず声が出て震える。乳首をそのままちゅうちゅう吸うと、エリーゼちゃんの手が自分で乳房をぎゅっと握った。

「ふぅんっ……」

　鼻に抜ける子犬のような喘ぎがして、はぁはぁと呼吸が荒くなる。

　乳首で軽イキを何度かして、そろそろ力の抜けてきたエリーゼちゃんの腰を引き寄せて支えると、もう片方のおっぱいに顔を押しつける。

　ぎゅうぎゅう抱きしめ、匂いをいっぱい吸い込む。柔らかくて温かい。ふわふわでいい匂いがして幸せ。俺だけのエリーゼちゃん。

　しばらくその感覚を楽しみ、パンティに手をやる。いつも通りぐちょぐちょに濡れた部分を撫でて確認し「脱がすね」と宣言してから引き下ろす。

　月光で輪郭を白く浮かび上がらせるエリーゼちゃんの股とパンツの間に、とろっと透明な糸が引いて光る。エロい景色だ。

　興奮する。

　今度はエリーゼちゃんの方に座ってもらった。

「股、開いて見せて」

　膝に手をかけながら言うと、エリーゼちゃんはそこを開いてくれる。

　軽く開きかけた小陰唇に指を添えて開かせると、ぷっくりと膨らんだピンク色の肉が姿を現す。柔らかい薄い皮膚は透明な愛液に濡れてツヤツヤと光って、美味しそうだ。

　鼻を近づけて愛液のにおいを吸う。新鮮な甘ずっぱい香りに、唾液が溢れる。

「舐めていい？」

「……舐めてくださいっ……あんっ」

　べろりと舐めると、匂いの通り甘い。本気の味がする。

　顔を寄せ、ちゅっちゅばっと音を立てながら舌を往復させる。下から上まで一息に舐め上げ、繰り返すと何度も太ももがふるえる。

「あああっ、ああんっ……好きっ……」

　べちょっべちょっぬるっぬるっ。

「ああ、そこっ……うんんん……はぁはぁはぁっ……」

　太ももに顔がキュッと挟まれ、ビクビクとイクのを感じる。それが緩むと、クリトリスに移動して舌先でくりくりと舐め、ジュポっと吸いつく。

　唇の下で舌を動かし、刺激しながら指を膣口に当てて、指を回し、ゆっくりと穴に進入させる。

　ぬぷりっぬちゃっ。

　プリプリの内部に指を温かく包み込まれ、思わず感想が漏れる。

「やわらかっ……中気持ちいい」

　いつも太いモノを包み込んでいるのに、ちゃんと指一本でも締めつけてくる肉壁の中を、指の腹でヌルヌルと探索し、指を少し曲げてクリトリスの裏側の肉襞を揺らす。

　その間にも舌と唇でクリトリスを同時に刺激すると、エリーゼちゃんの手が頭に伸びてくる。

「ああっ……気持ちよすぎる。あっああっ」

　それでも唇を離さず吸いつき、指で刺激を送り続けると、今度は髪の毛をぎゅっと掴まれた。

「あああっああっ……いくっ……うっ……あああん」

　ビクンビクンと太ももが揺れ、指に吸いつかれる。

「……っあっ……はぁっ……あっ……」

　ガクンと力が抜け、後ろに仰反るエリーゼちゃんを捕まえると、また位置を交換して、膝の上に座らせた。

　抱きしめて背中を撫でる。

　まだ硬いズボンに包まれたままの股間がズキズキと痛んだ。

　少し休んで回復したエリーゼちゃんの耳を指でこしょこしょいたずらしながら尋ねる。

「大丈夫？」

「はい」

「ね、俺のも出して」

　肌を撫でながら頼むと、エリーゼちゃんはすぐに俺のズボンに手を伸ばした。ボタンを外し、中からガッチガチのペニスを引っ張り出す。

「撫でて」

　頷いて竿を手で包み、軽く上下に扱いてくれる。あー腰が痺れる。

「エリーゼちゃんこれ好き？」

「好きです……」

「入れてほしい？」

　聞くと、こくりと頷く。

「ナイブズ様の、入れてください……」

　恥ずかしそうに呟く。

　あー優越感で興奮がやばい。

「エリーゼちゃん俺の上乗って、入れてくれる？」

　エリーゼちゃんが膝立ちで机の上に乗るのを尻を支えて手伝い、よく見えるように体を後ろに倒す。その景色にため息をついた。

　そそり立ったモノの上に跨ったエリーゼちゃんがめちゃくちゃエロい。これから起こることを考えると、興奮で顔がにやけてしまう。

　エリーゼちゃんは、邪魔な髪の毛を耳にかけると、下を覗き込んで位置を調節した。亀頭にぴとっと濡れたヒダが触れる。

「入れますね……んっ」

　俺の腹筋に手を置き、ゆっくりと腰を下ろす。先端が襞の間を割り開き、暖かい膣口に押しつけられ、じゅぐっと包まれ始める。

　温かい圧力が伝わり、粘りのある締めつけに鼻息が荒くなっていく。至福だ。

「うぁ……っ気持ちい……」

　見上げると、月明かりの中でエリーゼちゃんが腰の上に座り込んだところだった。同時にぐちゅっと根元まで包み込まれる。こちらが気持ちいいのは当たり前だが、エリーゼちゃんの方もしっかりと感じているようだった。とろんとした顔でこちらを見下ろしている。かなりいい景色だ。それに見応えのある大きなおっぱい、陶器のように白くすべすべしたお腹に可愛いおへそ。髪の毛と同じ色の控えめな茂みと、その下の濡れた割れ目。そこが根元までペニスを呑み込み、俺の腹に触れている。

　手を伸ばして軽く胸に触り、両方の乳首を指でくりくりと弾く。

「んっ……あ、あ、あんっ」

「あー可愛い。動ける？」

　馴染むのを待っている様子だったエリーゼちゃんがこっちの脇腹の上に手を置き、腰を前後にグラインドした。腹と腰だけがグニングニンと動き、刺激を与えてくる。いやらしい動きだ。

「うわっ……それっ……もっとやって」

「こう……？　あっ……んんっ」

「そう。腰振って」

　エリーゼちゃんが自分の気持ちいいところを見つけたみたいで、唇を噛みながら腰を振り始めた。ぐにぐにと腰が動き、めちゃくちゃペニスをグリグリしてくる。中も濡れすぎでヌルヌルで、マジでやばい。その動きに翻弄される。

「どうですか？」

「ん……気持ちいいよ」

　正直すぐイキそうだ。一生懸命腰を振るエリーゼちゃんの内側の圧迫がなんとも言えず強い。気持ちよすぎてハーハーしてしまう。

「あ、だめっイキそう。休憩」

　エリーゼちゃんの腰を捕まえて止めると、じっとして体の反応がおさまるのを待った。しばらくして手を離すとまたすぐに腰を振り始める。

　ぐちゅぐちゅぐちゅと腰をくねらせ、しばらくすると息遣いがだんだん荒くなってくる。

「んっ……んんっ……あん……あっイクっ……あっんうぅ」

　ビクンッと腰が跳ね、背中が反り返り、膣がぎゅうぎゅうと締まった。ペニスが締めつけられる。こっちもやばい。息を止め、なんとか別のことを考えて気を逸らす。

　二人ではぁはぁと息を整え、エリーゼちゃんの体を優しく撫で上げて様子をうかがう。

「気持ちよかった？」

　聞くと、フッと戻ってきて、嬉しそうに「はい」と答えてくれる。可愛い。汗が滲んで張りついた髪の毛を整えてあげると、エリーゼちゃんはさっきより踏ん張れるように足の位置を整えて、膝を開いた。

「まだ動く？」

「んっ……はい」

　エリーゼちゃんは答えるとすぐに腰を持ち上げ、ぎゅうっと下げる。さっきとは違う動きで腰を上下し始めた。濡れた割れ目にペニスが何度も呑み込まれるところが見える。一気に余裕がなくなった。

「これ……はぁっ……どうですか」

「あー……やばっすごい気持ちいいっ……」

　すぐに搾り取るような肉の吸いつきに耐えられなくなってきた。気持ちよすぎて、このままではすぐに終わってしまいそうだ。ジュポジュポジュポと上手に上げ下げし、確実にこっちを追い込んでくる。

　しかし、こちらが音を上げる前にエリーゼちゃんの方が先に動きを止めた。

「あっはぁ……んっ……」

「疲れた？」

　足が軽く震えていて、エリーゼちゃんは素直にそれを認めた。またペタンと座り込み、グラインドの動きに切り替える。

　可愛くて、恥ずかしそうにするエリーゼちゃんの胸に手を伸ばして揉み、乳首を刺激する。

「こっちに体倒して」

　言われた通りに倒れ込んできたエリーゼちゃんの胸に吸いつき、舌でクニクニしながら揉む。それから腰をぐちゅっと突き上げる。

「あ……んっまって……ん」

「疲れたでしょ休んでていいから」

　逃げないように体を抱きしめ、胸に顔を埋めながらぐちゅぐちゅと腰を押しつける。自分で動かした方が射精のコントロールがしやすい。

「まって……私が……」

「ん、大丈夫だから」

　次第に腰の動きを速くしていき、パン、パン、パンと打つ。おっぱいがプルンプルン揺れている。エリーゼちゃんは次第に強くなる快感に抵抗できず、しがみついて体を震わす。

　濃い愛液が分泌され、ねっとりと絡みつき、濃厚な匂いが広がっていく。

　これはたまらないだろうな。俺も理性がやばいんだから。

「はっ、あんっあっあっあっ……」

　ぐじゅぐじゅぐじゅ。

　愛液が泡立ち、股間がびちょびちょになっているのが見なくてもわかるが、そんなことは気にならなかった。頭が目の前の衝動に従うこと以外の機能を停止している。

「あんんっ……ナイブズ様、あっ……ああっああっ……いくっイクイク……っくぅんっ」

「エリーゼちゃん、好きっ……いいよ。イッて」

「んううっ……あっイクッ……ああダメっ……ううっ」

　切羽詰まった激しい喘ぎ声が響き、エリーゼちゃんが太ももをガクガク震わせた。中が締まり肉壁が吸いつく。あー可愛い。

　体が脱力した後も、きゅっきゅっとウネって刺激してくる。

　力が抜けて重くなった尻を両手で掴んで浮かせると、一気に下から突き上げる。

「ああっ……まって……」

「もっとイッていいからね」

　ずぱんっじゅぱっぬじゅっぬじゅっぬじゅっ。

　突き続けると、跳ねるエリーゼちゃんは、なんとか崩れ落ちまいと俺の頭にしがみついて耐える。

「あ、あ、あっあん、あん、あん、あんっ、ダメっダメっ……あんっううっ」

　ビクンビクンっ。

　エリーゼちゃんがイッて体が揺れ、ぎゅっと膝に力が入って脇腹を絞めてくる。

「あー可愛い、エリーゼちゃん、可愛い」

　お構いなしで尻をぐにぐに揉みながら締まる膣をかき回し、子宮を突き上げる。

「あっあっあー……っ」

　ビクンビクンビクンっ。

　エリーゼちゃんの体が激しく痙攣しながら崩れ落ちそうになるのをさらにピストンする。

「あーっあー……あっあ、ああっんー……っダメぇっ気持ちよすぎて……ダメなのっ」

「いいよ、いっぱいイッて」

　エリーゼちゃんは首をブンブン振って、首を反らせる。

「……ああああっ……ああ、いくっ……いくいくっ、だめっはあはあはあっ」

　じゅぶじゅぶじゅぶ。

「あんー……んんっ……あっあっあっいくいくいくっああんんん、またっあんんーーっ」

　体の上でエリーゼちゃんが腹をビクンビクンとうねらせてイキ続ける。

　長い絶頂だった。

　こっちの腰も限界で、さすがに動きを止めてエリーゼちゃんの乱れた髪の毛を撫でてあげながら軽くキスする。

　尻を掴むその動きが中に伝わるようにグニグニと揉む。しばらくマッサージを続けると、また可愛い声が漏れ出す。

「あん……はぁっ……んっ」

「大丈夫？」

「……んっ……んんんっ気持ち、いいっ」

「よかった。ちょっと体位変えるね」

「え……っ」

　エリーゼちゃんの腕を首にしがみつかせ、ぎゅっと抱きしめたまま体を入れ替えて正常位にする。

「えっまって……」

　少しの休憩で安心していたところを、押さえ込んでまだまだ快楽で追い詰める。

　じゅぶじゅぶじゅぶじゅぶっ。

　愛液が泡立ち、飛び散る。

「あっはぁはぁはぁ、あああっイクッ……あああっ、いくっいくっ……いっくぅ」

　ビクビク、また中が締まる。

「あー最高に気持ちいいっ。ずっと中うねってるよエリーゼちゃん、腰止まんないっ」

　自制心もなく言い、本能のままに腰を動かし続ける。

　エリーゼちゃんがまたびくびくっと震える。

「っ……はぁ、はぁ、はぁっ……ああっ、ダメっダメっダメっ……むりっあああっきもちいいいっダメええ」

「イクの止まんないね、エリーゼちゃんっ」

　じゅぶじゅぶじゅぶ。

「んんんんっ……あっあっあっあっ」

　あー……もうだめ。

　頭死んだ。本当に可愛い。

　もうこのまま中に出してしまったらいいんじゃないか。

　中出しして、子供ができればいい。

　既成事実になるし。

　エリーゼちゃんとの子供欲しいし。

　エリーゼちゃんを孕ませたい。

「ね、中出ししよっか。エリーゼちゃんの中に。子作りセックスしちゃお？」

　腰を動かしながら話しかけると、エリーゼちゃんは最初よくわからなかったみたいで反応がなかった。それでもピストンを止めずに繰り返した。

「エリーゼちゃん好き、子供作ろ、子供……中に出して、子供作ろう」

「はぁっ……中に欲しい……作りますっ」

　エリーゼちゃんの中がぎゅうっとウネって、興奮で一気に精子が駆け上がった。

「ああ、イクっ……中に出すよっ中に……」

　快感が押し寄せてきた。

「あっイク、イクからっ……！」

　ぐっと押さえつけ、しっかり奥に押しつける。一気にとんでもない量の欲望が解放された。

　ビュビュビュッビュクビュクッビュクッ……ビュッ……。

　濃厚な精子が中に注ぎ込まれる。頭がスパークするほどの解放感で快感だった。

「……うっ中っ……あーっ……すごっ……はぁっまだ出るっ！」

　ドプッドプ……ドプ……。

　射精に合わせて肉襞がうねり、搾り取る。

　もう動けない。

「好きだよ、エリーゼちゃん」

　しばらくして動く気力が戻ってくると、ずっと体で押し潰していたエリーゼちゃんの上から体を起こした。離れたはずの腹周りが温かい。

　妙に感じて見下ろすと、服がしっとりと濡れていた。

「ああ、また潮吹いちゃったんだね、はは。はー……可愛い。エリーゼちゃん可愛すぎる……」

　まだ脱力したままのエリーゼちゃんの頭を撫で、髪や額にキスして様子をうかがう。

「ふぅっ……ごめん、重かったよね。エリーゼちゃん、大丈夫……？」

「んっ……はいっ……大丈夫です」

　なんとか声を出して、目を合わせて微笑んでくれる。俺と同じく最高に満足のいくセックスだったようでよかった。イカせすぎて無理させちゃったかと思ったけど。

　しかしかなり疲れたようで、ぼんやりとして脱力しきっていた。

　ペニスを抜き出すと、追いかけるようにトプッと白いのが溢れる。

　本当に中出ししちゃったんだなと思い、改めて興奮する。めちゃめちゃエロくてまた股間が反応してしまう。

　でも今日のプレイはさすがにやりすぎだったと思う。何度も静止を無視して突きまくっちゃったし。疲れてるだろうしな。

「ごめんね、なんかお願いあったら言って……なんでもするから」

「だったら、お願いが……」

「ん、何？」

　優しく尋ねると、エリーゼちゃんは恥ずかしそうにしながら膝を上げて、手で支えた。

「その……もう一回……」

「えっ」

　おねだりだった。

　俺はもちろんそのお願いを叶えて、復活したペニスを中にブチ込んでエリーゼちゃんの声が嗄れるまでイカせまくった。激しい腰振りと満足のいく射精で体は泥のように重くなったが幸せだ。

　王子？

　知らん。




　エリーゼちゃんをキレイにしてドレスを着せ、髪を直してあげてから家に送り届けた。

　ドレスは先に脱がしていたおかげで無傷だったが、エリーゼちゃんは疲れ切って、ほとんど寝てるみたいな感じだった。

　やりすぎちゃったなと反省しながら学園に戻る。

　教壇の下を覗くと、ズボンに何度も射精してぐっちょぐっちょで精子くさい王子が力尽きていた。

　屈み込んで見下ろすと、王子は縮み上がった。

「わかったよね？　エリーゼちゃんは俺のなの。盗もうとしたら、次はどうなるかわかんないから」

　王子はこくこくと頷いた。

　俺は縄を解いてやり、教室から追い出した。

　これでなんとかならなかったら……。

　エリーゼちゃんさらって、どっか遠くに行くかな。
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　数日後、親父から書斎に呼び出された。

　そのうち何か反応があるのではとは思っていたから驚かなかったが、呼び出した親父が激怒していなかったのには驚いた。

　エリーゼちゃんを妊娠させようとしたことがバレたのかと思ったのだが。

　違うようだ。

「王子が一時、お前の婚約者を自分のもとに戻そうとしていたそうだが、考え直したそうだ」

　親父は机で手紙らしきものを読みながら言った。

「お前何かしたか」

「しました」

　背筋を伸ばし食い気味に認める。ふーん、王子の方からの反応だったか。

　親父は椅子の背に体を預けた。ギイと音がする。

「そうか」

「はい。問題ありますか？」

「……いや、構わん。あの愚か者を担ぎ上げる必要性は本格的になくなりそうだ」

「どういうことです。捜査に進展がありましたか？」

「王妃が懐妊した。第二妃もな。あの王も最近サボっておったが、本当にまずいと気付いたらしい。これほど早く孕ませられるのなら、もっと前からやっておればよかったものを」

　俺は正直驚いた。あまりにも完璧な解決方法だったからだ。

　王子はこれまでずっと一人っ子だった。だから王にはもう子供はできないのだと思っていたのだが、違ったのか。

「……それはよかった」

「あの愚か者は安宿などでヤリよるから街でも有名な放蕩王子となっておる。次の子が生まれれば、何かと理由をつけて王太子を下の子に移せる。もし子供が女であっても、あの王子よりはマシな女王になるだろう」

「そうですね」

　後は薬の問題だけだ。

　大っぴらにルリ嬢の家を捜索したせいでか、警戒されてあまり進展がないようだ。

「捜査の方はどうですか？」

「うまく行ってないな。薬をどこに隠しているのか未だにわからん。とにかく密造犯を見つけなければならないのだが」

「使用者の方はどうなります」

「処罰の対象だ」

　なるほど。しかし今のところそれを証明するものがないのだ。

「王子も？」

「所持しているところを見つかればそうなる」

「今も使用していると思いますか？」

「依存が強い薬だ。使わずにはいられまい。だが証拠がなければ捕まえられん。あの後、山の方でも洞窟やなんかも探したが、空振りだ。やはり街の中に隠しているようだ」

「あの女のセックス仲間たちはどうです」

「どうだろうな。どうやら一度きりの関係も多いようで、全員の名前が挙がっているのかもわからん。まったく嘆かわしい。わしの母の色ボケババアでもあそこまでの数の男とは経験しとらんぞ」

　親父の話はそこで終わった。

　詳しくはないが親父の親世代の頃は非常に性に奔放な時代だったらしい。俺の祖母は思ってたよりやばそうだ。世界は広いな。すげーどうでもいい情報だ。

　数日後、王妃と第二妃の懐妊が同時に発表されると、すぐに街はお祭りムード一色になった。

　誰もが健康な子供の誕生を祈い、どこを見ても安産祈願のおまじないやお守りがぶら下げられている。

「本当によかったわ」

「ああ、これで心配事もなくなる」

　街の人たちのそんな声が聞こえ、やはり誰もが第一王子のことを不安視していたことがわかる。

　王子は最近は部屋を出ていないようだった。学園にもいない。

　ルリ嬢の方は不安そうに毎日過ごしているらしい。

　そして俺はというと、せっかく中出しセックスしたのにエリーゼちゃんに生理が来てしまった。

　こんだけやっててダメって、俺の精子に問題あったりしないよな？　という恐怖が。

　こんなに若くて元気で強いのに……ま、まさかね。

　下校の馬車の中、エリーゼちゃんと隣で密着して揺られながら、ふと尋ねる。

「その後、王子から何か言ってきたりしない？　家の方にとか。大丈夫？」

　エリーゼちゃんはその質問にびっくりしたような顔でこちらを見て、素直に頷いた。

「ええ。大丈夫です。婚約を戻す話も、お父様からなくなったと言ってもらえましたし……知っていたんですか？」

「よかったね」

　笑顔で手を握ると、エリーゼちゃんも嬉しそうにした。

「ナイブズ様、何かしました？」

「秘密」

　まさか教室でセックスしてるあの場に王子がいて、俺たちを見てショックを受けたんだよ。とは言えない。ごめんなさい。これは墓まで持っていきます。




　数日後、王子が俺の家に来たというので父の書斎に呼ばれた。

　部屋に入る前から王子は親父に向かって土下座していた。

　扉を開けると王子の尻がこちらに向いていた。

「ナイブズ、入れ」

「将軍どの！　ナイブズ！　たのむ。エリーゼを返してくれ。あいつがいなければ俺はおしまいだ」

　俺は懇願を無視して王子の隣に立った。

　親父は気にせず椅子に座ったまま手紙を読んでいる。王子が到着後、追いかけるように早馬で届いた手紙だろう。さっき執事が運んでいた。

　俺たちが反応しないので、王子は震えた声で勝手に話し出した。

「……俺は王子だ、王の第一子として生まれて、王になるために生きてきた。第二子が生まれようと、エリーゼが戻れば何もなかったことになるんだ……」

　せっかくあれほどわかりやすく教えてやったっていうのに、まだこの男はエリーゼちゃんのことを諦められないのか。

「何もなかったことになどなりませんよ」

　冷たく言い放つ親父の声に、そちらを確認すると、すでに手紙から顔を上げて王子を見下ろしていた。

「婚約者をすり替えただけで自分の罪が軽くなると本当に思っておられるんですか？　だとしたら脳みそまであの薬で腐ってしまったようですな」

「なんだその口振りは……俺は王子だぞ……」

　王子が床に擦りつけていた顔を上げる。顔が怒りに染まっていた。高いだけでなんの役にも立たないプライドが傷付けられたようだが、親父も俺も特に気にならなかった。この男がここで暴れ始めようが、すぐに取り押さえることは容易だ。正直俺はここでコイツを消してエリーゼちゃんと遠くに逃げたって構わないし。

　冷めた目で王子の赤黒く染まった顔を眺める。

「ナイブズ。必要ない」

　親父は俺の考えを読み取って止めると、仕事机の向こうから王子に見えるように手紙を振って見せた。

「王子、あなたの部屋から密造された薬が見つかったと報告が来た」

「……嘘だっ！」

「本当ですか」

　王子と俺は同時に声を発した。

　親父は手紙を確認する。

「部屋の壁に隠し扉があって、そこにマズイものが色々入れてあったらしい。ベッドサイドの、ライトの横だ」

　王子は一気に蒼白になって震え始めた。親父もその表情の変化を見て、冷めた顔になった。

「……男爵家を捜索されてもあの女が余裕なはずだ。王子の部屋は、さすがの我々も捜査できない」

「……嘘だ……俺の部屋に入れるはずなど……それにあの壁は……どうやって見つけたんだ……嘘だ……」

「最近宰相のところの若いのがおらんでしょう。あやつは今、療養として田舎に隠されとるんですが、そいつが王子の部屋の壁が怪しいと教えてくれましてな。それであなたのことを重点的に見張っていたんですよ」

「宰相の……アイツが裏切ったのか……」

　そういえば宰相ジュニアずっといなかったか。そんなことになっていたとは知らなかった。だが確かに親父が「助けてやる」とか言っていたな。

「あやつは色々吐きましたので、きちんと反省し、父親が許せばおいおい帰ってくるでしょう。素直なやつですからな」

　ふーん。

　一応取引という形にしてあるのかな。まあ家同士の付き合いが古いとこうなるわな。それに比べてコイツにはえらい冷たいな親父。王家とも長い付き合いのはずだけど。

　王子はいまだにパニックのままで、なんとかこの情報が嘘でカマ掛けだという証拠を掴もうと探している。が、多分無理だ。

「だが俺の部屋に入れるものは……使用人が裏切るなど……」

「あなたの使用人がどれほど忠実かはわかりませんがね。少し前から、メイドとしてウチの家内を潜り込ませておったんですよ。おったでしょう、あなた好みではない年増のメイドが。王子に叩かれたとひどく怒っておりましたわ」

　王子は、ハッとして思い出したようだ。

　ちょうど俺たち親子が居合わせたあの時、メイドの姿で王子に虐待されていたのが母だった。何してんだとは思ったが、大体の思惑はすぐにわかったので黙っていた。

「……あの女が、ナイトリー公爵夫人？」

「王子は年増の女には興味がないようですからな、顔も覚えられてないから丁度いいと、自分から言い出したので好きにさせました。よほど息子に薬を盛られて腹が立ったらしい。ま、私もそうですけどな」

　……なるほど。親父たちが王子を見捨てた動機がわかると、なんとなくむず痒く、居心地が悪くなった。俺の前で言うのやめろよ。いい父かよ。

「明日、王の命令で隊の者が訪れるでしょう。部屋に帰っていい子にしていなさい。これ以上は悪くならずに済む」

　父は感情を交えずそう言って、王子を立たせた。

　王子は真っ白な顔色で脂汗をかいていた。

　結局その日のうちに王子は動いた。持てるだけの金を持ってルリ嬢のところに行き、連れて逃げようとしたが捕まった。もちろん二人ともそれぞれに見張りがついていた。

　そしてルリ嬢は、迎えにきた王子と押し問答を繰り返している最中に男に刺された。

　宿屋で扉を睨んでいた男だ。

　そいつが薬の製造者だったことがわかった。

　ルリは男がプレイ中に使った薬を気に入り、自分の分を作らせ、受け取った後で男を捨てたのだという。

　男は恋情を募らせてつきまとい、王子に国外で優雅に暮らそうと口説かれているところを目撃して、キレてしまったのだった。

　男がルリ嬢を刺したナイフには、自分で作ったという毒が塗ってあり、ルリはほぼ即死だった。

　元々は心中しようと用意していたらしいが、結局自分には刺さず、素直に捕まった。

　王子も、目の前でルリを刺されても絶句していただけで何もしなかった。

　見張っていた兵士たちに捕らえられ、今後は一生幽閉生活のようだ。




「こっわ。ここ乙女ゲームの中じゃなかったっけ？　もう海外映画の世界じゃん」

　物事が終わると冷静な視点が返ってくるものである。

　俺はエリーゼちゃんの膝枕でうとうとしていて、突然前世見た映画を思い出して呟いた。

　今は二人でピクニックを楽しんでいるところだったが、ちょっと居眠りしたら前世よく見ていた映画の情報を引っ張り出してしまったようだ。

　つーか別にあの頃と同じ姿というわけでもないのに、どうやってこっちの脳にその記憶が残っているのかは甚だ疑問だ。

　しかもこの世界で生きるのにまったく必要のない情報なので心底どうでもいい。

「海外映画、とは？」

「あー……ごめん、寝ぼけてた」

　エリーゼちゃんの膝の上で頭の角度を直して可愛い顔を眺める。

　俺の思い出したこの世界って乙女ゲームだった気がするのに、現実として生きると異世界では色んなことが起こるもんだな。

　可愛い女の子と思う存分イチャイチャする。それが正しい乙女ゲームの世界というものだろうに。

　というかもはややってることは十八禁ゲームか。

　俺はどっちもプレイしたことはないが。

「エリーゼちゃん、卒業したら結婚しようね」

「当たり前です。婚約破棄なんかしたら許しませんからね」

「絶対しないよ大丈夫だって。俺がそんな馬鹿に見える？」

「どうかしら……わからないけど」

　エリーゼちゃんはワザと首を傾げた。その顔も可愛くて、わからせてあげたくなるなー。

　ま、今は昼過ぎの公園だから無理だけど。

「好きだよエリーゼちゃん」

　見下ろしてくるエリーゼちゃんは嬉しそうににっこり笑った。

「私もです。ナイブズ様」
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「ごめんね。エリーゼちゃんも怒られた？」

　俺はエリーゼちゃんの手をとって馬車から下ろした。

　エリーゼちゃんはその質問で頬を染めた。

「いえ……私は……」

「そっか、よかった」

　俺は親父に呆れた目をされながら、その視線からエリーゼちゃんを庇った。

　実は先日、俺とエリーゼちゃんの関係が一線を越えてしまっていることが親父たちにバレてしまったのだ。

　マジでやばかった。

　というか、随分前から使用人たちに知られているのはわかっていた。

　貴族の家の管理をするのは使用人たちなのだから、それは仕方のないことなのだ。正直、自分で片付けて証拠隠滅したいのは山々なのだが、それをすると信頼関係が崩れて嫌われてしまうのでどうしようもなかった。

　俺たちのただれた関係が親父や、外に漏れなかったのは、うちは母親のおかげだった。

　母はエリーゼちゃんをどうしても嫁にもらいたいため、むしろ関係を推奨していたので使用人たちは黙って俺たちをサポートしていた。

　そしてエリーゼちゃんの家では、王子との婚約時代が酷かったのを知っている使用人たちによって隠されていた。外で話したい話題だろうに、まったく漏らさなかった使用人たちの結束力には頭が下がる限りだ。愛されてるねエリーゼちゃん。

　ということで、長らく両家の父親たちには隠されていたこの秘密がバレたのは、どうやら王子からのようだった。

　確かに王子には見せたもんな。

　俺は親父とパパ上にドえらい剣幕で怒られた。

　エリーゼちゃんが怒られなくてよかった。父親にそのことで怒られるなんて恥ずかしいもんね。

　エリーゼちゃんは気まずそうに目を逸らした。

「ナイブズ様を消すか、とは聞かれましたが」

「わぁ……」

　確かに、普段感情を露わにしないパパ上が、あの時はめちゃくちゃ怒ってたもんなぁ。

　……よかった、抹消されなくて。

　ということで、俺たちの予定は変わった。

　できる限り早いタイミングで結婚することになったのだ。

　エリーゼちゃんは学園で習うような淑女教育はもう充分身についているため、早めの卒業となり、俺は結婚後も引き続き学園へ残る。

　そして結婚式の場所は、都市部がまだ王子たちの事件でザワザワしているので、ナイトリー家の領地に帰って行うことになった。

　今はその領地に向けての移動の真っ最中だ。

「ま、とにかく結婚式も決まったし、楽しみだね」

「ナイブズ様の領地はまだまだ遠いんですね」

「うん。だから肩の力抜いて旅行気分で楽しんでね。今日泊まる宿もめちゃめちゃいいところで、温泉が楽しめるから」

　領地に帰るまでの道の途中には、まさに温泉旅館としか言いようのないものがある。

　和製ファンタジーって感じの街の一番いい宿だ。

　温泉宿で婚前旅行を楽しめるなんてマジで最高だな。学園があるから新婚旅行まではいけないけど、その代わりにここでは全力で楽しもう。

　温泉旅館エッチだ。




　数日かかって目的の宿につき、馬車から降りると玄関の前でエリーゼちゃんの馬車が到着するのを待った。

　移動中エリーゼちゃんと同じ馬車にはまったく乗らせてもらえなかった。親が一緒だから仕方がない。そして宿の部屋も別だが、連れ込めばいいだけなのでそっちは問題なし。そんなプランを立てているうちにエリーゼちゃんの馬車が到着した。

　宿にチェックインし、ほぼ浴衣と言っていい宿用の服に着替えて、家族と共に食事を楽しんだ。

　その後二人で大浴場に行って男女別々の風呂に入り、エリーゼちゃんが上がるのを待っている間、売店を眺めて回る。

　完全に日本の旅館オーラが溢れているが、まあ売っているものまで同じかといえばそういうわけではない。でも煎餅と饅頭はあった。世界は違っても発展の仕方は似通っているんだろう。

　子供の頃から何度も来ている宿なのに、少し前に思い出した前世の記憶が混ざるのでなんーか変な感じだ。

　ぐるりと棚を回った時、子供の頃には気づかなかった小箱に気付いて手に取り、箱をひっくり返す。箱には使用方法が図解されていた。

「うっそだろ……」

　この世界、コンドームあったのかよ……。

　箱には見たことのある形状の絵が。

　あるなら誰か教えてくれよ。この年になるまで知らなかっただろー、保健体育仕事しろ！

　いや、学園には保健体育の授業自体がなかった。

「何を見ているんですか？」

　後ろから風呂上がりで髪を緩くまとめたエリーゼちゃんが覗き込んできた。

　シャンプーの香りがめちゃくちゃいい匂い。

「えーっと……これは」

　エリーゼちゃんが手を伸ばして箱を奪い、説明を読んでから棚に戻した。

　風呂上がりの上気とは違う赤みが頬を染めている。

「……私たちには、しばらくこれは必要ないでしょ？」

　エリーゼちゃんが俯き加減で腕に絡みついてきて、腕にぎゅっと胸を押しつけてくる。

　可愛すぎる。

　心臓がギュッてした。俺まで赤くなっちゃうよ。




　　２




「あの……お酒でも買っていきませんか？　もう少し飲みたいです」

「……オッケー」

　いかん。もう難しいこと考えられなくなっちゃった。木偶の坊の出来上がりである。

　俺はエリーゼちゃんに言われるがままに酒を購入し、自分の部屋に案内した。

　すぐにでも襲いたいところだが、まだ飲む気でグラスを用意するエリーゼちゃんを無視できない。

　それに、食事で出たお酒ですでに少し酔っている様子のエリーゼちゃんも可愛い。浴衣姿の酔ったところをもっと見ていたいし、ベロベロの酔っ払いのところも見てみたい。

　眠っちゃったり気持ち悪くなる前に止めれば大丈夫だろう。

　エリーゼちゃんの好みで買った桃の酒をグラスに注ぎ、少しずつ飲みながら、旅の道中の話や、宿のことを話している間に、だんだんとエリーゼちゃんは酔っ払って、エッチな感じでこちらに寄りかかってトロンとしている。

　体はまっすぐでいられず、もうずっと俺に寄りかかって、どろどろに溶けたチーズみたいに絡みついている。

　浴衣はかなり着崩れていて、胸の谷間と太ももが見えている。エロい。

「エリーゼちゃん大丈夫？　気持ち悪くなってない？」

「大丈夫です。でもお風呂が熱かったから、少し回ったかも……」

　そう言いながら、投げ出した腕が泳いで俺の首に絡みつく。

「そろそろお酒やめとこっか」

「ん……はい」

　エリーゼちゃんの手の中からグラスを取り上げ、倒さないように遠くに置くと、空になった手をエリーゼちゃんが掴んで指を絡め、引き寄せた。

「どうしたの？」

　抵抗せずに身を任せると、その手をエリーゼちゃんは自分の胸にむにっと押しつけた。

　手のひらを上から押さえつけ、浴衣の袷を開いて中に誘い込む。

「えっ……」

「あの、……そろそろ、触ってくださってもいいと思うんですけど？」

　エリーゼちゃんは拗ねた顔で、乳房に挟み込んだ俺の手を見下ろす。

　マジか。どうやら過剰に我慢しすぎていたみたいだ。それが読み取れないとは俺も酔っぱらっていたらしい。

「あー……ごめんね」

「早く……」

　エリーゼちゃんが見上げてくる。とろんとした顔で、唇を薄く開き、顎を上げる。キスを求めているのは明らかだ。

　めちゃくちゃエロい。

　一気に股間に血液が集まり、体が重くなった。

「……酔ったエリーゼちゃん、エロすぎ」

　唇を唇で軽く塞ぐ。ちゅっちゅっと唇の柔らかさを味わい、一気にそれが深くなる。エリーゼちゃんの口が開き、お互いに切羽詰まって舌を絡ませ、貪り合う。

　そのまま畳に押し倒し、手を動かしておっぱいを激しく揉んだ。

「あっ……ああっ」

　切羽詰まった声が漏れ、また舌を絡ませる。

　酔った体はいつもよりも少し体温が高い。

　浴衣の袷を開いて胸を揉み合せ、乳首を摘んで転がす。

　エリーゼちゃんも同じように俺の浴衣に手を入れて胸筋をいじり、乳首を触ってくる。

　何か言いたいが、舌を絡めるのが忙しくて二人とも無言で触り合った。

　硬い乳首を掴んでコリコリと弄ぶと、んんっと悶えて唇が後ろに引いた。

「ん？」

　エリーゼちゃんが荒い呼吸を整えながら見上げてきた。

「お布団に……」

　興奮で呆然としている俺の手を引き、立ち上がったエリーゼちゃんに布団のひかれた部屋に連れていかれる。掛け布団をはぐってエリーゼちゃんが先に座り、両手を開いて「来て」と誘う。覆いかぶさり、また唇を貪り合った。

　その間におっぱいを揉み、柔らかさを満喫する。エリーゼちゃんも手を伸ばしてこっちの胸筋やわき腹を撫でてくすぐってくる。

　しばらく夢中で貪っていると、エリーゼちゃんが俺の肩を押し、体をひっくり返して上に乗ってきた。

　上から覗き込んでくる顔を見上げる。エリーゼちゃんは酔っ払った顔で妖艶に微笑んで体をずらして後ろに下がった。

　その姿を追いかけ、上半身を起こす。

　エリーゼちゃんは俺の浴衣の帯を解いて下半身に手を伸ばした。パンツを脱がされ、陰茎を握られる。

　自分の顔にかかる髪の毛を耳にかけ、ペロリと唇を舐めた。

　そして顔を下ろし、口から唾液を垂らす。

「フェラしてくれるの？」

　話しかけると、ペニスにキスして唾液を指で塗りつけながらこちらを見上げる。

「そうですよ」

　チュッと陰茎に浮き出た血管にキスし、突き出した唇で表面を撫でながら上まで滑らせる。

「気持ちよくしてあげます」

　もう一度口の中に溜めた唾液を垂らし、亀頭を濡らしてクチュクチュと手で擦り上げられる。

　敏感なところを指が通るたび声が漏れそうになる。

　あー……すっごい酔ったエリーゼちゃん、エロい。理性が振り切れたエリーゼちゃんすごい。

「……エリーゼちゃん、反対向きになって、俺も舐めたい」

「反対に？」

　シックスナインが初めてのエリーゼちゃんを誘導し、体を回転させて俺の顔の上に跨らせると浴衣とパンティを脱がした。

　枕を当てて顔を近づけ、割れ目を眺める。愛液が垂れた大陰唇を撫でてから、小陰唇に指を当てて開く。薄いピンク色の柔らかい皮膚がとろっと濡れて糸を引いた。

　透明な愛液でうるおったそこから、温泉の香りとエリーゼちゃん自身の新鮮な匂いが広がる。

　唾液が口に溜まり、ますます下半身に血液が集まるのを感じる。

　軽く勃起したクリトリスを指で撫でながら、膣口に舌を伸ばし、ぬるぬると動かす。

　中指を入れ、曲げてクリトリスの裏側を押しながら、ちゅばっと唇で吸いつき、舌で優しくくすぐり続ける。

　蜜がどんどんと分泌され、匂いが甘酸っぱく、濃厚になっていく。

　美味くて何度も何度も舌を往復して舐め取っていくうちに、ペニスを口に含み、頭を上下させているエリーゼちゃんの動きがだんだんと緩慢になっていく。

　最後には口を離してペニスの横に突っ伏して快感に耐えるしかできなくなっていた。

「あっ……あんっダメっ……」

　腰がもっととねだるように動く。じゅぶじゅぶと激しく吸いついて舌を動かすと、ついに尻が震えてぐっと顔に押しつけられた。

「あああっ……気持ちいい……ダメっああっああっ……いくっ」

　ビクビクと肉が収縮し、指に吸いつき、クリトリスがひくひくと跳ねる。イッたことがわかると、エリーゼちゃんを布団に転がして股の間から這い出した。

「……すっごい、気持ちよかったです……」

　布団にくったりと横たわって満足そうに微笑むエリーゼちゃんを見下ろしながら、絡みついていた服をすべて取り去り、上に覆いかぶさった。

　エリーゼちゃんの裸体を手のひらで撫でていき、太ももを掴んでぐいっと引き寄せた。

「あんっ」

　ぬるぬるの割れ目を指で撫でて、ペニスを押し当てる。

　入り口は準備万端に熱く潤い、亀頭にキスしてくる。

「早く……」

　エリーゼちゃんが不満を漏らし、腰を揺する。

「今入れてあげる」

　布団に手をついて、腰の位置を動かしやすいように整えると、エリーゼちゃんが期待して息をつめた。

　ずぷぷっと中に押し込む。

「あっ、んんっ」

　一気にほてった中に包まれ、快感がめくるめく波のように押し寄せてくる。

　そのままズブズブと押し込み、奥まで味わう。

　割れ目がいっぱいに広がってペニスを包み込み、合体した体はどこからが自分で、どこからがエリーゼちゃんかわからないくらいにピッタリとくる。

「ナイブズ様、気持ちいい？」

　腰にエリーゼちゃんの足が絡みつき、余裕のない俺を覗き込んでくる。

「気持ちよすぎ。……エリーゼちゃん。すごい気持ちいいよ」

　体を倒してエリーゼちゃんの唇を奪う。腕が首に巻きついてきて、体がピッタリと重なる。

　おっぱいが二人の体の間で押しつぶされ、乳首が肌の上を擦る。

　夢中で舌を絡ませ、唾液を吸い合いながら、腰をぬちっと動かし、中を抉る。

　中で動かすたび、体から汗が滲み、二人の体がぬるついていく。

　ずちゅっずちゅっという感覚が二人の間で響き、愛液でうるむ中を何度も繰り返し突き、濃い汁をかき混ぜ、絡みつかせる。

　気持ちよすぎて頭がバカになってしまいそうだった。

　もうダメ。

　完敗。

「はぁ、エリーゼちゃん、イキそう……一回イッてもいい？　中に濃いの出していい？」

　ぐちゅっぐちゅっと重い音を出しながら腰を動かし、一生懸命我慢する。

「あんっ出してっ奥に……赤ちゃんの種……はぁっ……」

　揺らされながら絡みついてくるエリーゼちゃんが、腰に回した足にますます力を入れた。

　腰をググッと奥に押しつけ、キスして舌を絡ませると、頭が真っ白になって精子が子宮口に向かって吹き出した。

　ビュクビュクと吐き出される精子が中を満たし、奥へ奥へと前進する。

「あっ……いくっ……」

　声と共にエリーゼちゃんがガクガクと震えた。足が震え、中がぎゅううと吸い上げてくる。

「あああっ……すごっ」

　最後の一滴まで吸い尽くす収縮が繰り返され、そのまま余韻に浸った。

　しばらくして一気に脱力感が襲ってくる。

　体を起こしてエリーゼちゃんの中から抜き出すと横に転がる。

　隣の顔を眺めると、うるみきった顔のエリーゼちゃんがはぁっと満足のため息をついて、手を自分のヘソの下に這わせた。

「大丈夫だった？」

　聞くと、そこを眺めていた瞳がこちらを見上げ、にっこりと笑った。

「とても、気持ちよかったです」

　あー可愛い。また顔を寄せてキスして、髪を撫でる。

「俺も」

　エリーゼちゃんを引き寄せて腕枕すると、布団を引き寄せて二人の体にかけた。




　　３




　目が覚めたら、障子の向こうがうっすら明るくなってきていた。

　最悪だ。寝すぎた。

　二人は布団の中でちゃんと並んでいて、エリーゼちゃんは俺の腕枕ですやすや気持ちよさそうに眠っていた。

　二人で朝を迎えるのは初めてのことだった。

　感動。

　可愛い。

　写真撮りたい。

　この世界にもコンドームがあったってことは、もしかしたらカメラも探せばあるかもしれない。他国とかに。

　でも現像に出せないな。

　悩む。

　などとぼんやり夢現で考えながら眠気を追い払い、昨日のプランを思い出す。

　とりあえず使い損ねた露天風呂に二人で入りたい。二人でイチャイチャするためにこの部屋は奮発して露天風呂付きを頼んでいたのだ。

　エリーゼちゃんの首の下からそっと腕を抜き、床でぐちゃぐちゃになっていた浴衣を羽織ると、風呂場の確認に行った。

　ドアを開けると、うっすら明るくなり始めた空の下、露天風呂の上に湯煙が立ち込めていた。

　絶景だな。早く起こそう。

　そう思っていると後ろから声が聞こえた。

「綺麗……」

　振り返ると、寝起きのエリーゼちゃんが浴衣を羽織って覗いていた。

「おはよう」

「おはようございます」

　全開の笑顔が返ってきた。

「ごめんね、昨日は寝ちゃって」

「一緒に寝られて嬉しかったです」

　エリーゼちゃんの腰に腕を回して体を寄せる。

　キスしようとしたら「歯磨きしてきます」と拒否された。

　確かに俺も歯磨きと、あと髭を剃ったほうがいい。エリーゼちゃんの肌に傷をつけちゃうかもしれないし。

「ご飯までまだ時間あるし、お風呂入ろっか」

　歯磨きと髭剃りを終えて露天風呂に出て、体を洗い合った。

　泡をいっぱい立てて泡だらけになりながら、エリーゼちゃんの手が俺の立ち上がったモノを擦り上げてくれて、俺はおっぱいやおしりを何度も泡で撫でる。

　周囲はかなり明るくなってきて、エリーゼちゃんの体が誘惑してくる。

「ねえ、エリーゼちゃん、おっぱいで挟んでくれない？」

「……これをですか？」

　不思議そうにしながらも、すぐに自分の手が掴んでいるもののことだとわかり、エリーゼちゃんは頷いてくれた。

　風呂の縁に腰を下ろすと、エリーゼちゃんが膝立ちでにじり寄ってきて、泡でぬるぬるのおっぱいを俺の膝の上に乗せ、谷間でペニスを挟み込んだ。

　左右からぎゅっと押しつけられると、完全におっぱいにペニスが隠れてしまう。

「わ、すごい……」

　むっちりとした感覚に包まれ、至福が訪れる。

「動かしますね……」

　エリーゼちゃんが上半身ごと腕で寄せたおっぱいを上下に揺らし、ぎゅっぎゅっとペニスを扱き始める。

　おっぱいの谷間にできたまっすぐな線の間から、にちゅっにちゅっと亀頭が現れたり隠れたりを繰り返す。

　柔らかい肉の塊にぎゅっと包まれて、擦られるのは感覚的にもだが、視覚的にかなりエッチで興奮する。

「んっ……んっ……どうですか？」

「はぁ……やばい……気持ちいっ……」

　締まりのない顔で返事すると、見上げてきたエリーゼちゃんは嬉しそうに微笑んで、また一生懸命擦り上げてくれる。

　興奮の度合いを示すようにたまに顔を見せる先端からトプトプと先走りが出て、エリーゼちゃんを喜ばせる。

　滑りも増してスピードも上がり、たまらなくなってくる。

　気持ちよすぎて、このままイクことを一旦考えるが、エリーゼちゃんを気持ちよくしてあげたいし、もっと中で出したい。

　ああ、でも……と葛藤を繰り返し、なんとかエリーゼちゃんの肩を掴まえて動きを止めさせ、必死で射精を耐えた。

「……うぁっ……ギリギリ……」

　はぁはぁと肩で息をして、エリーゼちゃんの体を起こし、キスして体を撫でる。

「はぁ……イッちゃうとこだった。ありがと」

「イッたら……」

「中でイキたいから」

　耳元で囁いて、耳を舐めると、一気にエリーゼちゃんがとろとろになった。

　お湯をかけて体を綺麗にすると、浴槽に手をついてもらい、すでにぬるぬるの割れ目に後ろから挿入した。

「あっ……んぅ……あんっ」

「あー、気持ちい……中熱々……めちゃくちゃ気持ちいい」

　たまらず、すぐにパンッパンッと音をさせながら中をかき回し始める。

　腰を掴み、お尻を上から眺めながら腰を振る。

「あん、あっ……すごいっ……ああっ」

　だんだんとスピードを上げていくと喘ぎ声が速くなり、興奮が伝わってくる。

「あ、あ、あ、あっあっ……ああ、あん、あん、あん」

　パチュパチュパチュパチュ。

「ああああっイクッイクッイクッ……っああっ」

　エリーゼちゃんの体が跳ねて、中が強く締まる。ビクンビクンと振動し、力が抜ける体を肘を掴んで支えると、また腰を打ちつける。

　パンパンパンパンと繰り返すと、エリーゼちゃんが一層激しく喘ぎ始め、頭を左右に振った。

「ああ、ああんっ！　ああっああっああっ」

　じゅぶじゅぶと泡だつ愛液が溢れ、飛び散り、尻と股をヌルヌルにしていき、動きを小刻みにして子宮口を突き続け、エリーゼちゃんを絶頂へと追い詰める。

「……ダメっダメだめだめっあああっ、あああっ、きちゃうきちゃうきちゃうっ……！」

　こっちも危なくなって、ズバッとペニスを抜くと、エリーゼちゃんの割れ目から潮が飛び散った。

　バシャシャッと水が床を濡らす。

「ああああっ、あああっ……っ！」

　エリーゼちゃんの太ももはガクガクガクと震え、体全体がうねって力が抜ける。肘を掴んだまま引っ張りよせ、こちらに体重を預けさせる。

「ああ、出ちゃったね……」

　荒い呼吸を繰り返すエリーゼちゃんには悪いものの、やっぱり男としては潮を吹かせるのは嬉しい。指を差し込んで掻き回して抜くと、またプシャっと潮が吹き出して体が跳ねる。

「あああっだめぇっ」

「ああ、すごい……」

　こちらに涙目で訴えてくるエリーゼちゃんの顎を掴んで唇を合わせる。

　舌と唾液をたっぷり注ぎ込んでベロベロに舐めまくりながら、もう一度ペニスを中に戻す。

　ぐちょぐちょ、とろとろの中は入れただけでウニウニとうねった。ちゅぽちゅぽと優しく擦り上げながらクリトリスを指で擦る。

「んっ……はんっ……」

　ちゅばっと唇を離すとまた本格的に腰を振り始める。

　ばちゅばちゅばちゅっ。

「はぁ……ああんっああ、ああっ……んううっ」

　イキやすくなったエリーゼちゃんの中を擦り上げ続け、こちらも一気に余裕がなくなっていく。

「あー、気持ちいいっそろそろイキそう……イクよ、エリーゼちゃん」

「ああっんんっ……来てっ中に……あんああっ」

　パンパンパン。

　ぐちゅぐちゅになったエリーゼちゃんの中をかき回し、愛液と汗が飛び散るほど腰を打ちつけ、最後にぐぐぐっと奥に押しつけて精を放った。

「うっイクッ……」

　一気に駆け上がった新鮮な精子が大量に吹き出し、エリーゼちゃんの奥を完全に満たした。

　ペニスがドプドプドプと中で脈打ち、答えるように内側がぎゅうぎゅう締め上げてくる。

「すごい出た……気持ちよかった……」

　ずるっと抜き出しながら呟くと、エリーゼちゃんの膣が閉じると同時に精子が少量とろっと押し出されるのを眺めた。

　その後は二人とも疲れ果て、ゆっくり露天風呂を楽しんだ。




　宿を立つ時間になり、馬車乗り場に行くと、父親の気まずそうな顔と、母親のニヤニヤ顔に出会った。ありがたいことにパパ上は普通の顔だ。

　確かにエリーゼちゃんが部屋に帰らなかったんだから、わかるよな。

　部屋に突撃されなくてよかった……。

　なんか聞こえたわけじゃないよね？

　朝とか……露天風呂だったし……。

　だとしたら全方位に申し訳なさすぎる。

　ごめんね。

　その後、俺たちは領地に戻ってすぐに結婚した。

　この旅行中かその付近にエリーゼちゃんが妊娠しちゃったので、なんとか間に合ったって感じだ。

　俺、異世界で幸せになります。

　異世界最高だね。








（完）
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